


























































































































































































































































































































































車線逸脱警報システム [LDW]

運転するときは 4-93

4

J10355400022

次の条件がすべて成立すると、システム
が車線を認識することができ、車線を逸
脱したときに警報が作動します。

車速が約 60km/h 以上のとき

方向指示レバーを操作していないと

き
非常点滅灯が作動していないとき

自車の左右にある車線が認識できて

いる環境のとき
システムが ON のとき

走行車線の右側もしくは、左側の車線に
近づいたと判断すると、ステアリングが
振動するとともにインフォメーション画
面の LDW 表示が点滅します。

J10355500023

インフォメーション画面より LDW の

ON/OFF を切り換えることができます。

ON/OFF を切り換えるには、次の手順を

行ってください。

•工事中の道路や車線規制がある道路を

走行するとき

•車線の幅が狭い道路を走行するとき

•摩耗しているタイヤ、空気圧不足のタイ

ヤ、タイヤチェーンを装着しているとき

や、三菱自動車純正品もしくは三菱自動

車販売会社で購入したタイヤ以外を使
用しているとき

•純正品以外のブレーキ部品、サスペン

ション部品を使用しているとき

•トレーラーをけん引するとき

次のような状況では、車線を正確に検出

できず、適切な作動ができない場合があ
ります。

•検出しにくい車線（不明瞭な車線、黄色

の車線、一般的でない車線、水たまり･
汚れ･雪などで隠れている車線）がある

道路を走行するとき

•連続していない車線がある道路を走行

したとき

•急なカーブのある道路を走行するとき

•道路上に影、雪、水たまり、わだち、道

路のつなぎ目、線状の補修痕などがある

とき（これらのものを車線として検出し

て警報する場合があります）

•車線の分岐･合流のある道路を走行した

とき

•自車が車線に対してまっすぐに走行し

ていないとき

•先行車との車間距離が短く、カメラの検

出範囲がさえぎられるとき

警告
•雨、雪、汚れなどがフロントガラスに付

着しているとき

•汚れなどでヘッドライトの明るさが不

十分なときやヘッドライトの光軸調整

が適切に行われていないとき

•前方から強い光（太陽光など）を受けて

いるとき

•急な明るさの変化が起こったとき（トン

ネルの出入り口など）

LDW の作動 

警告

アドバイス
車両の移動方向に方向指示レバーを作動

させているときは警報を行いません。

LDW を ON/OFF するときは 



車線逸脱防止支援機能 [LDP]

4-94 運転するときは

4

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「車線逸
脱」を選びダイヤルスイッチを押しま
す。

4.ダイヤルスイッチを回して、「車線逸
脱警報」を選びダイヤルスイッチを押
します。

5. LDW 設定画面が表示されるので、ダ

イヤルスイッチを回して、「ON」また

は「OFF」を選択します。

ダイヤルスイッチを押すことで、LDW
のON/OFFを切り換えることができま

す。

J10355600024

炎天下に駐車したときなど、室内が高温
（約 40°C 以上）になり、センサーが一時

的に作動できない状態になったときは、
インフォメーション画面に警告が表示さ
れ、LDW 表示が点滅します。

このとき、一時的にシステムは自動的に
停止します。
室内の温度が規定の範囲内になると、警
告表示は消えて、システムは自動的に再
開します。

システムは、次のような状況では警告し
ません。

車線変更のために方向指示レバーを

操作しているとき（方向指示レバーを
戻した後も約2秒間は車線を逸脱して

もシステムは作動しません。）
車速が約 60km/h 未満まで下がるとき

J10355700025

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に「システム故障 取扱説

明書を見てください」が表示され、LDW
機能は自動的に停止します。

警告が表示されたときは、次の方法で処
置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

再び警告が表示される場合は、三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

J10355800026

フロントガラス上部にカメラが装備さ
れ、LDW で使用しています。

→「カメラおよびセンサーの取り扱い」
P.4-82

J10347800027

LDP: Lane Departure Prevention

車線逸脱防止支援機能 [LDP] は、カメラ

で走行車線（レーン）を認識し、走行車
線を逸脱しそうな状況において運転者が
自車を車線内に戻す操作の支援をしま
す。

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードをOFFに

してもシステムの作動状態（ON または

OFF）を記憶しています。

システムが一時的に作動しな
いときは 

システムに異常があるときは 

カメラの取り扱い 

車線逸脱防止支援機能
[LDP] 



車線逸脱防止支援機能 [LDP]

運転するときは 4-95

4

フロントガラス上部のカメラにより走行
車線の左右の車線を検知します。
→「システムの作動」P.4-96

警告
 LDP には限界がありますので、機能を過

信しないでください。

脇見運転やぼんやり運転などの前方不注

意や悪天候などによる視界不良を補助す

るものではありませんので、常にハンド
ル操作をして進路を修正し、安全運転に

心がけてください。

次の注意事項を守り、LDP を正しく使用

してください。思わぬ事故につながるお
それがあります。

• LDP はハンドル操作をするわけではあ

りません。運転者は必ずハンドルを持
ち、車線を逸脱しないように安全運転を

心がけてください。

カメラ •高速道路などのよく整備された道路で

使用してください。天気や道路状況によ
り車線が検出できないことがあります。

注意
車両の移動方向に方向指示レバーを作動

させずに移動を開始したり、建築地帯な

どの交通整理ですでにある車線を横断し
たりするときシステムが作動することが

あります。そのときはハンドル操作を行
い進路修正してください。

次のような状況では、思わぬ事故につな

がるおそれがあるため、LDP を使用しな

いでください。

•悪天候（雨、雪、霧など）のとき

•凍結路や積雪路など滑りやすい路面を

走行するとき

•急なカーブ、急な上り坂･下り坂が繰り

返されるとき

•工事中の道路や車線規制がある道路を

走行するとき

•車線の幅が狭い道路を走行するとき

•摩耗しているタイヤ、空気圧不足のタイ

ヤ、タイヤチェーンを装着しているとき

や、三菱自動車純正品もしくは三菱自動
車販売会社で購入したタイヤ以外を使

用しているとき

•純正品以外のブレーキ部品、サスペン

ション部品を使用しているとき

•トレーラーをけん引するとき

警告
次のような状況では、車線を正確に検出

できず、適切な作動ができない場合があ
ります。

•検出しにくい車線（不明瞭な車線、黄色

の車線、一般的でない車線、水たまり･
汚れ･雪などで隠れている車線）がある

道路を走行するとき

•連続していない車線がある道路を走行

したとき

•急なカーブのある道路を走行するとき

•道路上に影、雪、水たまり、わだち、道

路のつなぎ目、線状の補修痕などがある

とき（これらのものを車線として検出し

て警報する場合があります。）

•車線の分岐･合流のある道路を走行した

とき

•自車が車線に対してまっすぐに走行し

ていないとき

•先行車との車間距離が短く、カメラの検

出範囲がさえぎられるとき

•雨、雪、汚れなどがフロントガラスに付

着しているとき

•汚れなどでヘッドライトの明るさが不

十分なときやヘッドライトの光軸調整

が適切に行われていないとき

•前方から強い光（太陽光など）を受けて

いるとき

•急な明るさの変化が起こったとき（トン

ネルの出入り口など）

注意



車線逸脱防止支援機能 [LDP]

4-96 運転するときは

4
J10347900028

次の条件がすべて成立すると、システム
が作動します。

車速が約 60km/h 以上のとき

方向指示レバーを操作していないと

き
非常点滅灯が作動していないとき

自車の左右にある車線が認識できて

いる環境のとき
システムが ON のとき

走行車線の右側もしくは、左側の車線に
近づいたと判断すると、ステアリングが
振動するとともにインフォメーション画
面の LDP 表示が点滅します。

同時にブレーキを短時間制御し、車両を
車線内に戻す方向に制御力を短時間発生
させて車両を車線内に戻す操作を促しま
す。

J10348000026

LDPスイッチを押すとLDP表示灯が点灯

し、システムが ON になります。もう一

度 LDP スイッチを押すと、LDP 表示灯が

消灯し、システムが OFF になります。 1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

アドバイス
 LDP が作動しているときは、ブレーキの

作動音が聞こえることがありますが異常
ではありません。

システムの作動 アドバイス
車両の移動方向に方向指示レバーを作動

させているときは警報を行いません。

システムを ON/OFF するとき
は 

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードをOFFに

するとシステムは OFF になります。

LDP スイッチで切り換えるには  

インフォメーション画面で切り
換えるには 



車線逸脱防止支援機能 [LDP]

運転するときは 4-97

4

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「車線逸
脱」を選びダイヤルスイッチを押しま
す。

4.ダイヤルスイッチを回して、「車線逸
脱防止」を選びダイヤルスイッチを押
します。

5. LDP 設定画面が表示されるので、ダイ

ヤルスイッチを回して、「OFF」また

は「ON」を選択します。

ダイヤルスイッチを押すことで、LDP
のON/OFFを切り換えることができま

す。

J10348100027

車両のコンディションにより、システム
が一時的に作動しない場合があります。
各コンディションの処置方法に従い、シ
ステムを作動してください。

次の場合、警報やブレーキ制御の機能が
働きません。

車線変更のために方向指示レバーを

操作しているとき（方向指示レバーを
戻した後も約2秒間は車線を逸脱して

もシステムは作動しません。）
車速が約 60km/h 未満のとき

上記の状態が解消されると、システムは
自動的に作動を再開します。

次の場合、ブレーキ制御の機能が働きま
せん。（警報は作動します）

ブレーキペダルを踏んだとき

車線を変えるために必要なだけハン

ドルを切ったとき
LDP システム作動中に、車両を加速し

たとき
非常点滅灯が作動しているとき

高速でカーブを曲がるとき

上記の状態が解消されると、システムは
自動的に作動を再開し、ブレーキ制御機
能が働きます。

次の場合、ブレーキ制御の機能が働きま
せん。

警告メッセージ：「滑りやすい路面の

ため現在使用できません」
•アクティブスタビリティ＆トラク

ションコントロール [ASTC]（トラク

ションコントロール機能以外）また
は ABS が作動したとき

警告メッセージ：「作動範囲外のため

現在使用できません」
•ASTC を OFF にしたとき

•ド ラ イ ブ モ ー ド が「GRAVEL」、

「SNOW」、「MUD」または「SAND」

のとき

システムの停止した状態が解消された
ら、次の方法で処置してください。

1. LDP スイッチを押して、LDP を OFF
にします。

2.再度、LDP スイッチを押して、LDP を

ON にします。

高温による一時的な作動不良
炎天下に駐車したときなど、車両が高温
状況のときは、インフォメーション画面
に警告が表示され、一時的に作動が停止
します。
カメラの温度が規定の範囲内になると、
警告表示は消えて、システムは自動的に
再開します。

システムが一時的に作動しな
いときは 

コンディション A 

コンディション B 

コンディション C 



オートマチックハイビーム [AHB]

4-98 運転するときは

4

J10348200028

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に「システム故障 取扱説

明書を見てください」が表示され、LDP
機能は自動的に停止します。

警告が表示されたときは、次の方法で処
置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

再び警告が表示される場合は、すみやか
に三菱自動車販売会社で点検を受けてく
ださい。

J10348300029

フロントガラス上部にカメラが装備さ
れ、LDP システムで使用しています。

→「カメラおよびセンサーの取り扱い」
P.4-82

J10337600093

オートマチックハイビーム [AHB] は、カ

メラにより先行車または対向車のランプ
や街路灯などの明るさを検知して、ヘッ
ドライトが上向き（ハイビーム）のとき
に下向き（ロービーム）への切り換えや
上向き（ハイビーム）への復帰を自動的
に行います。

1.エンジンスイッチの電源モードが ON
のときに、レバー先端のツマミを
AUTO の位置にします。

→「ライトスイッチ」P.4-65
2. AHB スイッチを押します。

AHB 表示灯が点灯し、システムが ON
になります。
もう一度 AHB スイッチを押す、また

はライトスイッチを 位置にすると、
AHB表示灯が消灯し、システムがOFF
になります。

システムに異常があるときは 

カメラの取り扱い 

オートマチックハイビーム
[AHB] 

警告
状況によっては、ハイビームとロービー

ムが自動で切り換わらない場合がありま

す。システムを過信せず、周囲の状況に
応じて手動でハイビームとロービームを

切り換えてください。
→「ライトスイッチ：上下切り換え」

P.4-68

カメラ

使い方 



オートマチックハイビーム [AHB]

運転するときは 4-99

4

次の条件をすべて満たしたときに、ハイ
ビームが点灯します。

自車の速度が約 30km/h 以上のとき

車両の前方が暗いとき

先行車または対向車がいない、または

ランプを点灯していないとき

次の条件のいずれかのときは、ロービー
ムが点灯します。

自車の速度が約 25km/h 以下のとき

車両の前方が明るいとき

先行車または対向車がランプを点灯

しているとき

ライトスイッチを車両後方に引きます。
手動でロービームに切り換わり、AHB が

OFF になります。

ライトスイッチを車両前方に押します。
手動でハイビームに切り換わり、AHB が

OFF になります。

アドバイス
AHBがONでロービームのとき、ライトス

イッチを車両後方に引くとパッシングに

なります。（AHB は ON を維持します）

ライトスイッチは車両前方に押しても車

両後方に引いても、手を離すと自動で中

立位置に戻ります。

自動切り換えの条件 

手動での上下の切り換えかた 

■下向きに切り換えるとき 

■上向きに切り換えるとき 

アドバイス
AHBをONにするには、AHBスイッチを押

します。

次の状況では、ハイビームが自動でロー

ビームに切り換わらない場合がありま

す。

•連続するカーブや中央分離帯、標識、街

路樹などで先行車または対向車が見え
隠れするとき

•見通しの悪いカーブなど、突然対向車と

すれ違ったとき

•他車が前方を横切ったとき

街路灯や信号、広告などの照明や標識、看

板などの反射物により、ハイビームが
ロービームに切り換わる場合や、ロー

ビームが継続する場合があります。

次の原因により、ハイビームとロービー

ムの切り換えのタイミングが変化する場

合があります。

•先行車または対向車のランプの明るさ

•先行車または対向車の動きや向き

•先行車または対向車のランプが片側の

み点灯しているとき

•先行車または対向車が二輪車のとき

•道路の状況（勾配やカーブ、路面状況な

ど）

•乗車人数や荷物の量

AHB は車両前方のランプの明るさなどで

周囲の状況を認識するため、ハイビーム

とロービームが運転者の感覚に合わず切
り換わる場合があります。

自転車などの軽車両は検知しない場合が

あります。

アドバイス



オートマチックハイビーム [AHB]

4-100 運転するときは

4

J10354500026

次のいずれかの操作をすると、AHB が

OFF になります。

AHB が制御中のとき

•AHB スイッチを押す

•ライトスイッチを 位置にする

•ライトスイッチを車両前方に押す

（手動でハイビームに切り換え）

•ライトスイッチを車両後方に引く

（手動でロービームに切り換え）
AHB が制御していないとき

•AHB スイッチを押す

•ライトスイッチを 位置にする

•ライトスイッチを車両前方に押す

（手動でハイビームに切り換え）

J10354600027

フロントガラスが汚れたときや、炎天下
や極寒の環境などで、カメラの検知性能
が低下したと判断したときは、AHB は一

時的に機能を停止します。
作動できる状態になると、AHB は自動的

に再開します。

AHB が正しく作動しなかったり、AHB 作

動中メーター内にAHB表示灯が点灯しな

いときは、AHB が故障している可能性が

ありますので、三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。

J10358800027

フロントガラス上部にカメラが装備さ
れ、AHB で使用しています。

→「カメラおよびセンサーの取り扱い」
P.4-82

次の状況では、周囲の明るさが正確に検

知されず、ハイビームが先行車や対向車
の迷惑になる場合や、ロービームが継続

する場合があります。このような場合は、
手動でハイビームとロービームを切り換

えてください。

•悪天候のとき（大雨、霧、雪、砂嵐など）

•フロントガラスが汚れているときや、

曇っているとき

•フロントガラスにひび割れや破損があ

るとき

•カメラが変形しているときや、汚れてい

るとき

•周囲にヘッドライトや尾灯などに似た

光があるとき

•先行車または対向車のランプが無灯火

のときや、ランプに汚れや変色があった

り光軸がずれているとき

•急激な明るさの変化が連続するとき

•起状や段差が多い道路を走行している

とき

•カーブが多い道路を走行しているとき

•車両前方に標識やミラーのように光を

強く反射する物があるとき

•先行車または対向車のランプが他の光

と混在しているとき

•コンテナなど、先行車の後部が光を強く

反射するとき

•自車のヘッドライトが破損または汚れ

ているとき

アドバイス
•パンクやけん引などにより車両が傾い

ているとき

•警告が表示されているとき

→「警告表示」P.4-53
使用環境を良い状態に保つために、次の

ことを守ってください。

•フロントガラスは、いつもきれいにして

おく

•カメラに強い衝撃や力を加えない、ま

た、分解しない

•カメラ前のフロントガラスにシールな

どを貼らない

•フロントワイパーを交換する場合は、三

菱自動車純正品を使用する

事故などでカメラが故障している場合

は、三菱自動車販売会社で点検を受けて

ください。

AHB を OFF にする方法 

アドバイス

システムに異常があるとき 

カメラの取り扱い 



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

運転するときは 4-101

4
J10355900030

BSW: Blind Spot Warning
LCA: Lane Change Assist

後側方車両検知警報システム（レーン
チェンジアシスト機能付）[BSW/LCA] は、

自車の斜め後ろを走行する車両および隣
接車線の後方から自車に接近している車
両の存在を知らせることによって、車線
変更時の後方確認を援助するシステムで
す。

リヤバンパーの内側に 2 つのセンサーが

あり、隣接車線の車両を検知します。

J10356000038

センサーは、自車両の左右にある検知範
囲内にいる車両を検知します。

センサーが検知できる範囲を図に示しま
す。
A：約 0.5m
B：約 1.0m
C：約 3.0m
D：約 6.0m

後側方車両検知警報システ
ム（レーンチェンジアシス
ト機能付）[BSW/LCA] 

センサー

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。BSW/LCA は、ドアミラーによる周囲

の検知を代わりに行ったり、車両や障害

物との接触を防ぐ機能ではありません。
車線変更を行うときは、機能に頼った確

認をせず、必ずドアミラーおよびルーム
ミラーで側方および後方の安全を確認し

てください。

BSW/LCA を過信しないでください。本シ

ステムの作動は、走行状態、道路環境、ハ
ンドル、アクセル、ブレーキなどの操作

など、様々な条件によってその効果は変
化し、常に同じ性能が発揮できるわけで

はありません。

車両検知範囲 

注意
センサーは次のような障害物は検知しま

せん。

•歩行者、自転車、動物など

•対向車

次のようなときは、BSW/LCA が作動しな

い、または作動が遅れることがあります。

•背の低い車両や、オートバイなどの幅の

狭い車両

•停車状態から検知範囲に居続ける車両

•合流や車線変更で自車両の横にほぼ同

じ速度で移動してきた車両

•後方から速い速度で接近してくる車両

•自車両が速い速度で追い越した車両

センサーの検知範囲は標準的な車線幅の

道路に合わせて設計しています。した
がって、幅の広い車線を走行している場

合は、隣の車線にいる車両を検知できな

かったり、幅の狭い車線を走行している
場合は、2 つ隣の車両を検知したりする

ことがあります。



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

4-102 運転するときは

4

J10356100039

BSW/LCAは車速約10km/h 以上で作動し

ます。
自車の斜め後ろを走行している車両をセ
ンサーが検知すると、ドアミラー鏡面に
ある警告灯が点灯します。

この状態で警告灯が点灯している側に方
向指示レバーを操作すると、警告灯が点
滅すると同時にブザーが 2 回鳴り運転者

に危険を知らせます。
また、隣接車線の後方から、自車に接近
している車両をセンサーが検知したとき
にも、同様に運転者に危険を知らせます。
（レーンチェンジアシスト機能 [LCA]）
ドアミラー鏡面の表示灯はエンジンス
イッチの電源モードを ON にすると点灯

し、数秒後に消灯します。
ドアミラー鏡面の表示灯の明るさは車両
周囲の明るさによって切り換わります。

J10356200027

後方から車両が接近してくる状況によ
り、ドアミラー鏡面にある警告灯が換わ
ります。

後方から車両が接近してくる場合、その
車両が検知範囲内に入るとドアミラー鏡
面にある表示灯が点灯します。

車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示レバーを操作すると警報
音（ブザー）が鳴ると同時に、ドアミラー
鏡面にある表示灯が点滅します。

センサーは静止している障害物を検知し

ないよう設計されていますが状況によっ
ては、ガードレール、壁、植物、駐車さ

れた車両などを検知してしまうことがあ
ります。

悪天候（雨、雪、霧など）や水、雪、砂

などの巻き上げが発生して視界が悪いと

きは隣の車線の車両を検知できないこと
があります。

外部の騒音などにより、警報音（ブザー）

が聞こえない場合があります。

BSW/LCA の作動 

注意

警告灯の作動状況 

警告灯点灯：
警告灯消灯：
警告灯点滅：

後方から車両が接近してくると
き 



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

運転するときは 4-103

4

他の車両を追い越すとき、追い越される
車両が検知範囲内に約 2 秒以上とどまる

とドアミラー鏡面の表示灯が点灯しま
す。

車両を検知し表示灯が点灯しているとき
に、検知している側に方向指示レバーを
操作すると警報音（ブザー）が鳴るとと
もに、ドアミラー鏡面にある表示灯が点
滅します。

車線変更などで車両が接近してきたとき
は、検知範囲内に入るとドアミラー鏡面
の表示灯が点灯します。

車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示レバーを操作すると警報
音（ブザー）が鳴るとともに、ドアミラー
鏡面の表示灯が点滅します。

注意
自車より極端に速い速度で接近してくる

車両は検知できないことがあります。車

線変更を行うときは、必ずドアミラーお
よびルームミラーを確認して、周囲の安

全に注意してください。

アドバイス
後側方車両が検知範囲内に侵入する前

に、自車が方向指示レバーを操作してい

る場合は、ドアミラー鏡面の表示灯は点
灯しますが、警報は鳴りません。

他の車両を追い越すとき 

アドバイス
複数の車両を連続して追い越すとき、追

い越す車両の車間距離が短い場合は、1 台

目の車両以外が検出されないことがあり

ます。

速度の遅い車両を素早く追い越したとき

はシステムが検知しません。

他の車線から車両が接近してき
たとき 



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

4-104 運転するときは

4

J10356300031

インフォメーション画面より BSW/LCA
の ON/OFF を切り換えることができま

す。ON/OFF を切り換えるには、次の手

順を行ってください。

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「後側方
車両検知」を選びダイヤルスイッチを
押します。

4.ダイヤルスイッチを回して、「後側方
車両検知警報」を選びダイヤルスイッ
チを押します。

5. BSW/LCA 設定画面が表示されるの

で、ダイヤルスイッチを回して、「ON」

または「OFF」を選択します。

ダイヤルスイッチを押すことで、
BSW/LCAのON/OFFを切り換えるこ

とができます。

J10356400032

次の場合はブザーが鳴ると同時に、イン
フォメーション画面に「サイドレーダー
及びその周辺が汚れています　拭いてく
ださい」と警告が表示され、一時的にシ
ステムが停止します。

センサー周辺のバンパー表面が汚れ

ているとき
センサー周辺のバンパー表面に雨、

雪、氷などが付着しているとき

上記の状態が解消されるまで、システム
は作動しません。

アドバイス
自車とほぼ同じ速度で走行する車両が車

線変更してきた場合、検出できないこと

があります。

後側方車両が検知範囲内に侵入する前

に、自車が方向指示レバーを操作してい

る場合は、ドアミラー鏡面の表示灯は点
灯しますが、警報は鳴りません。

BSW/LCAをON/OFFするとき
は 

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードをOFFに

してもシステムの作動状態（ON または

OFF）を記憶しています。

システムが一時的に作動しな
いときは 



後側方車両検知警報システム（レーンチェンジアシスト機能付）[BSW/LCA]

運転するときは 4-105

4システムが停止した状態が解消された
ら、自動的に作動を再開します。
三菱自動車純正トレーラーヒッチハーネ
スを使用してトレーラーをけん引してい
るときは、BSW/LCA システムは自動的に

停止します。

J10356500033

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に BSW/LCA 表示および

警告メッセージが表示され、BSW/LCA 機

能は自動的に停止します。

BSW/LCA 表示

BSW/LCA 表示が表示されたときは、次の

方法で処置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

再びBSW/LCA表示が表示される場合は、

三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

J10356600047

BSW/LCAはリヤバンパーの内側にある2
つのセンサーを使用しています。セン
サー周辺のバンパー表面は常にきれいに
してください。
次のシステムで使用されます。

後退時交差車両検知警報システム
[RCTA] 

システムを正常に作動させるため、次

のことをお守りください。
•センサー周辺のバンパー表面をいつ

もきれいにしておく
•センサーやその周辺に強い力や衝撃

を与えない
•センサーやその周辺のバンパーにス

テッカーを貼り付けない
•センサーやその周辺のバンパーを塗

装しない
•センサーやその周辺に金属製のアク

セサリーなどを取り付けない
•センサーやその周辺を改造しない

バンパーをぶつけたときは、センサーの
損傷によってシステムが正しく機能しな
くなることがありますので、三菱自動車
販売会社で点検を受けてください。

アドバイス
BSW/LCA が機能停止すると、後退時交差

車両検知警報システム[RCTA]も機能を停

止します。

システムに異常があるときは 

アドバイス
BSW/LCA が機能停止すると、RCTA も機

能を停止します。

センサーの取り扱い 

センサー



後退時交差車両検知警報システム [RCTA]

4-106 運転するときは

4

J10349100024

RCTA: Rear Cross Traffic Alert

後退時交差車両検知警報システム[RCTA]
は、後退時に後方を横切ろうとする車両
に衝突するおそれがあるとき、警報と表
示によって注意を促します。

リヤバンパーの内側に 2 つのセンサーが

あり、後方を横切ろうとする車両を検知
します。センサーは、約 20m 先から近づ

いてくる車両を検知します。
後退時交差車両検知警報シ
ステム [RCTA] 警告

安全運転を行う責任は運転者にありま

す。RCTA は、運転者の代わりに周囲を

確認したり、車両と障害物との接触を防

いだりする機能ではありません。駐車ス
ペースから後退するときは、機能に頼ら

ず、必ず運転者自身で周囲の安全を確認

してください。

注意
後退する前に、必ず目視で周囲の状況を

確認してください。センサーは接近して

いる（動いている）車両を検知します。次
のようなものは検知できないことがあり

ます。

センサー •歩行者、自転車、動物など

•約 30km/h 以上の速度で通過する車両

•約 8km/h 以下の速度で通過する車両

次のような状況では、センサーが接近す

る車両を検知できないことがあります。

•隣に駐車している車両などが、センサー

の検出エリアを妨げているとき

•駐車枠線が斜めに引かれた駐車場に駐

車しているとき

注意



後退時交差車両検知警報システム [RCTA]

運転するときは 4-107

4

J10349200038

RCTA はセレクターレバーが の位置の

とき、車速約 12km/h 以下で作動します。

後方を横切ろうとする車両をセンサーが
検知すると、警報音（ブザー）とともに、
ドアミラー鏡面にある警告灯が点滅し、
スマートフォン連携ナビゲーション画面
の黄枠表示で警告します。
ドアミラー鏡面の表示灯はエンジンス
イッチの電源モードを ON にすると点灯

し、数秒後に消灯します。

•傾斜した地面に駐車しているとき

•回り込むようにして自車両後方へ車両

が接近してきたとき

•接近してきた車両の向きが、自車両の向

きと同じまたはそれに近いとき

•悪天候（雨、雪、霧など）のとき

注意
•水しぶきが上がっているとき

•雪や氷、泥などがセンサー周辺に付着し

ているとき

•センサー周辺にステッカー（透明なス

テッカーを含む）を貼り付けたとき

•センサー周辺に金属類を取り付けたと

き

•センサー周辺に純正品以外のアクセサ

リーを取り付けたとき

•センサー周辺を追加塗装したとき

センサーは静止している障害物を検知し

ないように設計されていますが状況に

よっては、ガードレール、壁、駐車され

た車両などを検知することがあります

外部の騒音などにより、警報音（ブザー）

が聞こえない場合があります。

アドバイス
複数の車両が連続して後方を通過する場

合や、最初に検知した車両と逆方向から

車両が接近してきた場合は、2 台目以降

に対して警報が作動しない場合がありま

す。

注意

RCTA の作動 

アドバイス



後退時交差車両検知警報システム [RCTA]

4-108 運転するときは

4

ドアミラー鏡面の表示灯の明るさは車両
周囲の明るさによって切り換わります。

J10349300026

インフォメーション画面より RCTA の

ON/OFF を切り換えることができます。

ON/OFF を切り換えるには、次の手順を

行ってください。

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「後退時
交差車両検知警報システム」を選びダ
イヤルスイッチを押します。

4. RCTA 設定画面が表示されるので、ダ

イヤルスイッチを回して、「ON」また

は「OFF」を選択します。

ダイヤルスイッチを押すことで、
RCTAのON/OFFを切り換えることが

できます。

J10349400030

次の場合はブザーが鳴ると同時に、イン
フォメーション画面に「サイドレーダー
及びその周辺が汚れています　拭いてく
ださい」と警告が表示され、一時的にシ
ステムが停止します。

センサー周辺のバンパー表面が汚れ

ているとき
センサー周辺のバンパー表面に雨、

雪、氷などが付着しているとき

上記の状態が解消されるまで、システム
は作動しません。RCTA を ON/OFF するときは 

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードをOFFに

してもシステムの作動状態（ON または

OFF）を記憶しています。

システムが一時的に作動しな
いとき 



ふらつき警報 [DAA]

運転するときは 4-109

4
システムが停止した状態が解消された
ら、自動的に作動を再開します。
三菱自動車純正トレーラーヒッチハーネ
スを使用してトレーラーをけん引してい
るときは、RCTA システムを自動的に停

止します。

J10349500031

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に BSW/LCA 表示および

警告メッセージが表示され、RCTA 機能

は自動的に停止します。

BSW/LCA 表示

BSW/LCA 表示が表示されたときは、次の

方法で処置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

再びBSW/LCA表示が表示される場合は、

三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

J10349600032

RCTA はリヤバンパーの内側にある 2 つ

のセンサーを使用しています。センサー
周辺のバンパー表面は常にきれいにして
ください。

J10349700033

DAA: Driver Attention Alert

ふらつき警報 [DAA] は、ハンドル操作か

ら運転者の注意力が低下していると判断
したときに、インフォメーション画面の
表示と警報音により運転者に休憩を促し
ます。

アドバイス
後側方車両検知警報システム（レーン

チェンジアシスト機能付）[BSW/LCA] が
機能停止すると、RCTA も機能を停止し

ます。

システムに異常があるときは 

アドバイス
BSW/LCA が機能停止すると、RCTA も機

能を停止します。

センサーの取り扱い 

ふらつき警報 [DAA] 

警告
DAA には限界がありますので、機能を過

信しないでください。

このシステムは疲労時の運転を補助する

ものではありません。疲労時の運転は重
大な事故に至る危険があるため、運転前

に十分に休憩をとり、安全運転に努めて

ください。

注意
次のような場合は、DAA の検知が遅れた

り、検知できないことがあります。

•ひどい道路状況（凹凸のある路面やポッ

トホールなど）のとき

•強い横風のとき

•コーナリングスピードが高速または急

加速をするとき

•頻繁に車線変更や車速を変えるとき

次のような場合は、DAA は検知できませ

ん。



標識認識システム [TSR]

4-110 運転するときは

4

車速約 60km/h 以上で走行中、運転者の

ハンドル操作から注意力が低下している
と判断したときに、警報音とともにイン
フォメーション画面に「休憩しません
か？」と警告メッセージを表示します。

インフォメーション画面よりDAAシステ

ムの ON/OFF を切り換えることができま

す。ON/OFF を切り換えるには、次の手

順を行ってください。

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「ふらつ
き警報」を選びダイヤルスイッチを押
します。

4. DAA 設定画面が表示されるので、ダイ

ヤルスイッチを回して、「ON」または

「OFF」を選択します。

ダイヤルスイッチを押すことで、DAA
のON/OFFを切り換えることができま

す。

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に「システム故障 取扱説

明書を見てください」が表示され、DAA
機能は自動的に停止します。
警告が表示されたときは、次の方法で処
置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

再び警告が表示される場合は、三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

J10349800034

TSR: Traffic Sign Recognition System

標識認識システム [TSR] は、ドライバー

に検知した最新の標識情報（最高速度）を

•車速が約 60km/h 未満のとき

•システムが検知できないほど軽微な不

注意のとき

•物を落としたときなど、瞬間的なよそ見

をしたとき

DAA システムの作動 

DAA システムを ON/OFF する
ときは 

注意 アドバイス
DAA システムを OFF にしても、エンジン

スイッチの電源モードを OFF から ON に

すると、ON に切り換わります。

システムに異常があるときは 

標識認識システム [TSR] 



標識認識システム [TSR]

運転するときは 4-111

4

提供します。標識情報はインフォメー
ション画面に表示されます。

フロントガラス上部のカメラにより標識
を検知します。

警告
 TSR は、運転者の安全運転をサポートす

る機能です。TSR には限界があり、状況

によっては標識を検知できなかったり、
実際とは異なる標識を表示したりする場

合があります。

運転の際は、必ず運転者の責任で実際の

標識を確認してください。

注意
次のような場合は、TSR が正しく機能し

ないことがあります。

カメラ

•カメラ前方のフロントガラスに汚れ、油

膜、水滴、氷、雪、虫汚れなどが付着し
カメラの視界がさえぎられているとき

•夜間やトンネル内などでヘッドライト

を点灯していない、あるいはヘッドライ
トのレンズが極端に汚れているとき

•前方から強い光（太陽光や対向車両のハ

イビームなど）を受けているとき

•トンネルの出入り口や日陰など、急に明

るさの変化が起こったとき

•隣を走る車で視界がさえぎられている

とき

•夜間で標識に自車のヘッドライトの光

が届きにくい位置にあるとき

•カメラ前方のフロントガラスが曇って

いるとき

•前方車両から反射した強い光（太陽光な

ど）を受けているとき

•悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹雪

など）で視界が悪いとき

•前方の車両や対向車などにより水、雪、

砂などの巻き上げが発生しているとき

•勾配の変化があるところを走行してい

るとき

•未舗装路など凹凸のある路面を走行し

ているとき

•標識が曲がり角やカーブの先にあると

き

•標識の周辺が煩雑で標識を認識しにく

いとき

注意
•標識が自車から遠く離れた位置にある

とき

•標識が色あせたり、折れ曲がっていると

き

•標識が破損しているなど形状が変わっ

てしまっているとき

•標識が泥、雪、または霜などで覆われた

とき

•標識の一部が樹木や汚れなどによって

隠れて不明瞭なとき

•標識に光（街灯など）や影が映り込んで

いるとき

•標識が大きすぎたり、小さすぎたりする

とき

•標識が低すぎたり、高すぎたりするとき

•標識が明るすぎたり、暗すぎたりしたと

き

•カメラの向きがずれているとき

起動してから約15秒間は標識を検知しま

せん。

次のような場合は、標識の検知が適正に

行えず、実際の規制内容とは異なるもの
を表示したり、実際には対象となる標識

がないのに表示したりすることがありま
す。

•数字が認識しにくい標識（数字が消えか

かっているなど）

•検知対象となる標識の色、形に似たもの

が周辺にある場合（類似の標識、電光掲
示板、看板、のぼり旗、構造物など）

注意



標識認識システム [TSR]

4-112 運転するときは

4

J10349900035

検知した最高速度標識を次のように表示
します。

次の場合は、最高速度標識の表示が切

り換わります。
•表示中の最高速度と異なる最高速度

標識を検知したとき
次の場合は、最高速度標識の表示を終

了し “---” が表示されます。

•最高速度標識を検知し、車両がその

標識を通過してから一定の距離を走
行したとき
•右左折などで走行している路線が変

わったとシステムが判断したとき
カメラが最低速度標識を検知しても、

インフォメーション画面に表示しな
いよう設計されていますが、状況に
よっては、最高速度として、インフォ
メーション画面に表示されることが
あります。

•自車の路線に対しての標識ではないが、

自車の路線付近にあり、その標識が自車
の路線に向いている場合（本線から分岐

する側道の最高速度標識など）

•コントラストが低い電光標識

•数字が認識しにくい電光標識（遠く離れ

た位置にある標識、3 桁の標識など）

•標識の近傍に補助標識（区間の始まり、

終わり、曜日、時間）があるとき

•工事などの通行規制区間に標識がある

とき

車両前方に交通標識がない場合でも、

TSR システムに交通標識を表示する場合

があります。

標識の近傍にある補助標識は検知しない

ため、実際の規制内容と異なる表示をす

る場合があります。必ず運転者の責任で
実際の標識を確認してください。

注意

側道を走行する車

両への最高速度標
識

自車が走行し

ていない側道

自車が走行し

ている車線

アドバイス
システムを正しく作動させるためにカメ

ラ前方のフロントガラスはいつもきれい
にしておいてください。

外部の騒音などにより、警報音（ブザー）

が聞こえない場合があります。

TSR の作動 

注意
最新に検知された

最高速度

最高速度情報なし



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

運転するときは 4-113

4

J10350100024

インフォメーション画面よりTSRシステ

ムの ON/OFF を切り換えることができま

す。ON/OFF を切り換えるには、次の手

順を行ってください。

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「道路標
識」を選びダイヤルスイッチを押しま
す。

4. TSR 設定画面が表示されるので、ダイ

ヤルスイッチを回して、「ON」または

「OFF」を選択します。

5.ダイヤルスイッチを押すことで、TSR
のON/OFFを切り換えることができま

す。

J10350200025

炎天下に駐車したときなど、車両が高温
状況のときは、インフォメーション画面
に警告が表示され、一時的に作動が停止
します。
室内の温度が下がると、自動的に作動を
再開します。

J10350300026

システムに異常があるときは、インフォ
メーション画面に「システム故障 取扱説

明書を見てください」が表示され、TSR
機能は自動的に停止します。

警告が表示されたときは、次の方法で処
置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

再び警告が表示される場合は、三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

J10350400027

フロントガラス上部にカメラが装備さ
れ、TSR で使用しています。

→「カメラおよびセンサーの取り扱い」
P.4-82

J10326500063

パーキングセンサーは車両が障害物に近
づくと、ブザー音で運転者に知らせる装
置です。また、「センサー自動表示」の設
定が ON のとき、インフォメーション画

面は自動的にパーキングセンサービュー
に切り換わります。

TSR を ON/OFF するときは 

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードをOFFに

してもシステムの作動状態（ON または

OFF）を記憶しています。

システムが一時的に作動しな
いときは 

システムに異常があるときは 

カメラの取り扱い 

パーキングセンサー（フロ
ント／リヤ） 



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

4-114 運転するときは

4

センサーおよびセンサー周辺をぶつけた
ときは、パーキングセンサーが正しく機
能しなくなります。また、センサーやそ
の周辺に雨、氷、雪または泥などが付着
していると、メーターに警告を表示しま
す。
→「インフォメーション画面表示」P.4-53

J10350500044

システムは障害物を検知したときに、セ
ンサー表示とブザーで警告します。

セレクターレバーを にすると前方

の障害物との状況を表示します。

セレクターレバーを にすると前後

方の障害物との状況を表示します。

システムは 10km/h 以下のときに作動し

ます。
障害物はフロントバンパーとリヤバン
パーに各 4 箇所ずつ装備されたセンサー

で検知され、その障害物との距離が変化
しないときは、数秒後にブザーが止まり
ます。また、障害物が車両から離れたと
きもブザーが止まります。
フロント / リヤセンターセンサーは、第

一段階の警報で緑色の点滅表示をしま
す。このとき、ブザーが断続的に鳴りま
す。
第二段階の警報では緑色の点滅表示と断
続音の間隔が少し短くなります。コー
ナーセンサーの警告は第二段階から始ま
ります。

警告
パーキングセンサーは車と障害物とのお

およその距離の確認を補助する装置で

す。
感知できる範囲および物体は限られてい

ます。障害物によっては、正確に感知し
ないことがありますので、過信せずパー

キングセンサーが付いていない場合と同

じように慎重に運転してください。

必ず自分の目で周囲の安全を確認してく

ださい。パーキングセンサーだけを頼り

に運転しないでください。

バンパーにへこみなどがあると正確な距

離が測定できず、誤検知する場合があり

ます。

適正なタイヤの空気圧を維持してくださ

い。誤作動の原因になります。また、タ
イヤサイズの違いにより正常に作動でき

ない場合があります。

純正以外の部品を取り付けたとき、正常

に作動できない場合があります。

パーキングセンサーの作動 

コーナー
センサー

フロントセンターセンサー

コーナー
センサー

コーナー
センサー

フロントセンターセンサー

コーナー
センサー

コーナー

センサー

リヤセンターセンサー

コーナー
センサー



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

運転するときは 4-115

4

さらに障害物に近づくと表示は黄色とな
り、点滅と断続音の間隔が短くなります。
障害物との距離が非常に近くなると表示
は赤色の点灯に変わり、ブザーは連続音
になります。
障害物との距離が遠ざかった場合はブ
ザーが止まり、センサー表示のみとなり
ます。障害物を検知しているときは、ス
テアリングのダイヤルスイッチで警告音
を OFF にすることができます。

システムが障害物を検知したとき、ス
マートフォン連携ナビゲーションの画面
にもセンサー表示が出ます。

注意
気温や天候、路面状態などの周囲の状況

や、障害物の大きさ、形状によってはパー
キングセンサーが検知できないことがあ

ります。また、音波を吸収しやすいもの
にも、パーキングセンサーが検知できな

いことがあります。必ず周囲を確認して

運転をしてください。

次のような障害物には作動しません。

•背の低い障害物

•幅の狭い障害物

•針金、金網、ロープなどの細い障害物

•パーキングセンサーに非常に近い障害

物

•急に進行方向に現れた障害物

次のような障害物は検知しないことや作

動が遅れることがあります。

•地面から高い位置に存在する障害物

•スポンジ状のものや雪など表面が柔ら

かく音波を吸収しやすい障害物

パーキングセンサーは次のような場合は

検知しない、もしくは正しく検知できな
い場合があります。

•雨、雪、氷、汚れなどがパーキングセン

サーに付着しているとき

•障害物の面が車両の前面、または後面に

対して斜めのとき

•リヤゲートを開けたまま走行している

とき

•周囲に草が生い茂っているとき

•車両側面の近くに壁があるとき

•路面上に段差や突起物があるとき

•垂れ下がった旗、ビニールカーテンなど

をくぐって走行するとき

•車両周辺に雪のかたまりがあるとき

•周囲で大きな音が鳴っているとき

•車両感応センサーやホーン、他車のパー

キングセンサー、オートバイの排気音な

ど超音波を発生するものが付近に存在

するとき

•炎天下や寒冷時

•表面が一様でない障害物（複数の障害物

が積載されて凹凸に形状を成している

場合）

•急な坂道があるとき

•縁石などがあるとき

•タイヤ止めブロックがあるとき

•障害物の周辺が雪、泥、草などで覆われ

ているとき

外部の騒音などにより、警報音（ブザー）

が聞こえない場合があります。

センサー部が凍結したときは異常表示が

出たり、壁などの障害物があってもパー

キングセンサーが検知しないことがあり
ます。（氷が解ければ、自動的に作動を再

開します）

センサーまたはその周辺にステッカー

（透明なものを含む）を貼ったり、純正品
以外のアクセサリーなどを取り付けたり

しないでください。

注意



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

4-116 運転するときは

4

J10350600029

エンジンスイッチの電源モードが ON の

とき、セレクターレバーを または に
入れると、システムは自動的に作動しま
す。
パーキングセンサーシステムを設定する
には、次の手順を行ってください。

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「パーキ
ングセンサー」を選びダイヤルスイッ
チを押します。

4.ダイヤルスイッチを回して、「セン
サー自動表示」を選びダイヤルスイッ
チを押します。

5.ダイヤルスイッチで次の項目を選択
し、機能の設定を変更することができ
ます。

移動物検知

移動物検知機能 [MOD] の ON/OFF を

設定します。
→「移動物検知機能 [MOD]」P.4-131

センサー自動表示

障害物に近づいたときの、割り込み表
示の ON/OFF を設定します。

前方センサー

フロントセンサーのON/OFFを設定し

ます。
後方センサー

リヤセンサーの ON/OFF を設定しま

す。
センサー検知距離

センサー感度を、遠、中、近から選択
します。
障害物をより遠い状態から検知させ
たいときは、センサー感度を「遠」に
設定します。

センサー音量

センサーの音量を、大、中、小から選
択します。

J10350700020

パーキングセンサー作動中にステア

リングのダイヤルスイッチや ス
イッチを押すと、パーキングセンサー
を一時停止することができます。

後席や荷台に極端に重い荷物を積んでい

るときなど車体後部が下がっているとき
は、パーキングセンサーは路面上の段差

などに作動して、警告をする場合があり
ます。

アドバイス
システムを正しく作動させるためにパー

キングセンサーはいつもきれいにしてお

いてください。

パーキングセンサーの設定 

注意

パーキングセンサーを一時停
止する 



パーキングセンサー（フロント／リヤ）

運転するときは 4-117

4

以下の状態のときシステムは自動的

に作動を再開します。

•セレクターレバーを に入れたとき

•約 10km/h 以上で走行したとき

J10350800021

パーキングセンサーに異物が付着して検
知機能が低下すると、システムは自動的
に停止します。
異物を取り除くと、システムは復帰しま
す。
パーキングセンサーが、水滴、霧やもや
によって遮断され一時的に作動しない場
合があります。また、氷、霜またはほこ
りが付着して検知機能が低下する場合も
あります。

システムが停止した状態が解消された
ら、自動的に作動を再開します。
三菱自動車純正トレーラーヒッチハーネ
スを装着してトレーラーをけん引すると
きは、パーキングセンサーは自動で OFF
になります。

J10350900035

フロントバンパーおよびリヤバンパーに
各 4 箇所ずつセンサーが装備されます。

システムの正しい作動のため、次のこと
をお守りください。取り扱いを誤ると、シ

ステムが正しく作動せず、重大な事故に
つながるおそれがあります。

センサーまたはその周辺はいつもき

れいにしておいてください。
汚れているときは、柔らかい布で傷つ

けないように注意して拭き取ってく
ださい。強い力で乾拭きしないでくだ
さい。

水しぶき、霧やもやなど周囲の状況に

よってセンサーが遮断される場合が
あります。また、氷、水滴、霜や泥な
どが付着してセンサーが遮断される
場合もあります。センサーを遮断して
いるものが無いかセンサー周りを確
認し、付着している場合は取り除いて
ください。

高圧式スプレーガンやスチームク

リーナーで清掃するときは、センサー
から十分に離して使用してください。
センサーを損傷するおそれがありま
す。

センサーまたはその周辺にステッ

カー（透明なものを含む）を貼ったり、
純正品以外のアクセサリーなどを取
り付けたりしないでください。故障、
誤作動の原因になります。

センサーまたはその周辺に強い衝撃

を与えないでください。またセンサー
の取り外し、分解などをしないでくだ
さい。故障、誤作動の原因になります。

システムが一時的に作動しな
いときは 

パーキングセンサーの取り扱
い 

センサー

センサー



マルチアラウンドモニター

4-118 運転するときは

4

事故などでセンサーの取り付け部が破
損、変形した場合は、三菱自動車販売会
社にご相談ください。

J10327000094

マルチアラウンドモニターは「ノーズ
ビューカメラ」、「サイドビューカメラ（左
右）」および「リヤビューカメラ」の 4 つ

のカメラの映像を組み合わせて、スマー
トフォン連携ナビゲーションに映像を表
示させる装置です。
駐車スペースへの駐車時や縦列駐車時に
運転者を補助します。

カメラは次の位置に内蔵されています。

マルチアラウンドモニター 

注意
マルチアラウンドモニターは、車両周囲

の安全を確認するための補助装置です。

映像を表示できる範囲は限られています

ので過信せず、マルチアラウンドモニ
ターが付いていない場合と同じように慎

重な運転を心がけてください。

必ず自分の目で周囲の安全を確認してく

ださい。特に車両の四隅はマルチアラウ

ンドモニターに障害物が映らない死角に

なります。
マルチアラウンドモニターだけを頼りに

運転しないでください。

ドアミラーを格納した状態およびドアや

リヤゲートを開いた状態では使用しない

でください。適切な範囲を表示すること

ができません。

アドバイス
パーキングセンサー付き車は、ブザー音

とともにバードアイビュー、サイド
ビュー表示で障害物までの位置やおおよ

その距離を知らせる機能があります。
詳しくは「パーキングセンサー（フロン

ト／リヤ）」をお読みください。→ パーキ

ングセンサー（フロント／リヤ）P.4-113

カメラの取り付け位置 

A- リヤビューカメラ
B- ノーズビューカメラ
C- サイドビューカメラ（左右）

警告
カメラの取り付け位置周辺に作動を妨げ

る物を取り付けないでください。



マルチアラウンドモニター

運転するときは 4-119

4

J10327100082

カメラが映像を表示できる範囲は図の範囲に限られています。また、前後バンパーの両端周辺および下部などは表示できませんの
で、必ず周囲の安全を確認しながら運転してください。

画面に表示できる範囲 

カメラの表示範囲 

サイドビューカメラ（右）

ノーズビューカメラ

ノーズビューカメラ

サイドビューカメラ（左） リヤビューカメラ

サイドビューカメラ



マルチアラウンドモニター

4-120 運転するときは

4

J10327200096

左側画面と右側画面で構成して表示しま
す。

車両周囲および車両後方の映像を表示し
ます。

助手席側車両側方および車両後方の映像
を表示します。

車両周囲および車両前方の映像を表示し
ます。

助手席側車両側方および車両前方の映像
を表示します。

車両前方または車両後方の映像を全画面
で表示します。

画面に表示できる映像の種類 

バードアイビュー／リヤビュー
表示 

サイドビュー／リヤビュー表示 

バ ー ド ア イ ビ ュ ー ／ ノ ー ズ
ビュー表示 

サイドビュー／ノーズビュー表
示 

ノーズワイドビュー／リヤワイ
ドビュー表示 



マルチアラウンドモニター

運転するときは 4-121

4

ノーズワイドビュー表示

リヤワイドビュー表示

J10327300097

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときに使用できます。

セレクターレバーを に入れると、ス
マートフォン連携ナビゲーションの画面
にバードアイビュー／リヤビューが表示
されます。

セレクターレバーを 以外の位置にする
と、表示は消えます。

注意
カメラは特殊レンズを使用しているた

め、画面の映像は実際と距離感覚が異な

りますので注意してください。

アドバイス
カメラは特殊なレンズを使用しているた

め、駐車場などの区画線は、画面内では
平行に見えないことがあります。

次のような場合、画面が見づらくなるこ

とがありますが異常ではありません。

•暗いところ（夜間）

•太陽やヘッドランプの光が直接カメラ

のレンズに入ったとき

•蛍光灯の光が直接カメラのレンズに

入ったとき

カメラが高温になった場合、映像の映り

が悪くなることがありますが、異常では

ありません。

カメラが熱いとき、雨や洗車などでレン

ズ付近の温度が低くなるとレンズが曇る

ことがありますが、故障ではありません。

外気温が極端に高いときまたは低いとき

は、映像の映りが明瞭でない場合があり

ますが、故障ではありません。

無線機などの通信機器がカメラの近くに

取り付けられていると、電波の影響でシ
ステムが停止する場合がありますが、故

障ではありません。

カメラのレンズが汚れていると、障害物

が十分に確認できません。水滴、雪、泥
または油汚れなどが付着したときは、レ

ンズを傷つけないようにていねいに拭き
取ってください。

カメラの故障の原因となりますので、次

のことをお守りください。

•衝撃を与えない

•ワックスを付着させない

•熱湯をかけない

•高圧洗車機などの水をかけない

•カメラを外したり分解したりしない

•レンズ表面をひっかかない

使い方 

セレクターレバーでの操作 

アドバイス
助手席側の表示画面を、カメラスイッチ

を押すことによって、サイドビュー表示

に切り換えることができます。

アドバイス



マルチアラウンドモニター

4-122 運転するときは

4

カメラスイッチを押すとバードアイ
ビュー／ノーズビューが表示されます。

カメラスイッチを押すたびに、次の通り
表示が切り換わります。

バードアイビュー／リヤビュー表示→サ

イドビュー／リヤビュー表示→リヤワイ

ドビュー表示

カメラスイッチを押すたびに、次の通り
表示が切り換わります。
バードアイビュー／ノーズビュー表示 →
サイドビュー／ノーズビュー表示→ノー

ズワイドビュー表示 →OFF

J10327400085

バードアイビュー以外の表示画面は、画
面内の線で次のことを表示しています。
目安としてお使いください。

J10351000020

距離と車幅の目安となる線と車体を示す
線（A）が画面に表示されます。

赤色の線（1）は車体の端から約 50cm
の地点を示します。

黄色の線（2）は車体の端から約 100cm
の地点を示します

緑色の線（3）は車体の端から約 200cm
の地点を示します

緑色の線（4）は車体の端から約 300cm
の地点を示します

スイッチでの操作 

アドバイス
セレクターレバーが 以外のときにカメ

ラスイッチを押してマルチアラウンドモ

ニターを表示させた後、3 分以上何も操

作しないと表示は消えます。

画面の切り換え（セレクターレ
バーが の位置にあるとき） 

カメラスイッチ

画面の切り換え（セレクターレ
バーが 以外の位置にあるとき） 

アドバイス
右側画面がノーズビュー表示のときにセ

レクターレバーを に入れると、右側画

面はリヤビュー表示に切り換わります。

セレクターレバーを 以外の位置にする

と、右側画面はノーズビュー表示に切り

換わります。

車速が約 10km/h 以上のときにスイッチ

を押すと左側画面にサイドビューのみ表

示させることができます。

ノーズビュー表示は車速が約 10km/h 以

上になると表示されなくなります。

表示の切り換わり時は、映像の表示が遅

れることがあります。

画面の見方 

注意
カメラおよびカメラの周辺をぶつけたと

きは、映像および画面内の線が正しく表
示されないことがあります。

必ず三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

カメラの映像に異常がある場合（リヤ

ビューガイド線のみの表示になるなど）

は、お近くの三菱自動車販売会社へご相
談ください。

ノーズビュー／リヤビュー表示 



マルチアラウンドモニター

運転するときは 4-123

4

車幅線（5）は後退時のおおよその車

体幅を示します
予想進路線（6）はハンドルを切った

角度のまま前進または後退したとき
の予想進路を示します。ハンドルを直
進状態にすると表示は消えます。

ノーズビュー表示

リヤビュー表示

J10327900077

自車位置や駐車スペースへの進入コース
が分かりやすい、車両を上から見たよう
な映像をマルチアラウンドモニター左側
画面に表示します。
自車 (1) は、自車位置を示しています。

バードアイビューに表示される障害物ま
での距離は、実際とは異なることがあり
ます。カメラでは撮影できない領域と
バードアイビュー境目 (2) は、黒色で表示

されます。
エンジンスイッチの電源モードを ON に

し、バードアイビューを表示すると、バー
ドアイビュー境目 (2) は、約 3 秒間黄色

で強調表示されます。
パーキングセンサー（フロント / リヤ）が

OFF のとき、検知しないコーナー部分 (3)
は赤色で表示されます。運転操作時にハ

ンドルを切った角度に合わせて予想進路
(4) を示します。

アドバイス
ノーズビューは、車速が 10km/h を超える

と表示されなくなります。

ノーズビューが表示されているときに、

中立位置から約90度の範囲内でハンドル

を切ると、予想進路線が左右に表示され
ます。約 90 度以上ハンドルを切ると、予

想進路線はハンドルを切った方向とは逆
方向にのみ表示されます。

バードアイビュー表示 

警告
ドアミラー、車両前方、車両後方に装着

されているカメラからの映像を組み合わ

せて処理した疑似的な映像のため、バー
ドアイビューは障害物を実際より遠く映

します。

囲いや車両といった高さのある障害物

は、映像の継ぎ目で位置がずれたり、表
示されないことがあります。

カメラの高さよりも上にある障害物は表

示されません。

バードアイビューの映像は、カメラの位

置が変化するとずれることがあります。

路上の線は映像の継ぎ目でずれたり、曲

がって見えたりすることがあります。ず

れは、車両から遠ざかるにつれて大きく
なります。



マルチアラウンドモニター

4-124 運転するときは

4

J10327800047

車両の左側前輪付近から前方を、マルチ
アラウンドモニター左側画面に表示しま
す。道路端への幅寄せ駐車などに便利で
す。
モニターには車幅と車両の前輪を示す目
安ラインが表示されます。

前端目安ライン(1)は、車両前部の位置

の目安を示します。
側方目安ライン(2)は、ドアミラーを含

めた車幅の目安を示します。
前端目安ラインと側方目安ラインの

延長線 (3) は、緑色の破線で表示しま

す。

J10351100021

車両の前方または後方の映像を画面幅
いっぱいに表示します。予想進路線は表
示されません。
モニターには車幅と車両からの距離を示
す目安ラインが表示されます。

赤色の線（1）は車体の端から約 50cm
の地点を示します。

黄色の線（2）は車体の端から約 100cm
の地点を示します

緑色の線（3）は車体の端から約 200cm
の地点を示します

緑色の線（4）は車体の端から約 300cm
の地点を示します

車幅線（5）は前進時または後退時の

おおよその車体幅を示します

ノーズワイドビュー表示

リヤワイドビュー表示

J10327700059

表示される距離と車幅の線は水平な路面
を基準としています。
次の場合には、画面に表示される距離を
示す線と、実際の距離に誤差が生じます。

画面に映る障害物は、実際の距離より遠
くに表示されます。
したがって、車両後部が下がっていると
きには、実際の位置よりも、障害物が遠
くに見えます。

サイドビュー表示 ノーズワイドビュー／リヤワイ
ドビュー表示 

画面表示と実際の路面との誤差 

■車両後部が乗員の体重と荷物の重
さで下がっているとき 



マルチアラウンドモニター

運転するときは 4-125

4

画面に映る障害物は、実際の距離より遠
くに表示されます。
したがって、上り坂に障害物があるとき
には、実際の位置よりも、障害物が遠く
に見えます。

画面に映る障害物は、実際の距離より近
くに表示されます。
したがって、下り坂に障害物があるとき
には、実際の位置よりも、障害物が近く
に見えます。

画面に表示される距離は、図のように実
際の距離とは異なって表示される場合が
あります。
車体幅を示す線（緑色）は立体物（トラッ
ク）に触れていないため接触しないよう
に見えますが、実際はトラックの後部が
自車の進路上に張り出しているため、接
触することがあります。

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両後方に上り坂があるとき 

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両後方に下り坂があるとき 

A: 実際の障害物
B: 画面に映る障害物

■車両の近くに立体物があるとき 



マルチアラウンドモニター

4-126 運転するときは

4

画面に表示される距離と車幅の線は、道
路などの平面物を対象にしています。
このため、張り出し部分のある立体物と
の距離感覚が実際と異なることがありま
す。
画面内の線を立体物までの距離の目安に
しないでください。

例：画面の映像では手前から B、C、A の

順に見えますが、実際には A、B が同じ

距離で、C が A、B よりも遠い距離にあ

ります。

J10351200022

■立体物に接近するとき 

予想進路線で駐車する方法 

警告
サイズが異なるタイヤを使用すると、予

想進路線が正しく表示されないことがあ
ります。

雪道や滑りやすい路面では、予想進路線

と実際の進路が異なることがあります。

バッテリーを外したときやバッテリーが

上がったときは、予想進路線が正しく表
示されないことがあります。その場合は

次の手順を行ってください。

•エンジンがかかっているときにハンド

ルを左右いっぱいに切る

•まっすぐな道を 5 分以上走行する

エンジンスイッチの電源モードが ON の

状態でハンドルを回したとき、予想進路
線が正しく表示されないことがありま

す。

1. 車両を駐車する前に駐車場が安全な
ことを目視にて確認してください。

警告



マルチアラウンドモニター

運転するときは 4-127

4
J10351300036

1.メニュースイッチ (1) を押します。

2.「設定」表示にタッチして、次に「カ
メラ」表示をタッチします。

3.「表示設定」をタッチします。
4.「明るさ」、「コントラスト」、「色合い」、
「色の濃さ」または「黒レベル」表示
をタッチします。

5.タッチスクリーン表示で「+」または

「–」キーをタッチすることによって、

選択した項目を調整します。

J10351400037

セレクターレバーが の位置にあるとき
に予想進路線の ON/OFF を切り換えるこ

とができます。ON/OFF を切り換えるに

は、次の手順を行ってください。

1.メニュースイッチ (1) を押します。

2.「設定」表示にタッチして、次に「カ
メラ」表示をタッチします。

3.「予想進路線」をタッチすることに
よって、ON/OFF を切り換えます。

セレクターレバーが の位置にあるとき
にカメラスイッチ(2)を押すことで予想進

路線を ON/OFF することもできます。

2. セレクターレバーを に入れると、
車両のリヤビューが画面 (A) に表示

されます。

3. 予想進路線 (B)が駐車場 (C)に入るよ

うに、ゆっくりとハンドルを操作し
て車両を後退させてください。

4. 予想進路線が表示されている間に、
車体幅のガイドライン (D) を駐車場

(C) と平行になるようにハンドルを

操作してください。

5. 車両が完全に駐車場に駐車できた

ら、セレクターレバーを に入れて、
パーキングブレーキをかけてくださ
い。

画面の調整 

アドバイス
車両が動いている間にマルチアラウンド

モニターの画面調整はしないでくださ
い。車両を停止し、パーキングブレーキ

を確実にかけてから行ってください。

予想進路線を ON/OFF する方
法 



マルチアラウンドモニター

4-128 運転するときは

4

特定の領域は、カメラに映し出されませ
ん。ノーズビューまたはリヤビューでは、
バンパー下側または地上面の部分は表示
されないことがあります (1)。バードアイ

ビューではカメラの映し出す範囲の境目
付近にあるもの、路面より高さのあるも
のは表示されないことがあります (2)。
次のような場合がありますが異常ではあ
りません。

画面が切り換わるときは、映像の表示

が遅れることがあります。
外気温が極端に高いか、低いときは、

映像の映りが悪くなることがありま
す。

カメラに直接強い光を当てると、映像

の映りが悪くなることがあります。
蛍光灯照明が当たると、映像にちらつ

きが出ることがあります。
マルチアラウンドモニター映像の色

味は、実際とはわずかに異なって見え
ることがあります。

暗いところや夜間時には映りが悪く

なり、色味が異なって見えることがあ
ります。

バードアイビューの各カメラの映像

に鮮明さの違いが生じることがあり
ます。

カメラにはワックスを使用しないで

ください。中性洗剤を薄めて含ませた
清潔な布でワックスを拭き取ってく
ださい。

映し出す範囲 

警告
マルチアラウンドモニターの機能には限

界があります。次のことに注意して車両

の運転をしてください。

•ドアミラーを格納した状態およびドア

やリヤゲートを開いた状態では使用し

ないでください。

•マルチアラウンドモニターに映し出さ

れる障害物までの距離は、実際とは異な
ることがあります。

•カメラはフロントグリル下部、ドアミ

ラー、リヤナンバープレート上部に装着
されています。作動を妨げるような物を

カメラ部分に取り付けないでください。

•カメラの結露やカメラの故障の原因と

なりますので、高圧洗車機などの水をか
けない

•カメラの故障の原因となりますので、カ

メラおよびその周囲に強い衝撃を与え

ないでください。



移動物検知機能 [MOD]

運転するときは 4-129

4

J10351500025

カメラに雨、雪、氷、汚れなどが付着す
ると、映像の映りが悪くなることがあり
ます。中性洗剤を薄めて含ませた布で拭
き取った後、乾いた布で拭いてください。

J10351600026

MOD：Moving Object Detection

MOD は車庫入れや駐車場からの発進時

などに自車周辺の移動物を運転者にお知
らせすることで、安全確認をサポートす
る機能です。
車両周辺に移動物があるときに、音と画
像の表示にてお知らせします。

J10351700027

MOD は次の条件で自動的に作動します：

セレクターレバーを に入れたとき

マルチアラウンドモニターを起動す

るためにカメラスイッチを押したと
き

車速が約 10km/h 以下のとき

MOD はカメラ画像が表示されていると

きに次の条件で自動的に作動します：

セレクターレバーが または の位

置にあり、車両が停止しているとき
に、移動物を検知すると MOD はバー

ドアイビュー画面が表示されます。ど
ちらかのドアが開いていると、MOD
は作動しません。またドアミラーが格
納されていると、MOD は正しく作動

しないことがあります。

セレクターレバーが の位置にあり、

車速が約 10km/h 以下のときに、移動

物を検知するとノーズビュー画面が
表示されます。

セレクターレバーが の位置にあり、

車速が約 10km/h 以下のときに、移動

物を検知するとリヤビュー画面が表
示されます。リヤゲートが開いている
と、MOD は作動しません。

MOD がサイドビュー表示の範囲に移動

物を検知していないときは、MOD アイコ

ンは表示されません。
MOD が車両の周囲で移動物を検知した

ときは、ビュー画面を黄色枠で表示し、ブ
ザーが 1 回鳴ります。移動物を検知して

いる間は、ビュー画面は黄色枠で表示し
続けます。

マルチアラウンドモニターカ
メラの取り扱い 

アドバイス
アルコール、ベンジン、シンナーなどを

使用してカメラを清掃しないでくださ

い。変色する原因になります。

モニター映像に悪影響が生じるため、カ

メラに傷をつけないよう注意してくださ

い。

移動物検知機能 [MOD] 

カメラ カメラ

警告
MOD は、車両周囲の移動物との接触を防

止する機能ではありません。車両の操作
をするときは、周囲の安全をミラーや目

視で直接確認してください。

停止している障害物は検知しません。

MOD の作動 



移動物検知機能 [MOD]

4-130 運転するときは

4
J10351800028

移動物を検知すると、バードアイビュー
画面の検知したエリア（前、後、右、左）
を黄色枠 (1) で表示します。

黄色枠 (2) は、ノーズビューとリヤビュー

の画面に表示します。
緑色の MOD アイコン (3) は、MOD シス

テムが作動しているエリアの画面に表示
されます。灰色の MOD アイコン (3) は、

MOD が作動していないエリアの画面に

表示されます。
MOD がオフになると、MOD アイコン (3)
は表示されません。

ノーズビューとバードアイビュー表示

リヤビューとバードアイビュー表示

リヤビューとサイドビュー表示

ノーズビューまたはリヤビュー表示

アドバイス
後退時交差車両感知警報システム[RCTA]
が作動してブザーが鳴ると、MOD のブ

ザーは鳴りません。

MOD の表示の種類 

MOD
MOD

MOD
MOD

警告
MOD の機能には限界があります。次のこ

とに注意して車両の運転をしてくださ
い。

•外部の騒音などにより、警報音（ブザー）

が聞こえない場合があります。

MOD



移動物検知機能 [MOD]

運転するときは 4-131

4

J10351900029

インフォメーション画面より MOD の

ON/OFF を切り換えることができます。

ON/OFF を切り換えるには、次の手順を

行ってください。

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「運転支援」を選びダイヤ
ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス
プレイ」P.4-39

3.ダイヤルスイッチを回して、「パーキ
ングセンサー」を選びダイヤルスイッ
チを押します。

4.ダイヤルスイッチを回して、「移動物
検知」を選びダイヤルスイッチを押し
ます。

5. MOD 設定画面が表示されるので、ダ

イヤルスイッチを回して、「ON」また

は「OFF」を選択します。

ダイヤルスイッチを押すことで、MOD
のON/OFFを切り換えることができま

す。

J10352000027

MOD はフロントグリル下部、ドアミ

ラー、リヤナンバープレート上部にカメ
ラを装着しています。カメラ周辺は常に
きれいにしてください。

•MOD は次のような環境や周囲の障害物

によっては正しく作動しません。

·移動物が、背景と同じ色であるとき

·点滅する光源があるとき

·太陽光や他の車両のヘッドライトなど

強い光を受けているとき

·ドアミラーが格納されているなどカメ

ラが正しい位置にないとき

·カメラにほこり、水滴、雪などが付着

しているとき

·表示中の移動物の位置が変化しないと

き

·カメラレンズ上の水滴の移動やマフ

ラーからの白い煙、動く影などを検知

することがあります。
·移動物の速度、移動方向、距離、形状

によっては正しく作動しないことがあ
ります。

·カメラの取り付け部周辺に変形や曲が

りなどの損傷を受けたままにすると、

検知範囲が変化し、MOD が正しく作動

しません。

·外気温が極端に高いときまたは低いと

きは、映像の映りが明瞭でない場合が

ありますが、故障ではありません。

アドバイス
次のいずれかの場合、MOD アイコンが緑

色から橙色に変化します。

•システムが故障したとき

警告
•MOD 関連部品が高温になったとき

（MOD アイコンは点滅）

•リヤビューカメラが異物によりふさが

れたとき（MOD アイコンは点滅）

MOD アイコンが橙色のままのときは

MOD システムの故障が考えられます。三

菱自動車販売会社で点検を受けてくださ

い。

MODをON／OFFするときは 

アドバイス

マルチアラウンドモニターカ
メラの取り扱い 



レーダークルーズコントロールシステム [ACC]

4-132 運転するときは

4

→「マルチアラウンドモニターカメラの

取り扱い」P.4-129

J10356700035

ACC: Adaptive Cruise Control system

ACC は前方車両を検出しているとき、運

転者がセットした車速を上限に約 0 ～

135km/h の範囲で、選択した車間距離を

保つように車間制御を行い走行します。
設定できる速度は 30 ～ 135km/h です。前

方車両を検出していないときには運転者
がセットした車速で走行します。

ACC には次の 2 つのモードがあります。

レーダークルーズコントロール（車間

距離制御）モード：前方車両との車間
距離制御を行い、設定車速内で走行し
ます。

クルーズコントロール（自動定速走

行）モード：車間距離制御を行わず、
一定の車速で走行します。

J10356800023

クルーズコントロールのモードを切り換
えるときは、メインスイッチを押します。
選択したモードはインフォメーション画
面で確認してください。
システムを起動した状態ではモードの切
り換えができません。その場合は、再度
メインスイッチを押してシステムを OFF
にしてからモードを選択してください。

レーダークルーズコントロール（車間距
離制御）モードにするときは、メインス
イッチを押してすぐに離します。

レーダークルーズコント
ロールシステム [ACC] 

警告
次の注意事項を守り、ACC を正しく使用

してください。思わぬ事故につながるお
それがあります。

•手離し運転を行うことはできません。運

転者は必ずハンドルを持ち、安全運転を

心がけてください。

•高速道路や自動車専用道路で使用して

ください。ACC は、高速道路や自動車

専用道路の直線や緩やかなカーブでの
使用を想定して設計されています。一般

道での使用は思わぬ事故につながるお
それがありますので、使用しないでくだ

さい。

•ACCは、脇見運転やぼんやり運転などの

前方不注意での運転操作を補助するも
のではありません。前方車両との車間距

離、車線内の位置、周囲の状況に応じて
アクセル、ブレーキ、ハンドルを操作す

るなどして、常に安全運転を心がけてく

ださい。

•ACC は、運転者の負担を軽減するシス

テムであり、追突を防止する装置ではあ

りません。

•常に制限速度を守り、制限速度以上の車

速を設定しないでください。

•停車中の車両には反応しません。料金所

や渋滞の最後尾で停車中の車両に対し

ては減速しませんので、十分注意してく
ださい。

•クルーズコントロール（自動定速走行）

モードでは、前方車両に近づいても警告

音が鳴りません。車間距離に十分に気を
つけて追突の防止を心がけてください。

•下り坂での急加速が発生すると ACC は

作動を停止することがあります。

警告 モードを切り換えるには 

レーダークルーズコントロール
（車間距離制御）モードへの切り
換え 

メインスイッチ



レーダークルーズコントロールシステム [ACC]

運転するときは 4-133

4
クルーズコントロール（自動定速走行）
モードにするときは、メインスイッチを
約 1.5 秒以上長押します。

J10356900024

ACCシステムは同じ車線上の前方車両に

追従して走行するための運転操作を支援
するシステムです。

フロントガラス上部のカメラおよびフロ
ントバンパー上部のセンサーを使用し
て、自車が走行する車線上の前方車両ま
での距離を測定します。前方車両の減速

を検知したときは、設定した車間距離を
保って追従走行をします。

J10357000048

車間距離制御モードは、センサーを使用
して前方車両との相対速度、相対距離を
測定し、前方車両に近づけば減速して設
定した車間距離を保って走行する機能で
す。
前方車両が停車したときは、前方車両に
続いて自車も停車します。交通状況によ
り、一定速度で走行できるときまたは
徐々に速度が変化するときにのみ使用す
ることができます。次のような場合、適
切な減速が行えず前方車両に接近するお
それがあります。

前方へ急な割り込みをされたとき

前方車両が急ブレーキをかけたとき

このとき、ブザーとともにインフォメー
ション画面に警告が表示され、運転者に
注意を促します。
→「接近警報」P.4-139
荷台に多くの荷物を積載している場合に
は、十分なブレーキをかけることができ
ないおそれがあるため、ACC を使用しな

いでください。
車速が約 30km/h 未満で、前方車両を検

出しなくなると、警告音が鳴りシステム
の作動を停止します。

車間距離制御モードでは、次のように制
御されます。

前方車両を検出していないときは、設

定した車速で定速走行します。設定で
きる車速範囲は約30～135km/hです。

前方車両を検出しているときは、設定

した車速を上限として、設定した車間
距離を保つように、必要に応じてブ
レーキも使用して車間制御を行い追
従走行します。前方車両が停車したと
きは、前方車両に続いて自車も停車し
ます。自車の停車を確認すると警告音
が 1 度鳴り、システムは停止します。

自車が約30km/h以上で走行中に、前方

車両が同じ車線から出て検出しなく
なると、設定した車速までゆっくりと
加速します。

クルーズコントロール（自動定速
走行）モードへの切り換え 

レーダークルーズコントロー
ル（車間距離制御）モード 

カメラ

センサー

アドバイス
正しく作動させるために、カメラおよび

センサーまわりのお手入れを行ってくだ
さい。

→「カメラおよびセンサーの取り扱い」

P.4-82

レーダークルーズコントロー
ル（車間距離制御）モードの作
動 



レーダークルーズコントロールシステム [ACC]

4-134 運転するときは

4

停車中または非常に速度が遅い車両に接
近したときは、警告や減速をしません。料
金所や渋滞の最後尾で停車中の車両に近
づくときは、車間距離に十分注意してく
ださい。

設定した速度で高速道路を走行中に、遅
い車速の前方車両に近づくと、設定した
車間距離を保つように車速を調整しま
す。前方車両が車線を変更するか高速道
路から出ると、設定車速まで加速し、そ
の車速を維持して走行します。
カーブや丘などの前方車両が検知しにく
いところを走行していると、設定した車
速を維持できないことがあります。この
ような場合は、自車の速度を調整してく
ださい。
通常、前方車両の車速に応じて加速、減
速を行い、前方車両との車間距離を維持
するように制御します。追い越しなどで
加速したいときはアクセルペダルを踏ん

で加速してください。前方車両の急ブ
レーキや割込みなどで安全な車間距離を
確保するときは、ブレーキペダルを踏ん
で調整してください。

警告
レーダークルーズコントロール機能を過

信しないでください。システムに頼った

運転はせず、常に周囲の状況を把握し安

全運転を心がけてください。操作を誤る
と重大な事故につながるおそれがありま

す。

高速道路や自動車専用道路の直線や緩や

かなカーブでの使用を想定して設計され

ています。一般道での使用は思わぬ事故

につながるおそれがありますので、使用
しないでください。

脇見運転やぼんやり運転などの前方不注

意を許容したり、雨・霧などの視界不良
を補助するものではありません。周囲の

状況に応じてブレーキペダルを踏んで減

速するなど、常に安全運転に心がけてく
ださい。

前方車両が停車したときは、前方車両に

続いて自車も停車するため、減速をしま

す。自車が停車したと確認すると警告音
が鳴り、ACC の制御を停止します。この

とき、自車が動き出さないようにブレー

キベダルを踏み込んでください。

常に周囲の状況を把握して、必要に応じ

てブレーキペダルを操作して適切な車間
距離を保持してください。ある条件下で

は車間設定や設定車速を適切に制御でき
ないことがあります。

荷台に多くの荷物を積載している場合に

は、十分なブレーキをかけることができ

ないおそれがあるため、ACC を使用しな

いでください。

次のような天候状況や道路状況によって

は前方車両を正しく検出できない場合が
あります。思わぬ事故につながるおそれ

があるので ACC を使用しないでくださ

い。

•交通量の多い道や急カーブ、曲がりく

ねった道

•頻繁な加減速が必要な交通状況

•凍結路、積雪路または未舗装路など滑り

やすい路面

•路面がうねっていたり、凹凸がある道

•急な下り坂（設定車速を超えてしまうお

それがあります。また、ブレーキが過熱

して十分な減速ができなくなるおそれ

があります。）

•頻繁に上り坂と下り坂を繰り返す、変化

が激しい道

•悪天候（雨、雪または砂嵐など）のとき

•センサーに汚れ、油膜、水滴、氷、雪な

どが付着しているとき

•前方車両や対向車などにより、水、雪、

砂などの巻き上げが発生しているとき

警告
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•荷物を積んでいない貨物トレーラーな

どに接近したとき

•他のレーダー源からの干渉を受けたと

き

•極端に重い荷物を積んでいるとき

•けん引されるとき

次のような車両は正しく検出できない場

合があります

•停車中または非常に速度が遅い車両

•歩行者または道路上の物

•同一車線の対向車

•同一車線上で左右にずれて走行してい

る二輪車

トレーラーをけん引しているときはACC
を使用しないでください。前方車両を検
出できないことがあります。

次のような状況ではACCを使用しないで

ください。

•タイヤの空気圧が適正ではないとき

•摩耗しているタイヤ、指定以外のタイヤ

を使用しているときや、タイヤチェーン
を装着しているとき

道路や交通状況によっては、前方車両以

外のものが検出され、頻繁にブレーキ制
御が発生することがあります。その場合

は ACC を使用しないでください。

下り坂で急加速が発生した場合はACCが

作動停止することがあります。

警告
ACCはフロントガラス上部のカメラを使

用しています。次の状況では前方車両を
検出できなかったり検出が遅れたりする

ことがあります。

•悪天候（雨、雪、霧、砂嵐など）のとき

•曇り、雨、雪、汚れなどがフロントガラ

スに付着しているとき

•太陽光や対向車のヘッドランプの強い

光がセンサーに入射したとき

•トンネルなどの出入口や日陰などで、明

るさが急激に変化するとき

注意
次のような状況では一時的に前方車両を

検出できなくなったり、前方車両以外の
物を検出して制御や警報が作動すること

があります。

•自車線の端を走行する二輪車や間近に

割り込んでくる先行車があるとき

警告
•カーブが連続する道路やカーブの出入

り口を走行するとき（前方車両を認識で
きない場合や隣車線の車両を認識する

場合があります）

レーダークルーズコントロール
スイッチ 

1- RES ＋スイッチ

一度設定した速度で動作させたり、
設定した車速を上げたりするとき
に使います。

注意
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ACC を ON にするにはメインスイッチを

押してすぐに離します。インフォメー
ション画面に車間設定表示と設定車速表
示が表示されスタンバイ状態になりま
す。

2- SET −スイッチ

希望する速度に設定したり、設定し
た速度を下げたりするときに使い
ます。

3- CANCEL スイッチ

設定した車速を記憶したまま ACC
の制御をキャンセルするときに使
います。

4- メインスイッチ
ACC の ON/OFF を切り換えます。

5- 車間設定スイッチ
前方車両との車間距離の設定を変
更するときに使います。
長

中

短

レーダークルーズコントロール
表示画面 

1- 前方車両表示
ACC が前方車両を認識していると

きに表示します。前方車両を検出し
なくなると消えます。

2- 設定車速表示
設定車速を表示します。

3- 車間設定表示
前方車両との車間距離設定を表示
します。

レーダークルーズコントロール
の使い方 
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設定したい車速まで加速して、SET − ス

イッチを押し下げて離すと、そのときの
車速が設定車速に設定されます。（前方車
両表示、車間設定表示、設定車速表示が
表示されます）アクセルペダルから足を
離しても、設定した車速で走行します。

道路状況に合った適切な車両速度を設定
してください。前方車両を検出していな
いときは、設定した車両速度を維持して
走行します。設定してある車両速度を表
示します。

自車の直前などに他の車線から割り込ま
れたときは、警告音とともに、前方車両
表示を点滅させて運転者に注意を促しま
す。

設定した車速を上限として、車速に応じ
た車間距離を保つように、必要に応じて
ブレーキも使用して車間制御を行い追従
走行します。

前方車両を検出しているときは、前方車
両表示が表示されます。また、設定車速
表示、車間設定表示も表示されます。

アドバイス
次のときは、SET − スイッチを押し下げ

ても、設定車速表示が約 2 秒間点滅し、

ACC の制御を開始しません。

•車速が約 30km/h 未満で前方車両を検出

していないとき

•セレクターレバーが またはスポーツ

モード以外のとき

•パーキングブレーキをかけているとき

•ブレーキペダルを踏んでいるとき

•アクティブスタビリティ＆トラクショ

ンコントロール [ASTC] が OFF のとき

•ASTC が作動したとき

•ドライブモードで、「SNOW」「MUD」

「SAND」または「GRAVEL」が選択さ

れているとき

•タイヤが空転したとき

1- 前方車両を検出しているとき
2- 前方車両を検出していないとき

アドバイス

1

2

割り込みを検出したときは

アドバイス
隣接している車線より接近する車両を検

出すると、ACC は割り込みと判断するこ

とがあります。これは事前警告で、故障
ではありません。

前方車両を検出しているときは

アドバイス
ACC によりブレーキが作動したときは、

制動灯（ブレーキランプ）が点灯します。

ACC によるブレーキ中に音が聞こえた

り、振動を感じたりすることがあります
が、ブレーキ制御によるものであり異常

ではありません。
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設定車速より走行中の車速が低い場合、
設定車速まで加速します。設定車速と走
行中の車速が同じ場合、設定車速を維持
して走行します。
前方車両を検出していないときは、前方
車両表示は表示されません。（車速制御は
維持します）

追い越しなどでアクセルペダルを踏んで
加速し、設定車速を超えると設定車速表
示が点滅します。アクセルペダルを離す
と、車速は設定車速に戻ります。

車速を設定してあっても、必要に応じて
アクセルを踏み込むことで設定車速以上
に加速することができます。

RES ＋スイッチを押し上げ続けると、

設定車速が 5km/h 間隔で上昇します。

RES ＋スイッチを一回押し上げると

設定車速が 1km/h 上昇します。

SET − スイッチを押し下げ続けると、

車速が 5km/h 間隔で減少します。

SET −スイッチを一回押し下げると設

定車速が 1km/h 減少します。

車間設定は交通状況によって、いつでも
前方車両との距離設定を選択できます。
車間設定スイッチを押すごとに設定車間
距離が「長」から「中」、「短」へ順に切
り換わり、「長」に戻ります。

前方車両を検出していないときは

アドバイス
設定車速までは機能の制御によって加速

しますが、素早く加速したいときはアク

セルペダルを踏んで加速してください。

車速が約30km/hを下回ると、ACCの制御

を停止します。

設定車速を変更するときは 

設定車速を上げるときは

設定車速を下げるときは

車間設定を変更するときは 

距離 表示

100km/h 時

のおよその
車間距離

長 60m

中 45m
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J10357100023

ACC 制御中に、前方車両が急激に減速し

た場合や他車の割り込みにより十分な減
速ができず前方車両に接近したときは、
ブザーとともにインフォメーション画面
に警告が表示され、運転者に注意を促し
ます。

次の状況ではブレーキペダルを踏み、適
切な車間距離を保持してください。

ブザーが鳴ったとき

前方車両表示が点滅したとき

必要な車間距離を取りたいと判断し

たとき

次のように前方車両との車間距離が短い
場合でもブザーが鳴らないことがありま
す。

前方車両の走行速度が自車の速度と

同じで、車間距離に変化がないとき
前方車両の走行速度が速く、車間距離

が長くなっているとき
近距離で前方車両に割り込まれたと

き

次の状況ではブザーは鳴りません。

停車中または非常に速度が遅い車両

に接近したとき
アクセルペダルを踏んでいて ACC の

制御が停止しているとき

センサーの感度は車両の状態（多少の損
傷があるなど）や交通状況、車両の操作
状況に影響を受けます。

J10357200024

70km/h 以上で ACC 制御中に方向指示レ

バーを右側に操作したときに、システム
が前方車両の追い越しをすると判断した
場合は、設定した車速を上限として加速
制御を行います。この制御は右側への方
向指示レバー操作のみで有効です。
ハンドルを操作して追い越し車線に移っ
たときに、前方車両が検出されない場合
は、設定速度まで加速します。前方車両
を検出した場合は、前方車両の車速に合
わせて追従走行します。
追い越し車線に移るハンドル操作をしな
い場合は、加速制御を中止して車間距離
を保って追従走行します。また、ブレー
キペダルの操作やCANCELスイッチを押

すことで加速制御を中止することができ
ます。

短 30m

アドバイス
車間距離は車速に応じて変化し、車速が

速いほど長くなります。

エンジンを再始動しても車間設定を記憶

しています。

接近警報 

距離 表示

100km/h 時

のおよその
車間距離

アドバイス
車両の側方や道の端にある物を検出して

ブザーとともに警告を点滅させ、加減速

制御を行うことがあります。

次のような状況では前方車両を正確に検

出できず、車間距離を適切に維持できな

い場合や、接近警報が作動しないことが
あります。ブレーキペダルを踏み、適切

な車間距離を維持してください。

•カーブが連続する道路やカーブの出入

り口を走行するとき

•急な上り坂、下り坂が繰り返される道を

走行しているとき

•路面がうねっていたり、凹凸があるとき

追い越し時の加速機能 

警告
次の事項に注意し、衝突などの重大な危

険を回避してください。
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J10360200028

次のいずれかの操作でACCの制御が解除

されます。

CANCEL スイッチを押す

ブレーキペダルを踏む

メインスイッチを押す（ACCがOFFに
なり、ACC の表示が全て消えます）

J10357300038

車両のコンディションにより、システム
が一時的に作動しない場合があります。
各コンディションの処置方法に従い、シ
ステムを作動してください。

次の場合、ブザーが鳴り ACC の制御は自

動的にキャンセルされ、ACC の作動がで

きなくなります。

車速が約30km/h未満で、前方車両を検

出しなくなったとき
車両が停止していると ACC が判断し

たとき

セレクターレバーが 位置またはス

ポーツモード以外のとき
パーキングブレーキをかけていると

き
衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM]
が作動したとき

踏み間違い衝突防止アシスト [EAPM]
が作動したとき

ASTC が OFF のとき

ASTC が作動したとき

ドライブモードで、「SNOW」「MUD」

「SAND」または「GRAVEL」が選択さ

れているとき
タイヤが空転したとき

センサーがほこりの付着や障害に

よって正しく距離を測定できないと
き

センサーが、周辺の電波源の影響を受

けているとき

システムが停止した状態が解消された
ら、次の方法で処置してください。

1.メインスイッチを押して、ACCをOFF
にします。

2.再度、メインスイッチを押して、ACC
を ON にします。

悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹雪
など）でセンサーの検出が行われないと
き、ブザーが鳴りインフォメーション画
面に「フロントレーダー及びその周辺が
汚れています　拭いてください」が表示
され、ACC は自動的に停止します。

システムの停止した状態が解消された
ら、インフォメーション画面の警告表示
が消え、ACC は自動的に作動を再開しま

す。
しばらくしても警告が表示される場合
は、三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

車両前側のセンサー周辺が汚れや障害物
などで覆われていると、ブザーが鳴りイ
ンフォメーション画面に「フロントレー
ダー及びその周辺が汚れています　拭い

•追い越し車線への車線変更を行わなく

ても、右側への方向指示レバー操作に
よって、一時的に加速をする機能です。

追い越しではなく高速道路などの右側
出口への操作でも作動します。

•追い越しをする前に、追い越し車線に他

の車両がいないか確認してください。追

い越し中に道路状況が急変することが
あります。システムだけに頼った運転は

せず、状況に応じて自らブレーキ、ハン
ドルを操作してください。

ACC の制御を解除するときは 

システムが一時的に作動しない
ときは 

警告 コンディション A

コンディション B

コンディション C
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てください」が表示され、ACC は自動的

に停止します。

警告が表示されたときは、次の方法で処
置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.フロントバンパー上部のセンサー周
辺の汚れを、柔らかい布で取り除きま
す。

3.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

再び警告が表示する場合は、すみやかに
三菱自動車販売会社で点検を受けてくだ
さい。

道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーセンサーが先行車を正確に検知でき
ない道路（例：長い橋、雪原、長い壁の
横など）を走行すると、ブザーが鳴りイ
ンフォメーション画面に「フロントレー
ダー及びその周辺が汚れています　拭い
てください」が表示され、ACC は自動的

に停止します。

システムが停止した状態が解消された
ら、ACC は自動的に作動を再開します。

J10357400026

システムに異常があるときは、ブザーが
鳴りインフォメーション画面に「システ
ム故障　取扱説明書を見てください」が
表示され、ACC は自動的に停止します。

警告が表示されたときは、次の方法で処
置してください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。

ACCの作動ができない場合や警告が再び

表示される場合は、すみやかに三菱自動
車販売会社で点検を受けてください。

J10357500027

フロントガラス上部のカメラおよびフロ
ントバンパー上部のセンサーが装備さ
れ、ACC で使用しています。

→「カメラおよびセンサーの取り扱い」
P.4-82

J10357600044

クルーズコントロール（自動定速走行）
モードはアクセルペダルを踏まずに一定
のスピード（約 30 ～ 135km/h）で定速走

行する装置です。

コンディション D

システムに異常があるときは 

カメラおよびセンサーの取り
扱い 

クルーズコントロール（自動定
速走行）モード 

警告
クルーズコントロール（自動定速走行）

モードは、前方車両に対する接近警報や

車間距離制御を行いません。

クルーズコントロールを使用するとき

は、法定速度を守り、道路状況に合った
適切な車速を設定してください。

警告
クルーズコントロール（自動定速走行）

モードは、前方車両に接近しても警告の

ためのブザーは鳴りません。

衝突を防止するために、前方車両との車

間距離に注意を払ってください。

常にクルーズコントロール表示画面で設

定を確認してください。

次の状況では、クルーズコントロール（自

動定速走行）モードを使用しないでくだ
さい。車両の制御ができなくなり、思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

•設定した車両速度で走行できないとき
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インフォメーション画面に表示します。

クルーズコントロール（自動定速走行）
モードを ON にするには、メインスイッ

チを約 1.5 秒以上長押します。

メインスイッチを押すと、クルーズコン
トロール表示画面がインフォメーション
画面に表示されます。希望する車速を設
定することができます。もう一度メイン
スイッチを押すと、クルーズコントロー
ルシステムが OFF になります。エンジン

スイッチの電源モードをOFFにしてもシ

ステムを OFF にできます。

•交通量が多く車間距離が十分取れない

道路

•急なカーブや見通しの悪い道路

•滑りやすい道路（凍結路、積雪路、砂利

路またはぬれた道路）

•長い急な下り坂

クルーズコントロールスイッチ 

1- RES ＋スイッチ

一度設定した速度で動作させたり、
設定した車速を上げたりするとき
に使います。

2- SET −スイッチ

希望する速度に設定したり、設定し
た速度を下げたりするときに使い
ます。

警告 3- CANCEL スイッチ

設定した車速を記憶したままク
ルーズコントロールの制御をキャ
ンセルするときに使います。

4- メインスイッチ
クルーズコントロールのON/OFFを
切り換えます。

クルーズコントロール表示画面 

1- クルーズコントロール表示
クルーズコントロールの状態を色
で表示します。
クルーズコントロール ON 表示

（灰色）：メインスイッチが ON で

あることを示します。
クルーズコントロール SET 表示

（緑色）：車速が設定されている
ことを示します。

クルーズコントロール警告（橙

色）：クルーズコントロールに異
常があることを示します。

2- 設定車速表示
設定車速を表示します。

クルーズコントロールの使い方 
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もう一度クルーズコントロールを ON に

したいときは、メインスイッチを約 1.5秒

以上長押します。

設定したい車速まで加速して、SET − ス

イッチを押し下げて離すと、そのときの
車速が設定車速に設定されます。（クルー
ズコントロール表示が緑色になり、設定
車速が表示されます。）アクセルペダルか
ら足を離しても、設定した車速で走行し
ます。

追い越しするときはアクセルペダル

を踏んで加速します。アクセルペダル
を離すと、車速は設定車速に戻りま
す。

上り坂や下り坂では、設定した速度を

保てない場合があります。このような
場合は、アクセルペダルまたはブレー
キペダルを踏んで車速を調整します。

次のいずれかの操作で定速走行が終了し
ます。

CANCEL スイッチを押します。設定車

速表示が灰色になります。
ブレーキペダルを踏みます。設定車速

表示が灰色になります。
メインスイッチを OFF にします。ク

ルーズコントロール表示と設定車速
表示の両方が消えます。

次のいずれかの操作で設定速度を上げる
ことができます。

RES ＋スイッチを押し上げ続けると、

設定車速が 5km/h 間隔で上昇します。

RES ＋スイッチを一回押し上げると

設定車速が 1km/h 上昇します。

次のいずれかの操作で設定速度を下げる
ことができます。

ブレーキペダルを踏んで設定したい

車速まで減速し、SET −スイッチを押

し下げて離します。
RES − スイッチを押し下げ続けると、

設定車速が 5km/h 間隔で減少します。

RES − スイッチを一回押し下げると

設定車速が 1km/h 減少します。

定速走行を終了した後でも車速が約
30km/h 以上であれば、RES ＋スイッチ

を押し上げることにより元の設定車速に
戻すことができます。

警告
定速走行しないときは、安全のためク

ルーズコントロール機能を停止してくだ

さい。

アドバイス
次の場合、警告音が鳴りクルーズコント

ロール（自動定速走行）制御は自動的に

キャンセルされます。

•車速が約 30km/h を下回ったとき

•ASTC が作動したとき

•タイヤが空転したとき

•セレクターレバーが またはスポーツ

モード以外のとき

•パーキングブレーキをかけているとき

•ASTC を OFF にしたとき

•システムに異常があるとき

•ドライブモードで、「SNOW」「MUD」

「SAND」または「GRAVEL」が選択さ

れているとき

• FCM が作動したとき

アドバイス
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J10303800043

オートストップ＆ゴー [AS&G] は、信号

待ちや渋滞などで停車する際に、エンジ
ンスイッチを使用することなく自動的に
エンジンを停止および再始動して、排気
ガスの排出を削減するとともに燃費効率
を向上させます。（アイドリングストップ
機能）

J10319400028

AS&G は、エンジンスイッチの電源モー

ドを ON にすると自動的に起動します。

AS&G を 非 作 動 に す る に は AS&G
OFF スイッチを押します。

詳しくは「AS&G を非作動にするには」

をお読みください。→P.4-147

J10319500090

1. AS&G 表示が点灯しているときにブ

レーキペダルを踏み込んで、停車させ
ます。

AS&G 表示

2.完全に停車し、ブレーキペダルがしっ
かり踏み込まれていると、エンジンが
自動的に停止します。

オートストップ＆ゴー
[AS&G] 

注意
自車を長時間停車させたり、自車から離

れるときは、エンジンスイッチの電源
モードをOFFにしてエンジンを停止させ

てください。

アドバイス
AS&G でエンジンを止めた累積時間をイ

ンフォメーション画面に表示します。

→「オートストップ＆ゴー [AS&G] モニ

ター」P.4-41

AS&G を起動するには 

エンジンを自動で停止させるに
は 
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注意
エンジンが自動的に停止しているとき

は、車外に出ようとしないでください。
運転者がシートベルトを外したり、運転

席ドアを開けたりすると、エンジンが自
動的に再始動するため、車両が動き出し

て思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

エンジンが自動的に停止しているとき

は、アクセルペダルを踏み込まないでく

ださい。エンジンが自動的に再始動した
ときに、車両が急発進して思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

アドバイス
エンジンが自動的に停止した場合、車両

停止後は電動パワーステアリング [EPS]
が作動しなくなり、ハンドル操作が重く

なりますので十分注意してください。

エンジンが自動的に停止した場合、ブ

レーキの負圧が低くなりブレーキの効き

が悪くなります。通常より強めにブレー
キペダルを踏み込んでください。

次のようなときは、AS&G 表示は点灯せ

ず、エンジンは自動的に停止しません。

•運転者がシートベルトを着用していな

いとき

•運転席のドアが開いているとき

•エンジンフード（ボンネット）が開いて

いるとき

•エンジンを始動してから、一度も速度が

5km/h 以上になっていないとき

•エンジンスイッチでエンジンをかけて

から、30 秒未満のとき

•エンジンが自動的に再始動してから 10
秒以内に再停車したとき

•セレクターレバーが 以外のとき

•エンジン冷却水の温度が低いとき

•車外の気温が低いとき

•バッテリー性能が劣化などの理由によ

り低下しているときや、バッテリー上が
りなどにより充電した直後に走行した

とき

•エンジン警告灯が点灯しているとき

•AS&G OFF 表示が点滅しているとき

•メーター内のセレクターレバー位置表

示灯が点滅しているとき

•ASTC作動表示灯とASTC OFF表示灯が

点灯しているとき

•ABS 警告灯が点灯しているとき

•車内の温度が高いときに、エアコンを使

用しているとき

•デフロスタースイッチが押されている

とき

•設定温度を最高または最低にして、エア

コンを AUTO 作動させているとき

•リヤデフォッガー（曇り取り）や電装品

が作動している場合や、エアコンの風量

が強に設定されている場合など、消費電
力が大きいとき

アドバイス
•オートマチックトランスミッションオ

イルの温度が高くなり、インフォメー
ション画面に警告が表示されていると

き

• 4WD セレクターで「4HLc」または

「4LLc」を選択しているとき

•ヒルディセントコントロール[HDC]を使

用しているとき

•リヤデフロックを使用しているとき

次のようなときは、AS&G 表示が点灯し

ていても、エンジンが自動的に停止しな
い場合があります。

•アクセルペダルを踏んでいるとき

•ブレーキペダルを踏む力が弱いとき

•ブレーキの負圧が低いとき

•勾配が急な場所で停車したとき

•パーキングブレーキをかけているとき

•ハンドル操作をしているとき

エアコン作動中に AS&G が作動した場

合、エンジンとエアコンコンプレッサー

の両方が停止し、送風のみとなるため、ウ
インドウガラスが曇ることがあります。

ウインドウガラスが曇ったときは、デフ

ロスタースイッチを押してエンジンを再
始動させてください。

→「ウインドウガラスの曇りや霜を取り

たいときは」P.5-6

アドバイス
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J10319600075

ブレーキペダルから足を離すと、エンジ
ンが自動的に再始動します。

エンジンが停止するたびにウインドウガ

ラスが曇る場合は、AS&G OFF スイッチ

を押して AS&G を非作動にすることをお

すすめします。

→「AS&G を非作動にするには」P.4-147
車外の温度が高い状態でエアコンが作動

している場合、エアコンの設定温度を高

めに設定すると、エンジンの自動停止時

間が延長されます。

エンジンを自動で再始動させる
には 

アドバイス アドバイス
エンジンを自動で再始動させたときに、

ブレーキをかけた状態を一時的に保持し
て、クリープ現象などによる車両の不意

な飛び出しを防ぐ機能が装備されていま

す。セレクターレバーを にすると、機

能は解除されます。

機能作動中に、車体下から作動音がした
り、ブレーキペダルにショックを感じる

ことがありますが、これは機能が正常に
作動していることを示すもので、異常で

はありません。

エンジンが自動的に再始動しない場合や

エンストした場合、充電警告灯およびエ
ンジン警告灯が点灯します。

また、再始動に失敗した場合、AS&G OFF
表示が点灯し、運転者へ知らせます。こ

の状態になると、ブレーキペダルから足

を離してもエンジンは自動で再始動しま
せん。

ブレーキペダルを踏み込みながら、セレ

クターレバーを または に入れ、エン

ジンスイッチを押してエンジンを手動で

始動してください。AS&G OFF 表示はエ

ンジンスイッチの電源モードをOFFにす

るまで点灯します。

詳しくは「エンジンの始動 • 停止」をお

読みください。→P.4-5

注意
次のようなときは、ブレーキペダルから

足を離さなくてもエンジンが自動的に再
始動します。エンジンの再始動時に思わ

ぬ事故につながるおそれがありますの
で、十分ご注意ください。

•坂道を惰性で下るなど、車速が 3km/h 以

上になった

•ブレーキペダルを繰り返し踏み込んだ

り、通常より強めに踏み込んだりして、
ブレーキの負圧が低いとき

•エンジン冷却水の温度が低いとき

•セレクターレバーを に入れたとき

•セレクターレバーを から に入れた

とき

•エアコンスイッチを ON にしたとき

•温度調整スイッチを使用して、エアコン

の設定温度を大きく変更したとき

•デフロスタースイッチをONにしたとき

•エアコンを AUTO で使用しているとき

に、温度調整スイッチを操作し、最高温
度または最低温度に設定したとき

•エアコンを使用しているときに、車内の

温度が上昇して、エアコンのコンプレッ
サーが作動したとき

•リヤデフォッガー（曇り取り）や電装品

を作動させた場合や、エアコンの風量を

強に設定した場合など、消費電力が大き
くなったとき

•バッテリーの充電量が低下したとき

•ハンドル操作をしたとき
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J10319700050

エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると、AS&G が自動的に起動します。

AS&G が起動しているときに AS&G OFF
スイッチを押すと、インフォメーション
画面に AS&G OFF 表示が表示され、

AS&G が非作動状態になります。

もう一度 AS&G OFF スイッチを押すと、

AS&G OFF 表示が消え、AS&G が再度起

動します。

AS&G OFF 表示

J10319800048

走行中にAS&G OFF表示が点滅したとき

は、AS&G が正常に作動しません。

AS&G OFF 表示が点滅したまま消えない

ときは、ただちに三菱自動車販売会社で
点検を受けてください。

J10352900026

アクティブスタビリティ＆トラクション
コントロール [ASTC] はアンチロックブ

レーキシステム [ABS]、アクティブスタ

ビリティコントロール機能およびアク
ティブトラクションコントロール機能を
総合的に制御し、車両姿勢を安定させる

•運転者がシートベルトを外したとき

•運転席のドアを開けたとき

•HDC スイッチを押したとき

•AS&G OFF スイッチを押したとき

アドバイス
エンジンが自動停止しているときにブ

レーキペダルを強く踏み込み、セレク

ターレバーを素早く から へ操作し

た後ブレーキペダルから足を離すと、エ

ンジン停止状態を保持することができま

す。
この状態から、エンジンを自動で再始動

させるときは、もう一度ブレーキペダル
を踏み込みます。

電源モードを OFF にするときは、エンジ

ンスイッチを押します。

エンジンが自動停止しているときにエン

ジンフード ( ボンネット ) を開けると、

AS&G OFF 表示が点灯してブザーが鳴

り、エンジンは自動で再始動しません。再
始動する場合は、ブレーキペダルを踏み

込みながら、セレクターレバーを に入

れ、エンジンスイッチを押してエンジン
を手動で始動してください。

詳しくは「エンジンの始動・停止」をお

読みください。→P.4-5
エンジンが自動的に再始動するとき、一

時的にオーディオの音量が下がることが

ありますが、故障ではありません。

注意
エンジンが自動で停止している間、一時

的にエアコンの風量が変化することがあ
りますが、故障ではありません。

AS&G を非作動にするには 

アドバイス

アドバイス
この表示は、エンジンスイッチをONにし

たときも、数秒間点灯します。

走行中に AS&G OFF 表示が点
滅したときは 

アクティブスタビリティ＆
トラクションコントロール
[ASTC] 
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とともに駆動力を確保する装置です。次
の項も併せてお読みください。
→「アンチロックブレーキシステム

[ABS]」P.4-155
→「アクティブスタビリティコントロー

ル機能」P.4-149
→「アクティブトラクションコントロー

ル機能」P.4-149

J10353000024

インフォメーション画面より ASTC の

ON/OFF を切り換えることができます。

ON/OFF を切り換えるには、次の手順を

行ってください。

1.マルチインフォメーションディスプ

レイのメインメニューから または

スイッチを押して、「設定」を選び
ダイヤルスイッチを押します。
設定メニューが表示されます。

2.設定メニューからダイヤルスイッチ
を回して、「ASC 設定」を選びダイヤ

ルスイッチを押します。
→「マルチインフォメーションディス

プレイ」P.4-39
3.ダイヤルスイッチを回して、「システ
ム」を選びダイヤルスイッチを押しま
す。

注意
ASTC を過信しないでください。ASTC が

作動した状態でも車両の安定確保には限

界があり、無理な運転は思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。常に道路状況
に合った安全運転を心がけてください。

 4 輪とも指定サイズで同一サイズ、同一種

類のタイヤを装着してください。指定以

外のものや異なったサイズ、種類のもの
を装着すると ASTC が正常に作動しない

場合があります。

市販のリミテッドスリップディファレン

シャル（LSD）を装着しないでください。

ASTC が正常に作動しなくなるおそれが

あります。

アドバイス
次のような場合は、エンジンルーム内よ

り作動音がすることがあります。また、ブ
レーキペダルにショックを感じることが

あります。これは ASTC 装置の作動を

チェックしているためで異常ではありま

せん。

•エンジンスイッチの電源モードをONに

したとき

•エンジンをかけてしばらく走行したと

き

ASTCが作動すると、車体に振動を感じた

り、エンジンルーム内より作動音が聞こ
えたりします。

これは装置が正常に作動していることを

示すもので異常ではありません。

ABS警告灯が点灯しているときは、ASTC
は作動しません。

リヤデフロックを作動させると、ASTC作

動表示灯、ASTC OFF 表示灯および ABS
警告灯が点灯し、ASTC および ABS の機

能を停止しますが故障ではありません。
リヤデフロックを解除すると各表示灯、

警告灯は消灯し、再度 ASTC および ABS
が機能し始めます。

→「ABS 警告灯」P.4-155
→「ASTC 作動表示灯／ ASTC OFF 表示

灯」P.4-150

ASTCのON/OFF作動切り換え 



アクティブスタビリティ＆トラクションコントロール [ASTC]

運転するときは 4-149

4

4. ASTC 設定画面が表示されるので、ダ

イヤルスイッチを回して、「ON」また

は「OFF」を選択します。

ダイヤルスイッチを押すことで、
ASTCのON/OFFを切り換えることが

できます。
システムを OFF にすると ASTC OFF
表示灯が点灯します。

J10353100025

ぬかるみや砂地、新雪などからの脱出時
に、4WD セレクターを「2H」、「4H」ま

たは「4HLc」に入れていると、アクセル

を踏み込んでも ASTC の働きによりエン

ジン回転が上がらない場合があります。

エンジン回転が上昇せず抜け出せないと
きは、4WD セレクターを「4LLc」に入れ

るか ASTC を OFF にしてください。抜け

出しやすくなります。
（アクティブスタビリティコントロール
機能を OFF または 4WD セレクターを

「4LLc」にしてもアクティブトラクション

コントロール機能のブレーキ制御は作動
し続けます。）

J10353200026

アクティブスタビリティコントロール機
能は、障害物回避時の急激なハンドル操
作や滑りやすい路面のカーブに進入した
ときなどに生じる車両の横滑りを、各車
輪のブレーキとエンジン出力を制御する
ことにより抑制し、車両の安定性を向上
させる機能です。

J10353300027

アクティブトラクションコントロール機
能は、エンジン出力の制御と空転する駆
動輪に自動的にブレーキをかける制御に
より、滑りやすい路面で駆動輪が空転す
るのを防止し車両の駆動力を確保する機
能です。

注意
安全のため、ASTCのOFFへの切り換え操

作は停車しているときに行ってくださ

い。

通常走行時は必ずASTCをONにしてくだ

さい。

アドバイス
ASTC を OFF にしてもエンジンを再始動

すると自動的に ON に切り換わります。

ASTC を OFF にするときは 

アドバイス
アクティブスタビリティコントロール機

能を OFF にしても、車両の挙動によって

は起動することがあります。

アクティブスタビリティコン
トロール機能 

アドバイス
アクティブスタビリティコントロール機

能は、車速が約 15km/h 以上で作動しま

す。

 4WD セレクターが「4LLc」のときアク

ティブスタビリティコントロール機能は
作動しません。4WD セレクターが「2H」、

「4H」または「4HLc」のとき「4LLc」に

入れると、アクティブスタビリティコン

トロール機能は自動的に作動を停止しま
す。

リヤデフロックを作動させると、アク

ティブスタビリティコントロール機能を

停止します。

アクティブトラクションコン
トロール機能 

注意
雪道や凍結路を走行するときは、冬用タ

イヤを装着して速度は控えめにし、車間

距離を十分とって運転してください。



トレーラースタビリティアシスト [TSA]

4-150 運転するときは

4

J10353400028

正常なときは、エンジンスイッチの電源
モードを ON にすると点灯し、数秒後に

消灯します。エンジンスイッチの電源
モードを ON にしても表示灯が点灯しな

い、または点灯したままのときはシステ
ムの異常が考えられます。三菱自動車販
売会社で点検を受けてください。

ASTC または ABS が作動すると、イン

フォメーション画面のホイールが点滅し
ます。

J10353500029

システムに異常があると、次の表示灯が
同時に点灯します。

-ASTC 作動表示灯

-ASTC OFF 表示灯

このような場合は、次の方法で処置して
ください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.再度エンジンをかけ、表示灯が消える
か確認します。

表示灯が消えれば、異常ではありません。
消えないときや、たびたび点灯するとき
は、通常走行には支障はありませんが、で
きるだけ早く三菱自動車販売会社で点検
を受けてください。

J10359900025

J10352600023

TSA: Trailer Stability Assist

トレーラースタビリティアシスト [TSA]
は、トレーラーをけん引していることで

ASTC 作動表示灯／ ASTC
OFF 表示灯 

- ASTC 作動表示灯

ASTC が作動すると点滅します。

- ASTC OFF 表示灯

次の操作でアクティブスタビリ
ティコントロール機能がOFFにな

ると点灯します。
ASTC を OFF にする

4WD セレクターを「4LLc」に

する

注意
 作動表示灯が点滅したときは路面が滑

りやすい状態か、タイヤが滑り始めてい
ます。

アクセルペダルを緩めて控えめな運転を

してください。

アドバイス
エンジンをかけると 表示灯が点灯する

ことがあります。これはエンジン始動時

にバッテリーの電圧が一時的に低下した
ためで、すぐに消灯すれば故障ではあり

ません。

ASTC 機能表示 

アドバイス
 2WD/4WD 作動表示画面を選択している

ときのみ ASTC 機能の表示をします。

ASTC 警告灯 

けん引されるときは 

注意
エンジンスイッチの電源モードを ON に

して、前輪または後輪だけを持ち上げた
けん引を行うと、アクティブトラクショ

ンコントロール機能が作動し思わぬ事故

につながるおそれがあります。
正しいけん引方法は、トランスミッショ

ンと駆動方式により異なります。
→「けん引するとき」P.7-39

トレーラースタビリティア
シスト [TSA] 



緊急制動信号システム

運転するときは 4-151

4

走行が不安定になると、エンジンの出力
と制動力を制御して車両の走行安定性を
保つ装置です。
TSA が作動して制動力の制御を行うと、

制動灯（ブレーキランプ）が点灯します。

J10302500043

緊急制動信号システムは、急ブレーキ時
に、制動灯（ブレーキランプ）を自動的
に速く点滅させることで後続車に注意を
促し、追突の可能性を低減させる装置で
す。

J10302600073

HSA:Hill Start Assist

ヒルスタートアシスト [HSA] は、急な上

り坂で発進するときに起こる車両の後退
を防止し、発進を容易にする装置です。ブ
レーキペダルからアクセルペダルに踏み
換えるとき、ブレーキをかけた状態を約
2 秒間保持します。

注意
 TSA を過信しないでください。

滑りやすい路面、強い横風、荷物の重さ
や積む位置、高速での走行などによって

は車両の安定性を保持することができな
い場合があります。

常に交通状況、路面の状態、天気、荷物

の重さや積み位置に注意して運転してく
ださい。

次のような場合は、TSA は作動しません。

•急ブレーキや下り坂でのブレーキに

よって車両とトレーラーがくの字に

なったとき

•急ハンドルによる横滑りが発生したと

き

アドバイス
 TSA が作動すると、車体から振動を感じ

たりエンジンルームから作動音が聞こえ
たりすることがあります。これは TSA が

正常に作動していることを示すもので異
常ではありません。

車速が約 55km/h 以上で TSA は作動しま

す。

 TSA が作動すると ASTC 作動表示灯が点

滅します。

ASTC が ON でないと TSA は作動しませ

ん。

緊急制動信号システム 

注意
ABS 警告または ASTC 警告が表示されて

いるときは、緊急制動信号システムが作

動しないことがあります。
→「ABS 警告」P.4-155
→「ASTC 警告表示」P.4-150

アドバイス
 [ 緊急制動信号システムの作動条件 ]
次の条件がそろったときに作動します。

•車速が約 50km/h 以上のとき

•ブレーキペダルが踏み込まれ、車両の減

速度やアンチロックブレーキシステム
[ABS] の作動状況から、システムが急ブ

レーキだと判断したとき

アドバイス
[ 緊急制動信号システムの作動停止条件 ]
次のいずれかの条件で作動を停止しま
す。

•非常点滅灯スイッチを押したとき

•車両減速度やABSの作動状況から、シス

テムが急ブレーキではないと判断した

とき

ヒルスタートアシスト
[HSA] 

注意
HSA を過信しないでください。

極端に急な上り坂、凍結した上り坂、ぬ
かるんだ上り坂など路面の状態によって

は車両を保持することができない場合が

あります。
また、停止するときにブレーキペダルの

踏み方が不十分であったり、乗員の人数、
荷物の重さなどによってHSAが作動しな

いことがあります。

アドバイス



ヒルディセントコントロール [HDC]

4-152 運転するときは

4

J10319900078

1.ブレーキペダルを踏んで車両を完全
に停止させます。

2.セレクターレバーを に入れます。
3.ブレーキペダルから足を離します。

HSA がブレーキ力を保持し、車両の後

退を約 2 秒間防止します。

4.アクセルペダルを踏み込みます。
HSA は、車両の発進に合わせて、徐々

にブレーキ力を緩めます。
5.

J10320000066

システムに異常があると警告灯が点灯し
ます。

このような場合は、次の方法で処置して
ください。

1.安全な場所に停車し、エンジンを停止
します。

2.再度エンジンをかけ、表示が消えるか
確認します。

警告灯が消えれば異常ではありません。
警告灯が消灯せず、頻繁に表示されると
きは、通常走行には支障はありませんが、
できるだけ早く三菱自動車販売会社で点
検を受けてください。

J10352700040

HDC: Hill Descent Control

ヒルディセントコントロール [HDC] は、

急な下り坂や滑りやすい路面を下ると
き、一定の低車速を保ち、下り坂での走
行を補助するシステムです。

HSAは、2秒以上車両の後退を防止するこ

とはできません。

上り坂でブレーキペダルを踏み込まず

に、HSA を使って停止状態を保つことは

しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがありま

す。

HSA が作動中に、エンジンスイッチの電

源モードを OFF にしないでください。

HSA が作動を停止し、思わぬ事故につな

がるおそれがあります。

使い方 

アドバイス
HSA は、次の条件がそろったときに作動

します。

•エンジンがかかっている

•セレクターレバーが または 以外の

位置に入れてある

注意
•ブレーキペダルを踏んで、車両が完全に

停止している

•パーキングブレーキを解除している

HSA は、ブレーキペダルから足を離す前

にアクセルペダルを踏み込むと作動しま

せん。

HSA は、坂道を後ろ向きに登るときにも

作動します。

上り坂を後ろ向きに登るときはセレク

ターレバーを に入れてください。

HSA 作動中に車体下から作動音がするこ

とがあります。これは HSA が正常に作動

していることを示すもので異常ではあり

ません。

警告灯 

アドバイス

注意
警告が表示されるとHSAが作動を停止し

ます。慎重に発進してください。

ヒルディセントコントロー
ル [HDC] 

警告
安全運転を行う責任は運転者にありま

す。HDC に頼った運転はせず、道路状況

を確認し常に安全運転を心がけてくださ

い。

極端に急な下り坂、凍結路、泥状の下り

坂では必要に応じてブレーキペダルを踏

んでください。一定の速度を保持できず、
思わぬ事故につながるおそれがありま

す。



ヒルディセントコントロール [HDC]

運転するときは 4-153

4

1.車両を完全に停止させます。

2.セレクターレバーを または に入
れます。

3. HDC スイッチを押します。

4.メーター内に HDC 表示灯が点灯する

ことを確認します。HDC 表示灯が点

灯すればスタンバイ状態になります。

HDC は、次の条件が満たされたときのみ

作動します。

車速が約 20km/h 以下のとき

アクセルペダルとブレーキペダルを

踏んでいないとき

制御が働くと HDC 表示灯が点滅し、制動

灯（ブレーキランプ）が点灯します。ア
クセルペダルまたはブレーキペダルの操
作で車速を変更することができます。
ペダルから足を離したときの車速で制御
を続けます。

注意
ブレーキ制御が連続で作動し、ブレーキ

の温度が上昇しすぎた場合は、HDC の作

動を一時停止します。このとき ASTC 作

動表示灯が点灯することがあります。

ブレーキは通常のブレーキとして作動し

ます。
車を安全な場所に停止し、ブレーキの温

度が低下し、ASTC 作動表示灯が消灯す

れば、HDC は再び作動します。

HDCに異常があるとASTC作動表示灯が

点灯します。ASTC 作動表示灯が点灯し

た場合は、三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。

HDC を起動（スタンバイ）す
るときは 

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードを ON に

すると、HDC 表示灯が点灯し数秒後に消

灯します。

HDC スイッチを押し続けると、HDC が

OFF になります。その後 HDC スイッチ

を押しても誤操作防止機能が働き、スタ

ンバイ状態になりません。再度 HDC をス

タンバイ状態にするには、一度、エンジ

ンスイッチの電源モードを OFF にし、再

度ONにしてからHDCスイッチを押して

ください。

次のような状況ではHDCスイッチを押し

てもスタンバイ状態になりません。

•車速が約 80km/h を超えたとき

•リヤデフロックを使用しているとき

•ブレーキの温度が高いとき

•ASTC 作動表示灯が点灯しているとき

アドバイス
次のような状況ではHDCがスタンバイ状

態でも制御は行いません。

•車速が約 20km/h を超えたとき

HDC が作動しているとき、ブレーキペダ

ルの踏みごたえが変化したり、音や振動

が発生したりすることがありますが、異

常ではありません。

アドバイス



ブレーキアシスト

4-154 運転するときは

4

1. HDCスイッチを押します。HDCは徐々

に解除されます。
2. HDC 表示灯が消灯することを確認し

ます。

J10302700074

ブレーキアシストは、緊急制動時などに
ブレーキペダルを強く踏み込めない運転
者を補助し、より大きな制動力を確保す
る装置です。ブレーキペダルを素早く踏
み込んだときにブレーキが強くかかるよ
うになります。

J10352800025

シャーシコントロールはアクティブヨー
コントロール [AYC] の機能を含む電気制

御システムです。

AYC: Active Yaw Control system

アクティブヨーコントロール [AYC] は、

ヨーコントロール機能を持ち、ブレーキ
を制御することで左右輪間の駆動／制動
力配分をコントロールするシステムで
す。

HDC を非作動にするには 

アドバイス
次のような状況ではHDCスイッチを押さ

なくても自動的に OFF となり HDC 表示

灯が消灯します。

•車速が約 80km/h を超えたとき

•リヤデフロックを使用しているとき

•ASTC 作動表示灯が点灯しているとき

•ブレーキの温度が高いとき

ブレーキアシスト 

注意
ブレーキアシストは、ブレーキ性能以上

の制動力を発揮させる装置ではありませ
ん。ブレーキアシストを過信せず、十分

な車間距離をとって安全運転を心がけて
ください。

アドバイス
一旦ブレーキアシストが作動すると、ブ

レーキペダルを緩めても大きな制動力を

保持します。
ブレーキアシストの作動を停止させたい

ときは、ブレーキから完全に足を離して
ください。

走行中にブレーキアシストが作動する

と、ブレーキペダルが軽く感じられるこ

とがあります。また作動音とともにペダ
ルが小刻みに動いたり、車体やハンドル

に振動を感じることがあります。これは
装置が正常に作動していることを示すも

ので異常ではありません。そのままブ

レーキペダルを強く踏み続けてくださ
い。

ASTC作動表示灯が点灯しているときは、

ブレーキアシストは作動しない場合があ
ります。

シャーシコントロール 

アクティブヨーコントロール
[AYC] 

注意
AYC は、車両の停止性能を向上させる制

御ではありません。周囲の安全に十分注

意して走行してください。

アドバイス
AYC が作動すると、ブレーキペダルに振

動を感じたり、わずかな減速を感じたり
作動音が聞こえることがあります。これ

は装置が正常に作動していることを示す
もので異常ではありません。



アンチロックブレーキシステム [ABS]

運転するときは 4-155

4

ヨーコントロール機能は、素早くハンド
ルを操作したときや滑りやすい路面でハ
ンドル操作したときなどに、左右輪の駆
動力差やブレーキ力を制御し車両の旋回
する力（ヨーモーメント）をコントロー
ルすることで、車両の旋回性能と安定性
能を向上させる機能です。
AYC が正しく機能していないときは、イ

ンフォメーション画面に「シャシー制御
システム故障　取扱説明書を見てくださ
い」のメッセージが表示されます。この
ときはシステムの故障が考えられますの
で、三菱自動車販売会社に連絡してくだ
さい。
→「インフォメーション画面表示」P.4-52

J10302800075

アンチロックブレーキシステム [ABS]は、

急ブレーキや滑りやすい道路でブレーキ
を踏んだときに車輪のロックを防止し、
制動力を維持し、かつ安定した車体姿勢
とハンドル操舵性を保つ装置です。

J10357700029

ヨーコントロール機能 

アンチロックブレーキシス
テム [ABS] 

注意
ABS は制動時の車体安定性を確保するた

めのもので必ずしも制動距離が短くなる
とは限りません。ABS を過信せず、十分

な車間距離をとって安全運転を心がけて
ください。

雪道を走行した後は足まわりに付いた雪

や泥を取り除いてください。足まわりを
清掃するときはホイール付近に付いてい

る車速感知装置や配線などを傷付けない

よう十分注意してください。

 4 輪とも同一サイズ、同一種類の指定タイ

ヤを装着してください。

サイズや、種類の異なるタイヤを混用す

ると、ABS が正常に作動しなくなるおそ

れがあります。

市販のリミテッドスリップディファレン

シャル [LSD] を装着しないでください。

ABS が正常に作動しなくなるおそれがあ

ります。

アドバイス
次のような場合は、ABS の付いていない

車に比べて制動距離が長くなることがあ
りますので、速度は控えめにし、車間距

離を十分とって運転してください。

•砂利道や深い新雪路を走行するとき

•タイヤチェーンを装着しているとき

•道路の継ぎ目や段差を乗り越えるとき

•凸凹道などの悪路を走行するとき

マンホール、工事用の鉄板、白線の上、段

差を乗り越えるときなど、車輪が滑りや
すい状況では、車輪のロックを防止する

ため急制動以外でもABSが作動すること

があります。

ABS が作動すると車体、ハンドル、ブレー

キペダルに振動を感じたり、作動音が聞
こえます。

また、ブレーキペダルを踏み込んだとき

に固く感じることがあります。
これは装置が正常に作動していることを

示すもので異常ではありません。そのま
まブレーキペダルを強く踏み続けてくだ

さい。

次のような場合は、エンジンルーム内よ

り作動音がすることがあります。また、ブ
レーキペダルにショックを感じることが

あります。これは ABS 装置の作動を

チェックしているためで異常ではありま

せん。

•エンジンスイッチの電源モードをONに

したとき

•エンジンをかけてすぐに走行したとき

ABSは、発進後車速が約10km/hになるま

で作動しません。

ABS 警告灯 

アドバイス



アンチロックブレーキシステム [ABS]

4-156 運転するときは

4

システムに異常があると警告灯が点灯し
ます。
正常なときはエンジンスイッチの電源
モードをONにすると警告灯が点灯し、数

秒後に消灯します。

J10320200071

急ブレーキや高速走行を避け安全な

場所に停車します。
エンジンを停止し、再度エンジンをか
け、しばらく走行した後に、警告灯が
消灯したら、ABS の故障ではありませ

ん。
しばらく走行しても警告灯の点灯が
継続したときは三菱自動車販売会社
で点検を受けてください。
このとき、ABS は作動せず、普通のブ

レーキとして作動します。
バッテリーが電圧不足のときにエン

ジンをかけると、警告を表示すること
がありますが ABS の故障ではありま

せん。このようなときは、しばらくア
イドリング回転でバッテリーを充電
してください。充電しても警告が表示
されたときは三菱自動車販売会社で
点検を受けてください。

ABS 警告灯

ブレーキ警告灯

ブレーキ力の配分機能が作動しないこと
があるため、急ブレーキをかけたときに
車体姿勢が不安定になるおそれがありま
す。
急ブレーキや高速走行を避け、ただちに
車を安全な場所に止めて三菱自動車販売
会社にご連絡ください。

注意
次のように警告灯が点灯したときは、

ABS は作動せず普通のブレーキとして作

動します。このときは、三菱自動車販売

会社で点検を受けてください。

•エンジンスイッチの電源モードをONに

しても ABS 警告灯が点灯しない、また

は点灯したまま消灯しないとき

•走行中に ABS 警告灯が点灯したとき

アドバイス
リヤデフロックを作動させると、ASTC作

動表示灯、ASTC OFF 表示灯および ABS
警告灯が点灯し、ASTC および ABS の機

能を停止しますが故障ではありません。

リヤデフロックを解除すると各表示灯、
警告灯は消灯し、再度 ASTC および ABS
が機能し始めます。
→「ASTC 作動表示灯／ ASTC OFF 表示

灯」P.4-150

走行中に警告灯が点灯したと
きは 

ABS 警告灯のみが点灯したとき
は 

ABS 警告灯とブレーキ警告灯が
点灯したときは 

アドバイス
ABS 警告灯とブレーキ警告灯は同時に点

灯します。



電動パワーステアリング [EPS]

運転するときは 4-157

4

J10302900021

電動パワーステアリング [EPS] は、エン

ジン回転中にパワーアシストが作動し、
ハンドルの操作力を軽くする装置です。
もし、パワーアシストが作動しなくなっ
たときは、ハンドルが重くなります。こ
の場合は、三菱自動車販売会社で点検を
受けてください。

J10357800020

システムに異常があるときは、警告灯が
点灯します。
正常なときは、エンジンスイッチの電源
モードをONにすると警告灯が点灯し、エ

ンジンを始動すると消灯します。

電動パワーステアリング
[EPS] 

警告
走行中はエンジンを止めないでくださ

い。エンジンを止めると、ハンドルが非
常に重くなり、思わぬ事故につながるお

それがあります。

アドバイス
駐車するときなどにハンドルをいっぱい

に回す操作を繰り返すと、システムの過

熱を防止するため保護機能が働きハンド

ル操作が徐々に重くなります。この場合、
しばらくハンドル操作を控えてくださ

い。
システムの温度が下がるとハンドルの操

作力は元に戻ります。

ヘッドライトを点灯したままで停車して

いるとき、ハンドル操作をするとヘッド
ライトが暗くなることがありますが異常

ではありません。しばらくすれば元の明
るさに戻ります。

警告灯 

注意
エンジン回転中に表示したときは、ハン

ドルが重くなることがありますので、で

きるだけ早く三菱自動車販売会社で点検
を受けてください。

アドバイス
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エアコンの上手な使い方

5-2 快適装備の使い方

5

J10400300077

車室内の温度は大変高くなります。
このようなときはドアガラスを開けて車
室内の熱気を車外に追い出してからエア
コンを作動させてください。

長時間冷風を直接身体に当てないでくだ
さい。冷やしすぎは身体によくありませ
んので、少し涼しいと感じる温度に調整
してください。

冷媒ガスが不足すると冷房、除湿効果が
悪くなります。暑い季節になる前に三菱
自動車販売会社で冷媒ガス量の点検を受
けてください。

J10400400023

花粉やほこり、粉じんなどを取り除く
フィルターを内蔵しています。フィル

ターに花粉やほこりなどが付着すると効
果が低下しますので、フィルターは定期
的に交換してください。
→「クリーンエアフィルターの交換」P.6-8

J10400100088

エアコンの上手な使い方 

注意
冷暖房中はエンジン回転数が高くなる場

合があります。停車中にエンジン回転数

が高くなるとクリープ現象が強くなりま
すので、停車中はしっかりとブレーキペ

ダルを踏んでください。
→「オートマチック車の運転のしかた：

クリープ現象とは」P.4-17

長時間炎天下に駐車したとき
は 

冷やしすぎに注意 

冷媒ガス量の点検を忘れずに 

注意
エアコンの冷媒ガスを充填する場合は、

エンジンフード（ボンネット）内に貼り
付けてあるエアコン冷媒ラベルに記載さ

れている冷媒量をお守りください。規定

量を超えて充填した場合、エアコンコン
プレッサーが故障し、エンジン停止や始

動不能になるおそれがあります。

アドバイス
エアコン冷媒は、オゾン層を破壊させな

い代替フロンガスHFO-1234yf (R1234yf)
を使用していますが、この代替フロンガ

スにも地球を温暖化させる働きがありま

す。エアコンの効きが悪い場合は、三菱
自動車販売会社でガス漏れの点検を行

い、ガスの大気放出を防止してください。

クリーンエアフィルター 

アドバイス
フィルターの交換時期については別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ

い。

吹き出し口 

中央吹き出し口 右側吹き出し口

左側吹き出し口



吹き出し口

快適装備の使い方 5-3
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J10401900070

ノブを動かして調整します。
吹き出し口を閉じるときは、ノブを内側
いっぱいまで動かします。

ノブを動かして調整します。
吹き出し口を閉じるときは、ノブを外側
いっぱいまで動かします。

風向き調整 

中央吹き出し口 

開く 開く閉じる 閉じる

ノブ

左右吹き出し口 

アドバイス
吹き出し口に飲み物などが入らないよう

にしてください。エアコンが正常に作動

しなくなるおそれがあります。

閉じる

ノブ

開く 閉じる開く

左側 右側



吹き出し口

5-4 快適装備の使い方
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J10402000078

MODE スイッチまたはデフロスタースイッチを押して、使用目的に合わせて吹き出し口を切り換えます。

吹き出し口を切り換えたいときは 

: 風量：弱 : 風量：中 : 風量：強

上半身に送風したいとき 上半身と足元に送風したいとき 足元に送風したいとき

足元とウインドウガラスに送風したいと

き
ウインドウガラスに送風したいとき

アドバイス
オートストップ＆ゴー [AS&G] が作動中にウインドウガラスが曇ることがあります。ウインドウガラスが曇ったときは、デフロスタースイッ

チを押して、曇りを取ってください。



左右独立温度コントロール式フルオートエアコン

快適装備の使い方 5-5
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J10400200050

エンジンスイッチの電源モードが ON の状態のときに使用できます。

 または を使用するときは、ウインドウガラスの曇りを防止するため、内外気切り換えスイッチにて、外気導入にしてください。

左右独立温度コントロール式フルオートエアコン 

アドバイス

1- 助手席側温度調整スイッチ
→ P.5-7

2- ステアリングヒータースイッチ
→ P.4-74

3- シートヒータースイッチ → P.3-20
4- デフロスタースイッチ → P.5-6
5- MAX COOL スイッチ → P.5-8

6- リヤデフォッガースイッチ
→ P.4-73

7- 運転席側温度調整スイッチ
→ P.5-7

8- AUTO スイッチ → P.5-6
9- 内外気切り換えスイッチ → P.5-9

10- 風量調整スイッチ → P.5-7
11- MODE スイッチ → P.5-4

12- SYNC スイッチ → P.5-8
13- A/C スイッチ → P.5-8
14- ON•OFF スイッチ → P.5-6
15- 助手席側設定温度表示灯 → P.5-7
16- 風量表示灯 → P.5-7
17- 吹き出し口表示灯 → P.5-4
18- SYNC 作動表示灯 → P.5-8
19- 運転席側設定温度表示灯 → P.5-7



左右独立温度コントロール式フルオートエアコン

5-6 快適装備の使い方
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目的に合った使い方

•ウインドウガラスの曇りや霜を取り

たいときは → P.5-6
•自動で使うときは → P.5-6
•手動で使うときは → P.5-7
•風量調整したいときは → P.5-7
•温度調整したいときは → P.5-7
•早く冷房したいときは → P.5-8
•運転席側と助手席側の温度を独立し

て調整したいときは → P.5-8
•エアコン（冷房・除湿機能）を作動

／停止したいときは → P.5-8
•内外気を切り換えたいときは

→ P.5-9
•排気ガス、ほこりなどを車室内に入

れたくないときは → P.5-9

J10428500042

1.デフロスタースイッチを押すと、作動
表示灯が点灯します。
このとき、エアコンが自動的に作動
し、内外気切り換えは外気導入に切り
換わります。

2.運転席側の温度調整スイッチでお好
みの温度に設定します。

3.風量調整スイッチでお好みの風量に
設定します。

J10403000059

吹き出し口、風量およびエアコンの
ON/OFF を自動的に調整します。AUTO

アドバイス
非常に寒いときに画面の動きが遅くなる

ことがありますが、故障ではありません。
車室内の温度が、常温に戻れば回復しま

す。

ウインドウガラスの曇りや霜
を取りたいときは 

注意
安全のため、ウインドウガラスの曇りや

霜は早めに取り除いて視界確保に努めて
ください。

作動表示灯点灯

MODE スイッチを押して、吹き出し口を

に切り換えてもウインドウガラスの

曇りや霜を取ることができますが、自動
的にエアコンは作動しません。また、外

気導入にも切り換わりません。エアコン

の作動および外気導入への切り換えは、
A/C スイッチおよび内外気切り換えス

イッチを操作してください。

デフロスタースイッチを押したときは、

設定温度を最低温度付近にしないでくだ

さい。ウインドウガラスの外側に露が付
き、視界を妨げることがあります。

アドバイス
曇りや霜を早く取りたいときは風量を最

大に、温度を最高に設定します。

サイドウインドウガラスの曇りを早く取

りたいときは、左右の吹き出し口をサイ

ドウインドウガラスに向けてください。

デフロスタースイッチを押すと、オート

ストップ＆ゴー [AS&G] が作動せず、停

車してもエンジンは自動停止しません。
これは十分な視界を確保するためです。

自動で使うときは 

注意



左右独立温度コントロール式フルオートエアコン

快適装備の使い方 5-7
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スイッチを押すと、作動表示灯が点灯し
ます。

1. AUTO スイッチを押します。

2.温度調整スイッチで希望温度を設定
します。設定温度を LO (18.0) ～ HI
(32.0) の間で調整できます。

3.停止するときはON•OFFスイッチを押

します。再度スイッチを押すと作動し
ます。

J10403100047

お好みに合わせてスイッチを操作してく
ださい。AUTO 作動中でも、操作した機

能が優先されます。

操作した機能以外は自動制御されます。
停止するときはON•OFF スイッチを押し

ます。再度スイッチを押すと作動します。

J10428300040

風量を強くするときはスイッチ（1）を、

弱くするときはスイッチ（2）を押します。

設定した風量は風量表示灯に表示されま
す。

J10428400041

送風温度を上げるときはスイッチを押し
上げ、下げるときは押し下げます。
設定した温度は設定温度表示灯に表示さ
れます。

アドバイス
 25.0 を基準に、お好みの温度に調整して

ください。

AUTO 作動中にスイッチを操作すると操

作した機能が優先されます。操作した機

能以外は自動制御されます。

作動表示灯点灯

フルオートエアコンの自動温度調整は、

日射センサーと室温センサーで行ってい
ます。センサーをふさいだり、クリーナー

などを吹きかけたりしないでください。
センサーの感度が低下し、正常に作動し

なくなります。

手動で使うときは 

アドバイス

日射センサー

室温センサー

風量調整したいときは 

温度調整したいときは 

風量表示灯



左右独立温度コントロール式フルオートエアコン
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J10431700022

MAX COOL スイッチを押すと、冷房出力

が最大になり、作動表示灯が点灯します。
作動表示灯が点灯しているときに再度ス
イッチを押すと、冷房出力が最大になる
前の状態に戻ります。

J10428600043

SYNC 作動表示灯が点灯しているときに

助手席側の温度調整スイッチ、または
SYNC スイッチを操作すると、運転席側

と助手席側の温度を独立して設定するこ
とができます。
このとき、SYNC 作動表示灯が消灯しま

す。

SYNC スイッチを押すと、運転席と助手

席の設定温度は同じになり、SYNC 作動

表示灯が点灯します。

J10428800058

A/C スイッチを押すごとにエアコン（冷

房・除湿機能）の作動または停止が切り
換わります。エアコン作動中は表示灯が
点灯します。

アドバイス
設定温度表示灯の値は、マルチインフォ

メーションディスプレイの温度単位に連

動して切り換わります。
→「単位／言語」P.4-49

エンジン冷却水の温度が低いときに温度

調整スイッチを押しても送風温度は変わ
りません。

早く冷房したいときは 

上げる

下げる

設定温度表示灯
上げる

下げる

アドバイス
MAX COOL スイッチを押すと、吹き出し

口が に切り換わり、エアコンが作動し、
内気循環に切り換わります。

条件によっては再度スイッチを押して

も、風量や吹き出し口が前の状態に戻ら
ない場合があります。

運転席側と助手席側の温度を
独立して調整したいときは 

作動表示灯点灯

アドバイス
SYNC 作動表示灯が点灯しているときに

運転席側の温度調整スイッチを操作する

と、助手席側も同じ設定温度になります。

エアコン（冷房・除湿機能）を
作動／停止したいときは 

SYNC 作動表示灯
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J10428700044

内外気切り換えスイッチを押すと外気導
入（外気を車内に入れる）と内気循環（外
気を遮断する）の切り換えができます。
内気循環に切り換わるとスイッチ内の表
示灯が点灯します。

J10428900020

トンネルや渋滞など外気が汚れていると
きは、内外気切り換えスイッチを押して
内気循環にします。
→「内外気を切り換えたいときは」P.5-9

J10409000064

エンジン冷却水の温度が低いとき、暖房
性能を向上させるための電気式ヒーター
です。

AUTO スイッチを押し、運転席側または

助手席側の温度調整スイッチでお好みの
温度に設定してください。
エンジン冷却水と車室内の温度から判断
して自動で作動、停止を行います。

内外気を切り換えたいときは 

作動表示灯

表示灯

注意
ウインドウガラスの曇りを防止するため

通常は外気導入で使用してください。
長時間内気循環にしておくとウインドウ

ガラスが曇りやすくなるため、ときどき
外気導入に切り換えて換気してくださ

い。

アドバイス
早く冷暖房したいときは、内気循環にす

ると効果的です。

次のいずれかの操作をすると、内外気切

り換えスイッチは自動制御になります。

•手動で外気導入にしているときにエン

ジンスイッチの電源モードを OFF にし

た後、エンジンスイッチの電源モードを

ON にする

•エンジンスイッチの電源モードをONに

してから初めてデフロスタースイッチ

を OFF にする

表示灯が消灯しているとき、内外気切り

換えスイッチを約 2 秒間長押しすると、

表示灯が 2 回点滅し、内外気切り換え制

御スイッチは自動制御になります。

内外気切り換えスイッチが自動制御のと

きに内外気切り換えスイッチを押すと、
自動制御が解除されます。

排気ガス、ほこりなどを車室内
に入れたくないときは 

スタートアップヒーター 

自動で使いたいときは 
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1. MODE スイッチを押して吹き出し口

をお好みに設定します。
2.運転席側の温度調整スイッチで設定
温度表示灯を HI に設定します。

3.風量調整スイッチで風量をお好みに
設定します。

J10431500020

リヤサーキュレーターは、後席に風を送
り、空気を循環させる装置です。
エンジンスイッチの電源モードが ON の

状態のときに使用できます。

フラップを動かして調整します。 1.作動させるときは、ON/OFF スイッチ

を押します。
2.風量を強くするときは UP スイッチ

を、弱くするときは DOWN スイッチ

を押します。
選択した風量は、風量表示灯に表示さ
れます。

3.作 動 を 停 止 し た い と き は、再 度
ON/OFF スイッチを押します。

手動で使いたいときは 

アドバイス
エンジン冷却水の温度が十分に上昇する

と、自動で停止します。

リヤサーキュレーター 

風向きを調整するときは 

アドバイス
中央吹き出し口を上向きに調整すると、

エアコンの冷風を効果的に後席に送るこ

とができます。

ON/OFF スイッチ

風量調整スイッチ

フラップ

吸気口に異物を入れないでください。

リヤサーキュレーターを使う
ときは 

アドバイス

吸気口
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アドバイス
次の場合でも風量を記憶しています。

•ON/OFF スイッチを押してリヤサー

キュレーターの作動を停止したとき

•エンジンスイッチの電源モードを OFF
にしたとき

ただし、バッテリーを外すと記憶は消去

され、自動的に風量弱になります。

風量表示灯
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J10429000099

次の機能をお好みに合わせて変更することができます。

J10463500023

お客様のお車には「ナノイーX」* が搭載

されています。
「ナノイー X」は有害物質を抑制し、車内

の空気を快適に保つのに役立ちます。
「ナノイー X」とは、空気中の水分から生

み出される微粒子イオンです。お肌と同
じ弱酸性で、人に優しいイオンです。

送風時に、運転席側の吹き出し口から「ナ
ノイー X」が放出されます。

エアコンのカスタマイズ（機能の設定変更） 

項目 設定内容
工場出荷時
の設定

設定変更方法

マルチインフォ
メーションディ

スプレイ *2

三菱自動車
販売会社

ECO モードのときのエ

アコンの ECO 制御

ECO モード動作時に、エアコンのエコ運転 *1 の

ON/OFF を選択できます。
ON ○ ○

*1：エコ運転時は、エアコンの作動を抑制しているため、エアコンの効きが弱いと感じる場合があります。
*2：マルチインフォメーションディスプレイ操作での設定変更は次の項をお読みください。

→「エコ」P.4-46

ナノイー X 

*:「nanoeX」、「ナ ノ イ ー X」お よ び

「nanoeX」マークは、パナソニック株

式会社の商標です。

警告
「ナノイー X」の装置は高電圧の部品を含

むため、分解、修理はしないでください。

修理が必要な場合は、三菱自動車販売会
社にご相談ください。

アドバイス
車内の環境（温度、湿度）、風量、風向き

によっては「ナノイー X」の効果が十分

に得られない場合があります。

「ナノイー X」作動時は微量のオゾンが発

生し、かすかににおうことがありますが、
森林など、自然界に存在する程度の量な

ので、人体に影響はありません。
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J10401500076

USB デバイスまたは iPod* を接続するこ

とができます。
*: “iPod” は米国および他の国々で登録さ

れた Apple Inc. の商標です。

USB ポートはインパネセンターパネル

にあります。

J10403500041

1.安全な場所に車両を停車して、エンジ
ンスイッチの電源モードを OFF にし

ます。
2.市販のUSB接続ケーブルをUSBデバ

イスに接続します。

3. USB 接続ケーブルを USB ポートに接

続します。

4. USB 接続ケーブルを取り外すときは、

電源モードを OFF にしてから、取り

付けるときと逆の手順で取り外しま
す。

J10403600042

1.安全な場所に車両を止めて、エンジン
スイッチの電源モードを OFF にしま

す。
2. iPod にコネクターケーブルを接続し

ます。

3. USB ポートにコネクターケーブルを

接続します。
4.コネクターケーブルを取り外すとき
は、電源モードを OFF にしてから、取

り付けるときと逆の手順で取り外し
ます。

USB ポート 

注意
USB接続ケーブルをUSBポートに無理や

り押し込まないでください。USB 接続

ケーブルを斜めまたは上下逆さまに差し

込むと、USB ポートが損傷するおそれが

あります。USB 接続ケーブルを USB ポー

トに正しく接続してください。

USB 接続ケーブルを意図せず引いてしま

いそうな場所に置かないでください。
USB 接続ケーブルを引くと USB ポート

が損傷するおそれがあります。

USB デバイス（機器）の接続
のしかた 

Type-C

Type-A

USB デバイス

USB 接続ケーブル

アドバイス
USBデバイスをUSBポートに直接接続し

ないでください。

iPod の接続のしかた 

アドバイス
コネクターケーブルは Apple Inc. 純正品

を使用してください。
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J10403700098

接続できるデバイスの種類および対応可
能なファイルの仕様については、別冊の
「スマートフォン連携ナビゲーション」取
扱説明書をお読みください。

J10431600021

USB デバイスの端子部分に触れない

でください。
USB デバイスの上に重い物を置かな

いでください。
USB デバイスを湿気の多い場所に保

管しないでください。
USB デバイスを直射日光にさらさな

いでください。
USB デバイスに液体をかけないでく

ださい。

詳細はUSBデバイスの取扱説明書をお読

みください。

J10400500109

ラジオを聞くときは、アンテナをカチッ
と音がする位置まで起こしてからお聞き
ください。

接続できるデバイス（機器）の
種類および対応可能なファイ
ルの仕様 

アドバイス
接続されているUSBデバイスまたはその

他のデバイスの種類によっては、正しく

機能しなかったり、ご使用いただける機
能に制限がある場合があります。

最新のファームウェアにした iPodの使用

をおすすめします。

 iPod はエンジンスイッチの電源モードが

ON のときに USB ポートに接続すること

で充電することができます。

 iPad の充電には対応していません。

USBデバイスまたは iPodを車内に置いた

ままにしないでください。

データ破損のおそれがあるためファイル

のバックアップをおすすめします。

接続可能なデバイス以外の機器（ハード

ディスク、カードリーダー、メモリーリー

ダーなど）を USB ポートに接続しないで

ください。デバイスおよびデータが破損

するおそれがあります。誤って接続した
場合はエンジンスイッチの電源モードを

OFF にしてから取り外してください。

USB デバイスの取り扱い 

アンテナ 

注意
アンテナが凍結すると、ラジオおよび

GPSアンテナの受信状態が悪くなること

があります。受信状態を回復するには、氷
を取り除いてください。

ルーフから雪を取り除くときは、アンテ

ナに強い力を加えないでください。アン

テナが損傷したり、ルーフパネルがへこ
むおそれがあります。

高圧洗浄機を使用するときは、ノズルを

アンテナに向けないでください。シール
部が変形または損傷するおそれがありま

す。

ルーフ上の荷物で電波がさえぎられる

と、ラジオの受信状態が悪くなることが

あります。できるだけアンテナの近くに

荷物を載せないでください。

アンテナの上部に荷物などを載せないで

ください。ルーフ上の荷物で電波がさえ

ぎられると、GPS アンテナが受信できな

くなり、位置情報を利用する機能が使用

できなくなるおそれがあります。

注意
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取り外すときはポールを反時計回りに回
します。

取り付けるときは時計回りに回してポー
ルをベース部にねじ込み、しっかりと取
り付けてください。

J10400600054

前面だけでなく、フックから外せば側面
にも回せます。

J10404000072

サンバイザーの裏側にあります。

J10404100073

サンバイザーの裏側にあります。

J10400700101

エンジンスイッチの電源モードが ON の

ときに使用できます。
プラグタイプの電気製品の電源としてご
使用ください。

取り外し方、取り付け方

アドバイス
次のようなときは、アンテナを損傷する

おそれがあるため必ずアンテナを取り外
してください。

•自動洗車機を使用するとき

•ボデーカバーをかけるとき

立体駐車場など天井の低い所へ入るとき

は、アンテナが当たらないように倒して

ください。

ポール

ベース部

サンバイザー 

バニティミラー 

フック

チケットホルダー 

注意
強い直射日光にさらされると車内が高温

になるため、プラスチック素材のカード

をはさんだままにしないでください。

カードが変形やひび割れを起こすおそれ
があります。

アクセサリーソケット
(DC12V) 

チケットホルダー
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必ず、12V で消費電力が 120W 以下の電

気製品を使用してください。

ふたを開けて使用します。

ふたを開けて使用します。

J10414600042

エンジンスイッチまたは電源モードが
ON のときに、USB デバイス（機器）の

電源として使用できます。
使用するときは、フロアコンソールボッ
クスにある充電用 USB ポートに、USB 接

続ケーブルを接続します。

フロント 

リヤ 

インパネセンターパネル

注意
ソケットを同時に使用するときは、2 つの

ソケットを合わせて 12V で消費電力が

120W 以下の電気製品を使用してくださ

い。120W を超える電気製品を使用する

と、ヒューズが切れるおそれがあります。

市販の電気製品を使用しないでくださ

い。バッテリー上がりやアクセサリーソ
ケットが損傷する原因となります。

ソケットのふたを開けたまま放置しない

でください。

プラグタイプ以外の物をソケットに入れ
ると故障したり、ショートする可能性が

あります。

アドバイス
エンジンがかかっていないときに長い間

使用すると、バッテリーが上がることが

あります。

フロアコンソール 充電用 USB ポート 

注意
USB 接続ケーブルを差し込むときは、

まっすぐに根元まで差し込んでくださ
い。差し込みが不十分な場合、発熱によ

りヒューズが切れるおそれがあります。

Type-A

Type-C
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J10400800085 J10404200074 Type-Aの充電用USBポートを使用すると

きは、接続する USB デバイスの消費電力

が 12W（最大定格出力：5V-2.4A）、Type-
C の充電用 USB ポートを使用するとき

は、接続する USB デバイスの消費電力が

15W（最大定格出力：5V-3A）を、それ

ぞれ超えないようにしてください。充電
用 USB ポートや接続した USB デバイス

が損傷するおそれがあります。

USB コネクターボードが中央にあるリ

バーシブルタイプのUSBコネクターを接

続しないでください。充電用 USB ポート

が破損するおそれがあります。

アドバイス
充電用USBポートは電源としてのみ使用

できます。
車両のオーディオ機器には接続されませ

ん。

USB ハブなどを使用して、複数の USB デ

バイスを同時に充電しないでください。

万一、飲み物などをこぼした場合は、使

用を中止し三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。

エンジンがかかっていないときに長い間

使用すると、バッテリーが上がることが
あります。

注意 室内灯 

アドバイス
エンジンがかかっていないときに長い間

ランプを点灯させておくと、バッテリー

が上がることがあります。
車から離れるときは必ずランプが消えて

いることを確認してください。

ルーム＆マップランプ P.5-17

LED インテリア

イルミネーション P.5-18

ルームランプ（リヤ）
P.5-17

ルームランプ 

フロント 

1- スイッチを押し込むと、ルームラン
プが常時点灯します。もう一度押す
と、ルームランプが消灯します。
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J10404300059

ルームランプ（フロント）消灯時、スイッ
チを押すと押した側のランプが点灯し、
もう一度押すと消灯します。

J10429500078

インナードアハンドルの LEDイルミネー

ションは、エンジンスイッチの電源モー
ドを ON から OFF にすると、数秒間点灯

します。

2- スイッチを押し込むと、ドアを開け
てもルームランプが点灯しなくな
ります。
スイッチが押し込まれていないと
きは、いずれかのドアを開けると
ルームランプが点灯し、閉じると約
20 秒後に消灯します。ただし、次の

ようなときはすぐに消灯します。
エンジンスイッチの電源モード

を ON にしたとき

キーレスオペレーションシステ

ムのリモコンスイッチを使って
施錠したとき

キーレスオペレーション機能を

使って施錠したとき

リヤ 

スイッチ
位置

点灯 • 消灯のしかた

1-ON 常時点灯

2-DOOR

いずれかのドアを開ける
と点灯、閉じると約 20 秒

後に消灯します。ただし、
次のようなときはすぐに
消灯します。

• エンジンスイッチの電
源モードをONにしたと

き

• キーレスオペレーショ
ンキーのLOCKスイッチ

を押して施錠したとき

• キーレスオペレーショ
ン機能を使って施錠し
たとき

3-OFF 常時消灯

アドバイス
ドアが閉まっているときに電源モードを

OFF にすると点灯し、約 20 秒後に消灯

します。

マップランプ 

LED インテリアイルミネー
ション 



小物入れ

快適装備の使い方 5-19
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J10404500136

エンジンスイッチの電源モードが

OFF の状態で、車内照明を点灯したま

まにすると、約 10 分後に照明が自動

的に消灯します。

自動的に消灯した後、エンジンスイッ

チを操作したり、ドアの開閉やキーレ
スオペレーションシステムの操作を
すると再び点灯します。

J10400900073

J10404600052

レバーを引くと開きます。エマージェン
シーキーで施錠・解錠ができます。

アドバイス
エンジンスイッチの電源モードがOFFの

ときは、運転席ドアを開けるとインナー

ドアハンドルの LEDイルミネーションが

常時点灯します。

インテリアランプ *オートカッ
ト機能（自動消灯） 

*ルーム＆マップランプ、ルームランプ
（リヤ）および LED インテリアイルミ

ネーション

小物入れ 

注意
強い直射日光にさらされると車内が高温

になるため、ライター・炭酸飲料缶・メ
ガネなどを放置しないでください。

ライターなどの可燃物は自然発火した

り、炭酸飲料などの缶は破裂するおそれ
があります。また、プラスチックレンズ

またはプラスチック素材のメガネは変
形、ひび割れを起こすおそれがあります。

走行中は小物入れのふたを必ず閉めてお

いてください。万一の場合、ふたや内部

の小物でけがをするおそれがあります。 

グローブボックス 

グローブ
ボックス

フロアコンソール
ボックス

リッド付アッパーグローブボックス

サングラスホルダー

施錠

解錠



小物入れ

5-20 快適装備の使い方

5 グローブボックスの内側にカードホル
ダーがあります。

J10431300028

ボタンを押すと開きます。

J10431400029

リッドを押すと開きます。

閉めるときはロックするまで押します。

J10404700079

レバーを引きながらふたを開けます。
ふたはアームレストとしても使用できま
す。

アドバイス
ライトスイッチが の位置のとき、また

は AUTO の位置でランプ類が点灯してい

るときにグローブボックスを開けると、
グローブボックス内のランプが点灯しま

す。

リッド付アッパーグローブ
ボックス 

サングラスホルダー 

ボタン 注意
サングラス以外の重い物を入れないでく

ださい。落下して思わぬ事故につながる
おそれがあります。

アドバイス
サングラスの形状によっては収納できな

い場合がありますので、確かめてからご
使用ください。

フロアコンソールボックス 

レバー



ドリンクホルダー

快適装備の使い方 5-21
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J10401000084

フロアコンソールにドリンクホルダーが
あります。

左右吹き出し口の下にドリンクホルダー
があります。
引き出して使用します。

ドリンクホルダー上部のリングのみを格
納すると、トレイとしても使えます。

アームレストを倒すとドリンクホルダー
があります。
→「アームレスト（ひじ掛け）」P.3-21

ドリンクホルダー 

警告
車内に水をかけたり、飲み物などをこぼ

したりしないでください。スイッチ類、配

線や電気部品にかかると、故障や車両火
災の原因になります。

万一、飲み物などをこぼした場合は、可
能な限り水分を取り除き、すみやかに三

菱自動車販売会社にご相談ください。

注意
走行中は、飲み物を出し入れしないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれが
あります。

走行中の振動や揺れなどで飲み物がこぼ

れることがあります。熱い飲み物の場合、
やけどをするおそれがありますので注意

してください。

フロントシート用 

フロアコンソール 

インストルメントパネル 
アドバイス

ドリンクホルダーを使用しないときは格

納しておいてください。

リヤシート用 

リング



ボトルホルダー

5-22 快適装備の使い方

5

J10401100056

ペットボトルなどを入れることができま
す。

J10401200073

座ったときに手で身体を支えるためのグ
リップがあります。

J10409500069

軽い荷物を掛けることができます。

ボトルホルダー 

警告
車内に水をかけたり、飲み物などをこぼ

したりしないでください。スイッチ類、配

線や電気部品にかかると、故障や車両火
災の原因になります。

万一、飲み物などをこぼした場合は、可

能な限り水分を取り除き、すみやかに三
菱自動車販売会社にご相談ください。

注意
走行中は、飲み物を出し入れしないでく

ださい。思わぬ事故につながるおそれが
あります。

走行中の振動や揺れなどで飲み物がこぼ

れることがあります。熱い飲み物の場合、
やけどをするおそれがありますので注意

してください。

アドバイス
カップや飲料缶を収納しないでくださ

い。

ペットボトルなどはふたを確実に閉めて

収納してください。

ペットボトルの大きさ、形状によっては

収納できないことがあります。

注意 アシストグリップ 

注意
アシストグリップに手を掛けて乗り降り

しないでください。
アシストグリップが外れて思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

コンビニエントフック 



フロアマット

快適装備の使い方 5-23
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J10401400020A

お客様のお車には、専用のフロアマット
が設定されています。
フロアカーペットに装着されている固定
クリップを使用し、次の手順で確実に固
定してください。

J10405100025

1.フロアマットを床の形状に合わせて
敷きます。

2.フロアマットの取り付け穴に固定ク
リップを通し、確実に固定します。

アドバイス
フックの変形または破損を防ぐため、次

のことをお守りください。

• 4kg 以上の荷物を掛けない。

•炎天下などで車内が高温のときは、荷物

を掛けたままにしない。

フロアマット 

固定のしかた 

アドバイス
車種により、フロアマットの形状や固定

クリップの数が異なる場合があります。

詳しい固定方法はフロアマットの取扱説

明書をお読みください。

警告
運転席にフロアマットを敷くときは、次

のことを必ずお守りください。お守りい
ただかないと、フロアマットがずれて各

ペダルと干渉し、思わぬスピードが出た
りブレーキが効きづらくなるなど重大な

事故につながるおそれがあります。

•固定クリップを使用し確実に固定する

•フロアマットを前後逆さまにしたり、裏

返して使用しない

•フロアマットでペダルを覆わない

•フロアマットの上または下に、別のフロ

アマットを重ねて敷かない

•アクセルペダルの下に敷かない

•三菱自動車純正フロアマットであって

も、他車種または年式の異なるフロア

マットを使用しない

運転する前に次のことを確認してくださ

い。

•フロアマットがすべての固定クリップ

で正しく固定されていることを定期的
に確認し、車内の清掃などでフロアマッ

トを取り外した後は必ず確認する

•エンジン停止時およびセレクターレ

バーが のときに、各ペダルをいっぱい

に踏み込み、フロアマットと干渉がなく

運転に支障がないことを確認する

警告
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日常点検

6-2 メンテナンス

6

J10600100107

日常点検整備は、お客様の責任において実施していただくことが法律で義務付けられています。事故や故障を未然に防ぐため必ず
実施してください。

日常点検整備は、長距離を走行するときや、洗車、給油時などにお客様自身で行う点検整備です。

詳細については、別冊の「メンテナンスノート」に記載していますので併せてお読みください。
次のような点に気づいたら、三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

•いつもと違う音や臭いや振動がするとき

•ブレーキ液が不足しているとき

•地面に油の漏れた跡が残っているとき

日常点検 

警告
エンジン回転中はエンジンルームに手を入れないでください。

手や衣服がドライブベルトなどに巻き込まれるおそれがあります。

エンジンルーム内の部品には高温になる物があります。

やけどをするおそれがありますので、各部が十分冷えてから点検してください。

アドバイス
ディーゼルエンジンは、排気後処理システムの損傷を防ぐために、高速走行や登坂走行、DPF 再生直後はエンジンを止めても電動ウォーター

ポンプがしばらくの間作動することがあります。
そのため、エンジンを止めてからも電動ウォーターポンプの作動音が聞こえることがありますが、異常ではありません。一定時間作動した

後、電動ウォーターポンプは自動的に停止します。

→「ディーゼルパティキュレートフィルター [DPF]」P.4-9



日常点検

メンテナンス 6-3

6

バッテリー P.6-6

ブレーキ液タンク

エンジンオイル注入キャップコンデンスタンク 
P.7-28

エンジンオイルレベルゲージ

ウォッシャータンク P.6-6



環境保護のために守っていただきたいこと

6-4 メンテナンス

6

J10600200023

J10601700025

環境保護のために次のことをお守り

ください。

•使用済みのバッテリーやタイヤは、

新品を購入した販売店に処分を依頼
してください。
•エンジンオイルや冷却水を交換する

場合は、三菱自動車販売会社にご相
談ください。

J10600300079

1.ワイパーアームが立っているときは
ワイパーアームを倒します。

警告
冷却ファンはエンジンが回転していなくても自動的に回り出すことがあります。

エンジンルーム内で作業する場合は、安全のためにエンジンスイッチの電源モードを OFF にしてください。

通常はラジエーターキャップを外さないでください。

冷却水には圧力がかかっているため、冷却水の温度が高いときにキャップを外すと、蒸気や熱湯が噴き出し、やけどをするおそれがあります。

点検や交換した後は、工具や布などをエンジンルームに置き忘れていないことを確認してください。

万一の場合、故障や火災になるおそれがあります。

冷却ファン

警告ラベル

車両前方

ラジエーターキャップ

環境保護のために守ってい
ただきたいこと 

廃棄物を処理するときは 

エンジンフード（ボンネッ
ト） 

開けるときは 



エンジンフード（ボンネット）

メンテナンス 6-5

6

2.計器盤右下にあるレバーを引くとエ
ンジンフードが少し浮き上がります。

3.エンジンフードのすき間に手を入れ、
前端中央部のレバーを左へ押しなが
らエンジンフードを持ち上げます。

4.支持棒をエンジンフードの穴に差し
込みエンジンフードを確実に固定し
ます。

1.エンジンフードを支えながら支持棒
を穴から外してクリップに固定しま
す。

2.エンジンフードを少し持ち上げた位
置（約 20cm）から離します。

3.エンジンフードが完全に閉じている
ことを確認します。

注意
ワイパーアームが立った状態でエンジン

フードを開けるとエンジンフードに傷が
つくおそれがあります。

レバー

注意
風の強いときにエンジンフードを開けて

いると、風にあおられて支持棒が外れる

ことがあります。特に風の強いときはご
注意ください。

支持棒は必ず所定の穴に差し込んでくだ

さい。所定以外の箇所に掛けると支持棒

が外れ、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

閉めるときは 

注意
手や物をはさまないように注意してくだ

さい。

注意
走行前に必ずエンジンフードが確実に閉

じていることを確認してください。

完全に閉じていないまま走行するとエン
ジンフードが開くおそれがあります。

エンジンフードを手で強く押しつけない

でください。力のかけぐあいや場所に

よっては、万一の場合、車体がへこむお
それがあります。



エンジンオイルの補給

6-6 メンテナンス
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J10600400083

エンジンオイルが不足するとエンジンの
不調や破損につながるおそれがありま
す。エンジンオイル量を点検しオイルが
不足している場合は、三菱自動車純正エ
ンジンオイルを補給してください。
なお、エンジンオイルの点検、補給方法、
交換時期についての詳細は別冊の「メン
テナンスノート」をお読みください。
→「エンジンオイル注入キャップ、

エンジンオイルレベルゲージ」P.6-2
→「エンジンオイルの量と種類」P.8-3

J10600500143

ウォッシャータンクのキャップを開け、
レベルゲージで液量を点検してくださ
い。

ウォッシャー液が不足している場合は、
三菱自動車純正ウォッシャー液を気温に

適した濃度になるように補給してくださ
い。
希釈割合はウォッシャー液の容器に表示
してある凍結温度を参考にしてくださ
い。

J10600600072

バッテリー液を点検し、液が不足してい
る場合は補充してください。

エンジンオイルの補給 

アドバイス
エンジンオイルは通常走行でも、走行状

況に応じて消耗します。
オイル量を点検しオイルが不足している

場合は、補給してください。

エンジンの性能や寿命、始動性に大きく

影響しますので、補給するときは必ず指
定のオイルおよび粘度のものを使用して

ください。

ウォッシャー液の点検・補
給 

車両前方

下限

上限

車両前方

注意
ウォッシャー液以外の液体を入れないで

ください。石けん水、ガラス洗浄液、冷
却水なども使わないでください。ポンプ

の故障、ノズルの詰まり、塗装のしみな
どの原因となります。

ウォッシャーノズル内に汚れが付着する

と、ウォッシャー液が正しくガラスに噴

射されないことがあります。ピンなどで
汚れを取り除くとノズルが損傷するおそ

れがありますので、三菱自動車販売会社
にご相談ください。

冬期は、ウォッシャー液を薄めすぎると

液がウインドウガラスに凍りついてしま

うことがあります。

バッテリー液の点検・補充 

アドバイス
点検および補充方法については別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ

い。



タイヤメンテナンス

メンテナンス 6-7
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J10600700028

J10602000067

タイヤの摩耗を均一にして寿命を延ばす
ため、タイヤローテーションを 5,000km
走行ごとに行ってください。

J10602100026

ウェアインジケーター（溝の深さ 1.6mm
以下）が現れたら、スリップしやすくな
り危険ですのでタイヤを交換してくださ
い。

J10602200043

タイヤの空気圧は定期的に点検し、必ず
規定の空気圧に調整してください。
→「タイヤの空気圧」P.8-9

タイヤメンテナンス 

タイヤローテーション 

スペアタイヤを使用する場合

前

スペアタイヤを使用しない場合

前

注意
タイヤに回転方向を示す矢印がついてい

るときは、4 輪で前後ローテーションを

行ってください。
タイヤを取り付けるときは、車両前進時

の回転方向と矢印の向きが同じになるよ

うに取り付けてください。矢印の向きが
異なるとタイヤの性能が十分に活かされ

ません。

種類の異なったタイヤを混ぜて使用する

ことは、安全走行に悪影響をおよぼしま

すので避けてください。

回転方向を示す矢印がついている場合

前

車両前方
回転方向を

示す矢印

タイヤの摩耗 

アドバイス
ウェアインジケーターのマークや位置

は、タイヤメーカーによって異なります。

タイヤ空気圧の点検・調整 

ウェアインジケーター（摩耗限度表示）

ウェアインジケーター位置を示すマーク



クリーンエアフィルターの交換

6-8 メンテナンス

6

J10600800058

1.グローブボックスを開けます。

2.グローブボックス右側のロッドを右
側に引いて外します。

3.グローブボックスの側面を押しなが
ら左右のツメを外し、グローブボック
スを下げます。

4.グローブボックスの留め具を（A）・
（B）の順に手前に引いて外します。

5.グローブボックスを下側に引いて取
り外します。

6.グローブボックスの奥にクリーンエ
アフィルターがあります。

7.カバー右側のツメを外し、次に左側の
ツメを外して、カバーを取り外しま
す。

警告
タイヤの空気圧が不足したまま走行する

と、タイヤが偏摩耗したり、車の安定性
や操縦性を確保できなくなるおそれがあ

ります。また、バースト（破裂）するな
ど重大な事故につながるおそれがありま

す。

アドバイス
点検方法は別冊の「メンテナンスノート」

をお読みください。

規定の空気圧は運転席ドアを開けたボ

デー側のラベルにも表示しています。

クリーンエアフィルターの
交換 

ロッド

ツメ ツメ

留め具 (B)
留め具 (A)



内装品のお手入れ

メンテナンス 6-9

6
8.クリーンエアフィルターを取り出し
て新品と交換します。交換するときは
フィルターの矢印が下向きになるよ
うに取り付けてください。

9.元に戻すときは、取り外したときと逆
の手順で取り付けます。

J10601000028

1.電気掃除機などでほこりを取り除き
ます。

2.ガーゼなどの柔らかい布に、中性洗剤
を薄めた水溶液を含ませて、軽く拭き
取ります。

3.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって、洗剤をきれいに拭き取りま
す。

4.水分をよく拭き取り、風通しのよい日
陰で乾燥させます。

ツメツメ

ツメ

内装品のお手入れ 

注意
シリコンやワックスを含むクリーナーや

保護剤を使用しないでください。
変色の原因になったり、インストルメン

トパネルなどに使用すると使用箇所がウ
インドウガラスに映り込み、視界の妨げ

になるおそれがあります。

また、各種スイッチなどに付着すると電
装品の故障につながるおそれがありま

す。

見えにくい場所や狭い場所のお手入れを

するときは、手袋などを使用して、手に
けがをしないよう注意してください。

ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸

またはアルカリ性の溶剤は使用しないで
ください。変色やしみ、割れの原因にな

ります。
また、各種クリーナー類にはこれらの成

分が含まれているおそれがありますので

よく確認の上、使用してください。

ブラシ、合成繊維類、固い布、乾いた布

やウェットティッシュは使用しないでく

ださい。使用すると表面を傷つけたり、変
色するおそれがあります。

液体芳香剤は、こぼれないよう容器を確

実に固定してください。

また、インストルメントパネルの上やラ
ンプ類、メーターの近くには置かないで

ください。

含まれる成分によって樹脂部品や布材の
変色、ひび割れを起こすおそれがありま

す。

アドバイス
ガラスの内側を清掃するときは、電熱線

を傷つけないよう電熱線に沿って柔らか
い布で拭いてください。

注意
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J10602300028A

1.ガーゼなどの柔らかい布に、ウール用
中性洗剤の 5% 水溶液を含ませて、汚

れを拭き取ります。
2.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって、洗剤を拭き取ります。

3.乾いた柔らかい布で水分を拭き取り、
風通しのよい日陰で乾燥させます。

J10604900044

1.ガーゼなどの柔らかい布に、中性洗剤
の 2.5% 水溶液を含ませます。

2.ベルトを軽くたたくようにして汚れ
を拭き取ります。

またリングに汚れが付着している場
合は、この汚れを拭き取ってくださ
い。

3.真水にひたした柔らかい布を固くし
ぼって、洗剤を拭き取ります。

4.お手入れのために引き出したベルト
を巻き取らせる前に、十分に乾燥さ
せ、水分が残っていないことを確認し
てください。

J10601100029

お車を美しく保つために、走行後は塗装
面に付着したほこりを毛ばたきなどでは
らい落としてください。
次のような汚れは、そのままにしておき
ますと、腐食、変色、しみになるおそれ
がありますので、できるだけ早く洗車し
てください。

海水や道路凍結防止剤など

工場のばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、

化学物質（酸、アルカリ、コールター
ルなど）など

鳥のふん、虫の死がい、樹液、花粉など

J10602400120

1.水をかけながら、車体の下まわりを洗
います。

2.車体上部から水をかけながら、スポン
ジなどで汚れを洗い落とします。

3.水洗いで落ちにくい汚れには、中性洗
剤を使用してください。
その後は、中性洗剤を水で完全に洗い
落とします。

4.柔らかい布またはセーム皮で、塗装面
にはん点が残らないよう水分を拭き
取ります。

本革のお手入れ 

アドバイス
水をこぼしたり、雨などでぬれたときは、

乾いた柔らかい布で早めに水分を拭き
取ってください。

ナイロンブラシ、合成繊維類で強くこす

ると表面を傷つけるおそれがあります。

本革の汚れはカビなどの原因となりま

す。油汚れなどは、早めに落としてくだ
さい。

直射日光に長時間さらすと表面が日焼け

したり、硬くなって縮むことがあります。
できるだけ日陰に駐車してください。

シートベルトのお手入れ 

アドバイス
ベルトやリングが汚れている場合や、ベ

ルトがスムーズに巻き取られなくなって
きたときに、清掃を実施してください。

外装品のお手入れ 

走行後のお手入れ 

注意
下まわりやホイールを洗うときは、厚手

のゴム手袋などを使用して、手にけがを

しないよう注意してください。

洗車のしかた 
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J10602500075

月に1～ 2回または、水をはじかなくなっ

たときにかけます。
ワックスがけは、洗車後や塗装面が体温
以下のときに直射日光を避けて行ってく
ださい。
ワックスのかけ方はワックスの説明書に
従ってください。

注意
エンジンルーム内には水をかけないでく

ださい。車体の下まわりを洗車するとき
も、エンジンルーム内に水が入らないよ

うにしてください。
エンジン始動不良などの原因になりま

す。

洗車後は、低速で走行しながら数回ブ

レーキペダルを軽く踏み、ブレーキを乾
かしてください。

ぬれたままにしておくとブレーキの効き
が悪くなったり、凍結やさびによってブ

レーキが固着し、走行できなくなること

があります。

洗車をする前にワイパースイッチを OFF
位置にしてください。AUTO 位置のまま

でフロントガラスに水がかかると、ワイ
パーが自動作動して手や指などをはさん

だり、ワイパーブレードを損傷するおそ

れがあります。

アドバイス
自動洗車機を使用する前に、自動洗車機

が使用可能な車両寸法であること、およ

びルーフレール（タイプ別装備）付きで
あっても自動洗車機が使用可能か、必ず

係員にご相談ください。
係員のいないコイン洗車機などでは、自

動洗車機の操作要領に従って洗車してく

ださい。
車両寸法については車載の「自動車検査

証」をお読みください。

自動洗車機を使用すると塗装面にブラシ

の傷がつき、塗装の光沢が失われたり、劣
化を早めるおそれがあります。

洗浄機（コイン洗車機など）は機種によっ

て高温、高圧の物があります。
車体樹脂部品の熱変形、破損、接着式マー

ク類のはがれ、室内への水浸入などのお

それがありますので、次のことをお守り
ください。

•洗車ノズルと車体との距離を十分離す。

（約 70cm 以上）

•ドアガラスまわりを洗うときは、洗車ノ

ズルをガラス面に垂直に向け、洗車ノズ

ルとガラスとの距離を十分離す。（約

70cm 以上）

自動洗車機を使用するときは、部品が破

損したり、車両を傷つけるおそれがあり

ますので、ドアミラーを格納し、アンテ
ナを取り外してください。

→「アンテナ」P.5-14
自動洗車機を使用するときは、室内への

水侵入を防ぐため、ドアガラスを閉めて

ください。

お客様のお車には衝突被害軽減ブレーキ

システム [FCM] および踏み間違い衝突防

止アシスト [EAPM] が装着されています。

自動洗車機を使用するとき、予期しない

作動を防ぐために、FCM および EAPM シ

ステムを OFF にしてください。

→「FCM を ON/OFF するときは」P.4-80
→「EAPM を ON/OFF するときは」P.4-91

アドバイス ワックスを使ったお手入れ 

アドバイス
三菱自動車純正ワックスの使用をおすす

めします。

洗車やワックスがけを行うときは、車体

の一点に強い力がかからないよう注意し

てください。
力のかけぐあいや場所によっては、万一

の場合、車体がへこむおそれがあります。
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J10602600021

ワイパーの拭きが悪くなったときは、ウ
インドウガラス洗浄剤（ガラスクリー
ナーなど）で清掃してください。

J10602700064

ワイパーゴムに異物が付着していたり、
摩耗していると拭きが悪くなりますの
で、次のように処置してください。

異物が付着しているときは、水を含ま

せた柔らかい布でワイパーゴムを清
掃してください。

ワイパーゴムが摩耗しているときは、

早めにワイパーゴムを交換してくだ
さい。

J10602900066

スポンジまたはセーム皮で清掃します。
黒色や灰色系統で表面がざらざらしてい
る部分（バンパーやモールディングなど）
およびランプ類にワックスが付着すると
白くなることがあります。
ワックスが付着したときは、温水を用い
柔らかい布またはセーム皮などできれい
に拭き取ってください。

J10603000022

1.水をかけながら、スポンジなどで汚れ
を洗い落とします。

2.水洗いで落ちにくい汚れには、中性洗
剤を使用してください。
洗車後は、中性洗剤を水で洗い落とし
ます。

3.柔らかい布またはセーム皮で水分を
拭き取ります。

ウインドウガラスのお手入れ 

アドバイス
三菱自動車純正ウインドウガラス洗浄剤

の使用をおすすめします。

ガラスの内側を清掃するときは、電熱線

を傷つけないよう電熱線に沿って柔らか

い布で拭いてください。

ワイパーのお手入れ 

アドバイス
ワイパーゴムの交換については、別冊の

「メンテナンスノート」をお読みくださ
い。

樹脂部品のお手入れ 

アドバイス
たわしなどの硬い物は、表面を傷つける

おそれがありますので使用しないでくだ

さい。

ガソリン、軽油、ブレーキ液、エンジン

オイル、グリース、塗装用シンナー、硫
酸（バッテリー液）を付着させると、変

色、しみ、ひび割れの原因になりますの
で、絶対に避けてください。

また、ランプ類にコーティング剤などの

ケミカル類を付着させると、ひび割れが
発生し、ランプ内部へ水が浸入する原因

になりますので、絶対に避けてください。

万一、付着したときは、すみやかに中性

洗剤の水溶液を用い柔らかい布または
セーム皮などで拭き取った後、多量の水

で洗い流してください。

アルミホイールのお手入れ 

アドバイス
ブラシなどの硬い物は、ホイール表面を

傷つけるおそれがありますので使用しな

いでください。

アドバイス
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コンパウンド（研磨剤）入りのクリーナー

や、酸性およびアルカリ性のクリーナー
は使用しないでください。

ホイール塗装表面のはがれ、変色、しみ
の原因になります。

スチームクリーナーなどで直接熱湯をか

けないでください。

海水や道路凍結防止剤などが付着したと

きは、腐食するおそれがありますので早
めに洗い落としてください。

アドバイス





7

もしものときの処置

SOS コール（エアバッグ展開時自動通報機能付） ........... 7-2

故障したときの対処方法 .................................................. 7-5
発炎筒 ............................................................................... 7-6

こんなことでお困りのとき ............................................... 7-7
警告灯が点灯または点滅したとき ...................................7-11

ジャッキと工具 ............................................................... 7-16
ジャッキアップするとき ................................................ 7-17
スペアタイヤ .................................................................. 7-22
タイヤ交換するとき ........................................................ 7-23
バッテリーが上がったとき ............................................. 7-26
オーバーヒートしたとき ................................................ 7-28
ブレーキから金属摩擦音が聞こえたとき ....................... 7-30
ヒューズが切れたとき .................................................... 7-30
バルブ（電球）が切れたとき ......................................... 7-35
けん引するとき ............................................................... 7-39
水没したとき .................................................................. 7-42

緊急用コールサービス

故障したとき

お困りのとき

緊急時の対処方法



SOS コール（エアバッグ展開時自動通報機能付）
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J10705200029

SOS コールとは、急病･犯罪･事故などの

緊急時に警察･消防･医療機関への連絡を
補助するサービスです。

エンジンスイッチの電源モードが ON の

とき、SOS コールスイッチを押すことで

SOS コールを開始できます。また、事故

発生時（運転席 SRS エアバッグ、助手席

SRS エアバッグ、運転席 SRS ニーエア

バッグ、SRS サイドエアバッグ、SRS
カーテンエアバッグ展開時）には自動で
SOS コールを開始します。

SOS コールスイッチは、マップランプ周

辺にあります。

SOS コール（エアバッグ展
開時自動通報機能付） 

アドバイス
SOS コールのご利用は、MITSUBISHI

CONNECT のご契約と、車両側の初期設

定が必要です。MITSUBISHI CONNECT
のご契約後は、三菱自動車販売会社で初

期設定を完了してください。

SOSコールサービスご契約中に車両を手

放す場合は、MITSUBISHI CONNECT の

退会を行ってください。

SOS コールのサービス提供は、（株）日本

緊急通報サービスからのものです。

本システムは、オープンソースを使用し

たソフトウェアを実装しています。ライ

センスについては、次の Web サイトを参

照してください。
http://opensourceautomotive.com/IC/
tZ7T3eE6AiV4/

SOS コールについて 

SOS
コール
スイッチ

警告
SOSコールは無線通信機能を利用してい

るため、医療電気機器の動作に影響を与
える場合があります。植込み型心臓ペー

スメーカーおよび植込み型除細動器を使
用している方、またはそれ以外の医療電

気機器を使用されている方は、医療電気

機器製造業者などに確認してからご使用
ください。電波が医療用電気機器の作動

に影響をおよぼすおそれがあります。

注意
車両の登録ナンバーを変更するときは

MITSUBISHI CONNECT のご登録情報を

変更してください。SOSコールご利用時、

会員登録上の車両のナンバーと実際の車

両のナンバーが一致しない場合、救急隊
員の到着が遅れるおそれがあります。

救急車両は車両位置／車種／車体色／登

録ナンバーを基に現場の通報車両を特定

します。元の車体色が分からなくなるほ
ど塗り替えをしてしまっていると、救急

車両の到着が遅れるおそれがあります。

アドバイス
SOSコールは携帯電話と同様のデータ網

を使用するため、圏外エリア（トンネル

内、地下駐車場など）や電波の届きにく

い場所（山間部）ではご利用できないお
それがあります。
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1.エンジンスイッチの電源モードを ON
にします。SOS コールスイッチのイ

ンジケーターが赤色･緑色ともに点灯
し、約 5 秒後に緑色のみ点灯を続けま

す。
→「SOS コールスイッチのインジケー

ター点灯パターン」P.7-4

走行中の場合は車両を安全な場所に
止めます。

2. SOS コールスイッチのカバーを押し

て開きます。

3. SOS コールスイッチを約 1 秒間押し

ます。
緑色のインジケーターが点滅し、オペ
レーターにつながります。

SOSコールは車載された通信機を使用す

るため、お客様の携帯電話がなくてもご
利用できます。

SOS コールを使用するときは 

アドバイス

インジケーター

( 赤色 )
インジケーター

( 緑色 )

警告
走行中は、安全な場所に停車してから

SOS コールの操作を行ってください。走

行中での操作は、思わぬ事故につながる

おそれがあります。

アドバイス
次の場合は、すみやかに三菱自動車販売

会社で点検を受けてください。

•エンジンスイッチの電源モードをONに

しても、インジケーターが赤色･緑色と
もに点灯状態にならないとき。

•インジケーターが赤色･緑色ともに点灯

してから約 5 秒後、赤色のインジケー

ターのみ点灯しているとき。

→「SOS コールスイッチのインジケー

ター点灯パターン」P.7-4
インジケーターが赤色･緑色ともに消灯

している場合は、電波環境のよい場所ま
で車両を移動させてください。

→「SOS コールスイッチのインジケー

ター点灯パターン」P.7-4
SOS コールを使用中は、エンジンをかけ

たままにしてください。エンジンを停止

すると通信が遮断されます。

カバー

SOS コールスイッチ

マイク



SOS コール（エアバッグ展開時自動通報機能付）

7-4 もしものときの処置
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4. SOS コールサービスのオペレーター

と通話します。

状況に応じてオペレーターからの折
り返し、もしくは公共機関（警察 • 消
防 • 医療機関）からの通話着信があり

ます。着信時は自動で音声接続しま
す。

5.通話が終了したら、カバーを戻し、
ロックするまで押します。

J10705300020

SOS コールスイッチには、システムの状態を表すインジケーターがあります。

アドバイス
SOSコール開始後は通話のキャンセルは

できません。いたずらや機能確認など、緊
急の場合以外でSOSコールスイッチを押

さないでください。

アドバイス
SOSコールサービスのオペレーターや公

共機関との通話中は、車両側から通話を

終了させることはできません。

通話中の音声は、ボリュームを変更する

ことができません

通話中は、マップランプにあるマイクに

向かって話してください。

アドバイス

SOS コールスイッチのインジケーター点灯パターン 

アドバイス
緑色のインジケーターは、SOS コールの利用可能を表し、赤色のインジケーターは、システムの状態を表しています。

インジケーター点灯パターン
システム状態 状態説明または対処方法

赤色 緑色

( 消灯 ) ( 消灯 )
システム OFF
サービスエリア外

システムが OFF の状態です。

エンジンスイッチの電源モードをONにすると電源が入りま

す。エンジンスイッチの電源モードを ON にしても、イン

ジケーターが赤色･緑色ともに点灯状態にならないときは三
菱自動車販売会社で点検を受けてください。

電波環境が悪く、SOS コールを開始できない状態です。

車両を電波環境のよい場所へ移動させてください。



故障したときの対処方法

もしものときの処置 7-5

7

J10700400101

故障して動けなくなったときは、同乗者
または付近の人に応援を求め、安全な場
所まで車を押して移動します。

このとき、セレクターレバーを に入れ
てください。

踏み切り内で脱輪やエンストなどで、す
ぐに車を動かせないときは、すみやかに
同乗者を避難させ、踏み切りの非常ボタ
ンを押します。

( 点灯 ) ( 点灯 ) システム ON 通知

システムが ON になったことを知らせます。

システムが ON になると、約 5 秒間点灯します。

車両の初期設定が完了していないと点灯を続けます。

( 消灯 ) ( 点灯 ) SOS コール開始可能 SOS コールを開始できる状態です。

( 消灯 ) ( 点滅 )
SOS コール利用中 オペレーターと通話中の状態です。

( 点灯 ) ( 消灯 )

システム異常
SOS コールサービス

契約なし

システム異常または SOS コールサービス契約がなく、サー

ビスを正常に提供できない状態です。すみやかにサービス
の利用契約期限をご確認いただき、三菱自動車販売会社で
点検を受けてください。

アドバイス
SOS コールスイッチの赤色のインジケーターが点灯していても、SOS コールを開始することができます。ただし、発生している異常によっ

ては、音声通話や救急車両の案内を正常に行えないことがあります。すみやかに三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

インジケーター点灯パターン
システム状態 状態説明または対処方法

赤色 緑色

故障したときの対処方法 踏み切り内で動けなくなった
ときは 



発炎筒

7-6 もしものときの処置

7

追突などの事故を防ぐため、車を路肩に
寄せ、非常点滅灯を点滅させるか、停止
表示板などで故障表示します。

高速道路や自動車専用道路では、車両後
方に停止表示板を置くことが義務付けら
れています。
人は車内に残らず、路肩を歩いて安全な
場所に避難してください。

別冊の「メンテナンスノート」をお読み
ください。

J10700500056

発炎筒は、高速道路や踏み切りなどで故
障し、緊急を要するときに使用します。
発炎筒は、助手席側ドアポケット内に備
え付けてあります。
使い方は発炎筒に記載されていますので
あらかじめよく読んでおいてください。

注意
電車が近づいているときや、緊急を要す

るときは、発炎筒で合図してください。

アドバイス
オートマチック車は、マニュアル車と構

造が異なるため、エンジンスイッチを押

し続けても、緊急避難的に車を動かすこ
とはできません。

一般道路での故障表示 

高速道路、自動車専用道路での
故障表示 

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく
ださい。

修理の連絡先

発炎筒 

警告
お子さまには、発炎筒を触らせないでく

ださい。

人の顔や身体に向けて絶対に使用しない

でください。やけどをするおそれがあり

ます。

ガソリンなど燃えやすい物の近くでは使

用しないでください。
火災を招くおそれがあります。

トンネル内では使用しないでください。

煙により視界が悪くなり、重大な事故に
つながるおそれがあります。非常点滅灯

など他の方法を用いてください。

アドバイス
発炎時間は約5分です。非常点滅灯など他

の方法を併用してください。
→「非常点滅灯スイッチ」P.4-70

発炎筒には有効期限（発炎筒に記載）が

ありますので、期限が切れる前に三菱自
動車販売会社でお買い求めください。



こんなことでお困りのとき

もしものときの処置 7-7

7
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こんなことでお困りのとき 

現象 処置

水たまりに入った後にブレーキの効きが悪い。 前後の車や道路状況に十分注意して低速で走行しながらブレーキの効きが回
復するまで数回ブレーキペダルを軽く踏み、ブレーキを乾かしてください。
「雨天時や水たまりを走行するときは」→P.2-3

走行中にエンストした。 通常よりブレーキペダルを強く踏み続けてください。
「万一、走行中にエンストしたときは」→P.2-4

エンジンスイッチを押してもエンジンがかから
ない。

キーレスオペレーションキーが車室内にあることを確認します。
「エンジンを始動する、電源モードを切り換えるときの作動範囲」→P.3-8
セレクターレバーが に入っていることを確認し、ブレーキを踏みながらエン
ジンスイッチを押してください。
「エンジンの始動・停止」→P.4-5

エンジンがかからず、電源モードも OFF になら

ない。

1.セレクターレバーを に入れてから電源モードを OFF にしてください。

2.他の原因の一つとして、バッテリーの電圧が低下している可能性がありま
す。このとき、キーレスエントリーシステム、キーレスオペレーション機
能やハンドルロックも作動しません。三菱自動車販売会社にご連絡くださ
い。



こんなことでお困りのとき

7-8 もしものときの処置

7

キーレスオペレーション機能が作動しない。 キーレスオペレーションキーに内蔵されているエマージェンシーキーを

使ってドアの施錠・解錠操作を行ってください。
「キーレスオペレーションシステム：キーレスオペレーション機能を使わず
に操作するときは」→P.3-11

エンジンスイッチにキーレスオペレーションキーを接触させて、エンジン

の始動、電源モードの切り換えを行ってください。
「エンジンの始動・停止：キーレスオペレーションキーが正常に作動しない
とき（電池切れなど）にエンジンを始動するときは」→P.4-7

セレクターレバーが から動かない。 ブレーキペダルを踏んだままセレクターレバーを操作してください。
エンジンスイッチの電源モードがONの状態になっていることを確認してくだ

さい。
「セレクターレバーの動かし方」→P.4-14

雨の日、湿気の多い日などに窓が曇る。 エアコンの内外気切り換えが、外気導入になっているか確認してください。
エアコンを入れると効果的です。
「ウインドウガラスの曇りや霜を取りたいときは」→P.5-6

現象 処置



こんなことでお困りのとき

もしものときの処置 7-9

7

パンクした。 1.あわてずに、ハンドルをしっかり持ち、安全な場所に車を停止します。
2.スペアタイヤに交換します。
「タイヤ交換するとき」→P.7-23

エンジンがかからない。
ライトが点灯しない、暗い。
ホーンが鳴らない、音が小さい。

バッテリー上がりが考えられます。
「バッテリーが上がったとき」→P.7-26

インフォメーション画面にエンジン高温表示が
表示されると同時に、エンジン冷却水温計の指針
が「H」表示部に近づいている。

エンジンの出力が急に低下する。
エンジンルームから蒸気が出ている。

オーバーヒートが考えられます。
「オーバーヒートしたとき」→P.7-28

現象 処置

または



こんなことでお困りのとき

7-10 もしものときの処置

7

タイヤがスリップして発進できない。
（ぬかるみ、雪道、凍結路などの発進時）

スリップしているタイヤの前後にある土や雪などを取り除きます。

1.毛布か布などがあるときは、それをスリップしているタイヤの前に差し
入れて滑り止めにします。

2. 4WD セレクターを「4HLc」または「4LLc」に切り換えるか、「4HLc」
を選択してドライブモードを「MUD」にします。

3.ゆっくりとアクセルペダルを踏んで発進してください。
4.アクティブスタビリティ & トラクションコントロール [ASTC] を OFF に

すると、脱出に効果的な場合があります。
「ASTC の ON/OFF 作動切り換え」→P.4-148

何も滑り止めにする物がないときは、前後進を繰り返して車の反動を利用

して脱出します。

注意
車の反動を利用して脱出するときは、車の周囲に人がいないことを確認してから行ってください。

ぬかるみなどにはまったときは、むやみにタイヤを空転させないでください。タイヤがもぐり込み、かえって脱出しにくくなります。また、

エンジンの高回転を続けるとオーバーヒートやトランスミッションの故障につながるおそれがあります。数回試して脱出できないときは、専

門業者に依頼してください。

現象 処置

オートマチックトランスミッションが変速し
ない。

オートマチックトランスミッションに異常が発生し、安全装置が働いていると考
えられます。ただちに三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

加速が鈍い。 オートマチックトランスミッションに異常が発生し、安全装置が働いているか、
エンジン制御装置に異常が発生していると考えられます。高速走行を避けて、た
だちに三菱自動車販売会社で点検を受けてください。
発進しにくいときは、セレクターレバーをマニュアルゲートに入れてから、（車

両前方）側へ押してスポーツモードの 2 速で発進し、その後は に戻して走行し

てください。故障の内容によってはこの方法でも効果がないときもあります。

現象 処置



警告灯が点灯または点滅したとき

もしものときの処置 7-11

7
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次の警告灯が点灯したときは、ただちに安全な場所に停車し、最寄りの三菱自動車販売会社にご連絡ください。

注意
マルチインフォメーションディスプレイ内の 警告表示や 警告表示が消えないときやたびたび表示するとき、またはエンジン警告灯が点

灯や点滅したとき、走行中はアクセルペダルを踏んでもスピードが出なくなることがあります。停車時はアイドリング回転数が高くなり、ク
リープ現象が強くなることがあるため、よりしっかりとブレーキペダルを踏んでください。

現象 処置

オートストップ＆ゴー [AS&G] が作動しない。

もしくは作動頻度が落ちた。

バッテリー性能が劣化などの理由により、低下している可能性があります。
三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯が点灯または点滅したとき 

アドバイス
マルチインフォメーションディスプレイ内の警告表示は「インフォメーション画面表示一覧」の項をお読みください。→P.4-51

警告灯 点灯の原因

ブレーキ警告灯
→P.4-63

ブレーキ液の不足

ブレーキ力配分機能の異常

パーキングブレーキをかけたままのときも点灯します。
パーキングブレーキを解除し、消灯すれば異常ではありません。



警告灯が点灯または点滅したとき

7-12 もしものときの処置

7
次の警告灯が点灯したときは、ただちに最寄りの三菱自動車販売会社にご連絡ください。

充電警告灯
→P.4-63

充電系統の異常

警告灯 点灯の原因

SRS エアバッグ／プリテンショナー機構警告灯

→P.2-22

SRS エアバッグシステムの異常

プリテンショナーシステムの異常

警告灯 点灯の原因



警告灯が点灯または点滅したとき

もしものときの処置 7-13

7

次の警告灯が点灯または点滅したときは、ただちに最寄りの三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

AdBlue®はドイツ自動車工業会（VDA）の登録商標です。

警告灯 点灯／点滅の原因

エンジン警告灯
→P.4-63

エンジン制御システムの異常

オートマチックトランスミッション制御システムの異常

尿素 SCR システムの異常

エンジン警告灯

および

DPF 警告表示
DPF システムの異常

→P.4-9

尿素 SCR システム警告灯

→P.4-10

尿素水（AdBlue®）の残量不足

尿素 SCR システムの異常



警告灯が点灯または点滅したとき

7-14 もしものときの処置

7

次の警告灯が点灯したときは、できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

次の警告灯が点灯したときは、安全な場所に停車し、まず車を点検してください。点検後も消灯しないときは、ただちに最寄りの
三菱自動車販売会社へ連絡してください。

警告灯 点灯の原因

電動パワーステアリング警告灯
→P.4-157

パワーステアリングシステムの異常

警告灯／表示灯 点灯の原因 処置内容

油圧警告灯
→P.4-64

エンジンオイルの圧力の低下

エンジンオイル量を点検する
→ 別冊の「メンテナンスノート」

参照



警告灯が点灯または点滅したとき

もしものときの処置 7-15

7

次の警告灯または表示灯が点灯したときは、急ブレーキや高速走行を避け、安全な場所に停車し、エンジンを停止してください。
再度エンジンをかけ、その後しばらく走行しても点灯しなければ異常ありません。
消灯しないときやたびたび点灯するときは、できるだけ早く三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

警告灯／表示灯 点灯の原因

ABS 警告灯

→P.4-156

ABS システムの異常

ASTC 作動表示灯

および

ASTC OFF 表示灯

アクティブスタビリティ＆トラクションコントロール [ASTC] システムの

異常

→P.4-147

ASTC 作動表示灯

→P.4-152

ヒルスタートアシスト [HSA] の異常

ヒルディセントコントロール [HDC] の異常



ジャッキと工具

7-16 もしものときの処置

7

次の警告灯が点灯または点滅したときは、次の通り処置してください。
処置しても消灯しないときは、三菱自動車販売会社で点検を受けてください。

J10700600086

リヤシートの後ろに格納されています。

警告灯 点灯／点滅の原因 処置内容

シートベルト非着用警告灯
→P.2-13

シートベルトが着用されていない シートベルトを着用する

ジャッキと工具 

注意
ジャッキは、タイヤ交換とタイヤチェー

ンの装着以外の目的には使用しないでく

ださい。

車両に搭載されているジャッキは、お客

様のお車専用です。他の車両に使用した
り、他の車両のジャッキをお客様のお車

に使用しないでください。車両を損傷し
たり、思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

アドバイス
工具の種類、ジャッキの使い方は、万一

のとき困らないようあらかじめ確認して

おきましょう。

格納場所 

ジャッキ

ジャッキハンドル

工具 ( ホイール

ナットレンチ )

注意
工具やジャッキを使用した後は、元の位

置に確実に格納してください。
室内などに放置すると、思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

工具の種類 

ホイールナットレンチ



ジャッキアップするとき

もしものときの処置 7-17

7

J10705100028

1.リヤシートの背もたれを前に倒しま
す。
→「背もたれの前倒し」P.3-21

2.ホイールナットレンチをホルダーか
ら取り外します。

3.ジャッキ固定用ナットを左へ回して
外します。ジャッキを取り外し、固定
バンドをジャッキから取り外します。

4.ジャッキハンドルをホルダーから取
り外します。

取り外すときと逆の手順で元の位置に戻
します。

J10700700104

工具、ジャッキおよびジャッキ
ハンドルの脱着 

取り外すときは 

ホルダー

ホイールナットレンチ

格納するときは 

ジャッキ 固定バンド

ジャッキ固定用
ナット

ジャッキハンドル

ホルダー

アドバイス
ジャッキハンドルの黒色マーク部をホル

ダーに合わせて格納してください。

•固定バンドは図のように取り付けてく

ださい。

ジャッキアップするとき 

警告
ジャッキアップしたら車の下には絶対に

もぐらないでください。万一ジャッキが
外れたとき、重大な傷害を受けるおそれ

があります。

ホルダー

黒色マーク

固定バンド

ジャッキ



ジャッキアップするとき

7-18 もしものときの処置

7

1.交通のじゃまにならず、安全に作業で
きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.パーキングブレーキを確実にかけ、セ

レクターレバーを に入れて、エンジ
ンを止めます。

3.人や荷物を車から降ろします。必要に
応じて非常点滅灯を点滅させ、停止表
示板などを車両後方に置きます。

4.ジャッキアップするタイヤと対角の
位置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

5.ジャッキとジャッキハンドルを取り
出します。
→「工具、ジャッキおよびジャッキハ

ンドルの脱着」P.7-17
6.ジャッキのバルブが閉まっているこ
とを確認します。

7.ジャッキハンドルをジャッキのブラ
ケットに差し込み、ジャッキハンドル
先端の切り欠き部をブラケットのツ
メにかけ固定します。

注意
ジャッキアップするときは安全のため、

次のことを必ず守ってください。
万一の場合、ジャッキが外れ思わぬ事故

につながるおそれがあります。

•エンジンをかけたままにしない。

•人や荷物を乗せたままにしない。

•地面が平らで硬い場所以外では使用し

ない。

•凍結した路面では使用しない。

•ジャッキの上や下に物をはさまない。

•ジャッキアップ中に車をゆすらない。

•ジャッキアップしたタイヤを回転させ

ない。

•ジャッキアップしたまま放置しない。

ジャッキアップするときは 

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく
ださい。

注意
ジャッキアップするときは、必ず輪止め

を使用してください。
万一、ジャッキアップ中に車両が動いた

とき、ジャッキが外れ、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。

三菱自動車販売会社でお買い求めくださ
い。

輪止め

ジャッキアップ

するタイヤ

輪止めがないときは、タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

アドバイス

バルブ



ジャッキアップするとき

もしものときの処置 7-19

78.ジャッキをジャッキハンドルで押し
て、交換するタイヤに近い指定箇所に
セットします。

9.ジャッキ先端の凹部が指定箇所に当
たっていることを確認してから、
ジャッキハンドルを上下に動かして、
タイヤが地面から少し浮くまで静か
にジャッキアップします。

ジャッキハンドル

ブラケットのツメ

切り欠き部

フロント

指定箇所

警告
ジャッキをセットするときは、指定され

た位置以外に掛けないでください。指定

された位置以外に掛けると、車体がへこ

んだり、ジャッキが倒れて、重大な傷害
を受けるおそれがあります。

リヤ

指定箇所

アドバイス
リヤをジャッキアップするときは、

ジャッキ先端の凹部が指定箇所と合うよ
うに図のようにジャッキ先端を回してお

きます。

凹部



ジャッキアップするとき

7-20 もしものときの処置

7

1.ジャッキハンドル先端の切り欠き部
をジャッキのバルブにかけて、ジャッ
キハンドルをゆっくりと左へ回して、
ジャッキのバルブを緩めます。

2.ジャッキを取り出します。

3.上からジャッキを押して、下へいっぱ
いまで縮めます。

注意
地面からタイヤが少し離れた高さ以上に

ジャッキアップしないでください。
必要以上にジャッキアップすると、思わ

ぬ事故につながるおそれがあります。

アドバイス
このジャッキは 2 段伸縮タイプです。

下ろすときは 

ジャッキ

ハンドル

バルブ

切り欠き部

注意
ジャッキハンドルはゆっくりと回してく

ださい。早く回すと車が急激に下降し、
ジャッキが外れて、思わぬ事故につなが

るおそれがあります。

アドバイス
バルブは2回転以上緩めないでください。

油が漏れだし、ジャッキが使用できなく

なるおそれがあります。

下降中の車を急に停止させないでくださ

い。ジャッキを破損するおそれがありま
す。

アドバイス
指定箇所から外れないときは、車をゆす

るとジャッキが下がり、取り外せます。

手で取り出しにくいときは、ジャッキハ

ンドルをジャッキのブラケットに差し込
み、ジャッキハンドル先端の切り欠き部

をブラケットのツメにかけ固定し、
ジャッキハンドルを引いてジャッキを取

り出します。

アドバイス

ブラケットのツメ

切り欠き部

ジャッキハンドル



ジャッキアップするとき

もしものときの処置 7-21

7
4.ジャッキとジャッキハンドルを元の
位置に戻します。
→「工具、ジャッキおよびジャッキハ

ンドルの脱着」P.7-17

アドバイス
ジャッキを縮めた後は、バルブを右に

いっぱいまで回しておいてください。

バルブ

ガレージジャッキを使用する
ときは 

警告
ガレージジャッキを使用するときは、必

ず指定のガレージジャッキセット位置に

当ててジャッキアップしてください。指

定された位置以外に当ててジャッキアッ
プすると、車両を損傷したり、思わぬ事

故につながるおそれがあります。

ガレージジャッキセット位置 

注意
フロント側をジャッキアップするとき

に、アンダーカバーにジャッキをかけな
いでください。アンダーカバーにガレー

ジジャッキを当ててジャッキアップする
と、車両を損傷するおそれがあります。

ガレージジャッキ

アンダーカバー

（ジャッキアップ不可）

ガレージジャッキ

セット位置

車両前方

ガレージジャッキ

セット位置



スペアタイヤ

7-22 もしものときの処置
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J10700900076

荷台床下部に格納されています。

1.工具(ホイールナットレンチ)とジャッ

キハンドルを取り出します。
→「工具、ジャッキおよびジャッキハ

ンドルの脱着」P.7-17
2.ジャッキハンドルをリヤゲート下方
の穴部に差し込みます。

3.リヤゲート下方の穴の奥にジャッキ
ハンドル差し込み部があります。
ジャッキハンドルのピンを切り欠き
部に確実に差し込みます。

4.ジャッキハンドルにホイールナット
レンチを差し込み、ホイールナットレ
ンチを左に回し、スペアタイヤを下ろ
します。

スペアタイヤ 

格納場所 

注意
ホイールの穴などに手をかけると、エッ

ジでけがをするおそれがありますので手
袋などをご使用ください。

スペアタイヤの空気圧は、定期的に点検

してください。空気圧が不足している状

態で走行すると、思わぬ事故につながる
おそれがあります。空気圧が不足してい

る場合は、最寄りの三菱自動車販売会社

またはガソリンスタンドまで控えめな速
度で走行し、指定の空気圧に調整してく

ださい。
→「タイヤの空気圧」P.8-9

スペアタイヤ

取り出すときは 

ジャッキハンドル

穴部

ジャッキハンドル差し込み部

ピン

切り欠き部

ジャッキハンドル

ホイールナッ
トレンチ



タイヤ交換するとき

もしものときの処置 7-23

7
5.ハンガーディスクをホイールの穴か
ら外し、スペアタイヤを取り出しま
す。

1.ハンガーディスクをホイールの穴に
取り付けます。

2.ホイールナットレンチを右に回し、
チェーンを巻き上げます。

3.タイヤを巻き上げたら、スペアタイヤ
にがたつきなどないことを確認して
から、ジャッキハンドルを逆転させな
いよう抜き取ります。

J10701000104

1.交通のじゃまにならず、安全に作業で
きる平らで硬い場所に車を止めます。

2.パーキングブレーキを確実にかけ、セ

レクターレバーを に入れて、エンジ
ンを止めます。

3.人や荷物を車から降ろします。必要に
応じて非常点滅灯を点滅させ、停止表
示板などを車両後方に置きます。

注意
スペアタイヤを取り出すとき、または格

納するときは電動工具を使用しないでく
ださい。車両を損傷したり、思わぬ事故

につながるおそれがあります。必ず車両
に搭載されているジャッキハンドルとホ

イールナットレンチを使用してくださ

い。

ホイールナットレンチの先端には、400N
｛約 40kgf｝以上の荷重をかけないでくだ

さい。

格納するときは 

ハンガー
ディスク

締め付けトルク : 40N•m
｛約 4kgf•m｝

（車載のホイールナットレンチの先端で
200N｛約 20kgf｝の力）

ハンガー
ディスク

ホイールナット
レンチ

アドバイス
タイヤが地面から離れたとき、ハンガー

ディスクがホイールの穴に確実に取り付
けられていることを確認します。

タイヤ交換するとき 

タイヤを取り外すときは 

アドバイス
停止表示板は標準装備されておりませ

ん。三菱自動車販売会社でお買い求めく

ださい。



タイヤ交換するとき
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4.ジャッキアップするタイヤと対角の
位置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

5.工具、ジャッキおよびジャッキハンド
ルを取り出します。

スペアタイヤに交換するときは、スペ
アタイヤを取り出します。
→「工具、ジャッキおよびジャッキハ

ンドルの脱着」P.7-17
→「スペアタイヤ」P.7-22

6.交換するタイヤに近い指定箇所に
ジャッキをセットします。
→「ジャッキアップするとき」P.7-17

7.ホイールナットレンチを使用して、ホ
イールナットを番号順に、手で回るく
らいまで緩めます。

8.タイヤが地面から少し浮くまで静か
にジャッキアップします。

9.ホイールナットを外し、タイヤを取り
外します。

1.ハブ面、ハブボルトおよびホイール取
り付け穴の汚れをきれいに取り除き
ます。

注意
ジャッキアップするときは、必ず輪止め

を使用してください。
万一、ジャッキアップ中に車両が動いた

とき、ジャッキが外れ、思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

アドバイス
輪止めは標準装備されておりません。三

菱自動車販売会社でお買い求めくださ

い。

輪止めがないときは、タイヤを固定でき

る大きさの石などで代用できます。

輪止め

ジャッキアップ

するタイヤ

アドバイス
取り出したスペアタイヤは、万一ジャッ

キが外れたときのため、交換するタイヤ

近くの車体の下に置いてください。

AFZ104426

アドバイス
タイヤを地面に置くときは、ホイール表

面を上にして置いてください。
下にして置くと、ホイールに傷がつくお

それがあります。

タイヤを取り付けるときは 



タイヤ交換するとき

もしものときの処置 7-25

72.タイヤを取り付けます。

3.ホイールナットのフランジ部がホ
イールに当たり、タイヤががたつかな
い程度まで手でホイールナットを右
へ回して仮締めします。

4.タイヤが地面に接するまでジャッキ
を下ろし、ホイールナットレンチを使
用して、ホイールナットを番号順に 2
～3回に分けて、徐々に締め付けます。

最後の締め付けは、確実に行ってくだ
さい。

5.タイヤの空気圧を点検します。
→「タイヤの空気圧」P.8-9

警告
タイヤを取り付けるときは、タイヤの裏

表に注意し、バルブが車体外側を向くよ

うに取り付けてください。取り付けた際、
バルブが見えなければ、タイヤが裏向き

に取り付けられています。
タイヤの裏表を間違えて取り付けると、

車両に悪影響をおよぼし、思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

取り付け穴

ハブ面 ハブボルト

バルブ

注意
ハブボルト、ホイールナットには油を塗

らないでください。

ネジ部、ホイールなどの損傷の原因にな
ります。

アドバイス
アルミホイールを 4 輪ともスチールホ

イールに変更するときは、テーパーナッ
トを三菱自動車販売会社でお買い求めの

上、ご使用ください。

シート部

フランジ部

締め付けトルク : 118 ～ 137N•m
｛12 ～ 14kgf•m｝

（車載のホイールナットレンチの先端で
440 ～ 500N｛44 ～ 50kgf｝の力）

注意
ホイールナットを締め付けるときは、ホ

イールナットレンチを足で踏んだり、パ

イプなどを使用して必要以上に締め付け
ないでください。



バッテリーが上がったとき

7-26 もしものときの処置
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6.ジャッキと工具を元の位置に戻しま
す。
→「工具，ジャッキおよびジャッキハ

ンドルの脱着」P.7-17
7.交換したタイヤを荷台床下部に格納
します。
→「スペアタイヤ」P.7-22

J10701100088

次のような状態をバッテリー上がりとい
います。

スターターモーターが回らない。また

は、回っても回転が弱くてエンジンが
かからない。

ライトが点灯しない。または、いつも

より暗い。
ホーンが鳴らない。または、鳴っても

いつもより音が小さい。

このような場合は、ブースターケーブル
（別売）を使用し、他車のバッテリーを電
源として、次の要領でエンジンをかける
ことができます。

1.ブースターケーブルが接続でき、かつ
自車と接触しない位置に救援車を止
めます。

2.ライトやエアコンなど電装品のス
イッチを切ります。

3.救援車と自車のパーキングブレーキ
を確実にかけ、マニュアル車はシフト

レバーを 、CVT 車、オートマチック

車はセレクターレバーを に入れ、エ
ンジンを止めます。

注意
タイヤ交換後、走行中にハンドルや車体

に振動が出たときは、三菱自動車販売会
社でタイヤバランスの点検を受けてくだ

さい。

指定サイズ以外のタイヤを使用したり、

種類の異なったタイヤを混ぜて使用する
ことは安全走行に悪影響をおよぼします

ので、避けてください。

アドバイス
タイヤ交換したときは、約 1,000km 走行

後、再度ホイールナットを締め付けて、緩

みがないことを点検してください。

バッテリーが上がったとき 

警告
ブースターケーブルを使用してエンジン

をかけるときは、取扱説明書に従って正
しい手順で作業してください。取り扱い

を誤ると、引火爆発や車両損傷のおそれ

があります。

注意
救援車は必ず 12V で、自車と同容量以上

のバッテリーを装着している車に依頼し

てください。

ブースターケーブルは、バッテリー容量

に適した物を使用してください。

また、破損や腐食などの異常がないこと

を点検してから使用してください。
ケーブル焼損の原因になることがありま

す。

アドバイス
バッテリーを外してもエンジンスイッチ

の電源モードの状態を記憶しています。
救援車とブースターケーブルで接続した

ときは、電源が絶たれる前の電源モード
の状態に戻ります。

バッテリーが上がる前の電源モードの状

態が分からない場合は、十分注意をして
ください。

警告
ブースターケーブルの接続時は、救援車

のエンジンも止めてください。
ケーブルや衣服などがファンやドライブ

ベルトに巻き込まれて、けがをするおそ
れがあります。

冷却ファンはエンジン始動後、冷却水の

温度により回転、停止を繰り返します。エ

ンジン運転中は、ファンに手を近づけな
いでください。



バッテリーが上がったとき

もしものときの処置 7-27

7

4.バッテリー液量を確認します。 

5.エンジンカバーを固定ピン (4箇所 )か
ら取り外します。

6.ブースターケーブルを図の番号順に
確実に接続します。

自車のバッテリーの＋端子

救援車のバッテリーの＋端子

救援車のバッテリーの－端子

図で指示の箇所（アースをとる）

7.接続した後、救援車のエンジンをか
け、エンジン回転数を少し上げます。 

8.自車のエンジンをかけます。

警告
バッテリー液量が下限（LOWER LEVEL）
以下のままで使用しないでください。

バッテリーの劣化を早めたり、発熱や爆
発するおそれがあります。

アドバイス
バッテリー液の補給は、別冊の「メンテ

ナンスノート」をお読みください。

固定ピン 固定ピン 警告
ブースターケーブルを接続するときは、

必ず次のことをお守りください。火花が

発生し、バッテリーから発生する可燃性
ガスに引火爆発するおそれがあります。

•ブースターケーブルは正しい順番、位置

に接続する

•ブースターケーブルの＋と－端子を接

触させない

•自車バッテリーの－端子に直接つなが

ない

•バッテリー付近で喫煙したり、マッチや

ライターなどを使用しない

自車バッテリー

救援車バッテリー

注意
ブースターケーブルは、確実に接続して

ください。エンジン始動時の振動で外れ
ると、ケーブルがファンやドライブベル

トに巻き込まれ、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

ブースターケーブルは、バッテリーの＋

と－端子を正しく接続してください。逆

に接続すると、車の電装品が故障するお
それがあります。

アドバイス
バッテリーの＋端子は、カバーを外して

からブースターケーブルを接続してくだ
さい。

カバー



オーバーヒートしたとき
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9.エンジンがかかったら、ブースター
ケーブルを接続したときと逆の手順
で取り外します。

10.最寄りのガソリンスタンドや三菱自
動車販売会社でバッテリーの点検を
受けてください。

J10701200089

次のような状態をオーバーヒートといい
ます。

マルチインフォメーションディスプ

レイ内のインフォメーション画面に
エンジン高温の警告表示が表示され
ると同時に、エンジン冷却水温計の指
針が「H」表示部に近づいている。

エンジンの出力が急に低下する。

エンジンルームから蒸気が出ている。

次の要領に従い処置してください。

1.車を安全な場所に止めます。

アドバイス
バッテリーが十分に充電される前にエン

ジンが自動的に停止することがないよう
に、AS&G OFF スイッチを押して AS&G
を停止してください。
→「AS&G を非作動にするには」P. 4-147

警告
バッテリーを車両に搭載したままでの充

電は、引火爆発や車両損傷の原因になる

ことがあります。やむを得ず車両に搭載
したままで充電するときは、バッテリー

に接続されている車両側の－端子を取り
外してください。

充電中はバッテリーに火気を近づけない

でください。バッテリーからは可燃性ガ

スが発生しており、爆発するおそれがあ
ります。

周囲の囲まれた狭い場所でバッテリーを

充電するときは、換気を十分に行ってく

ださい。

充電するときは、すべてのキャップを外

してください。

バッテリー液は希硫酸です。皮膚に付い

たり、目に入るとやけどや失明の原因に
なります。すぐに多量の水で洗い、すみ

やかに専門医の治療を受けてください。

アドバイス
オートマチック車は、マニュアル車と構

造が異なるため、押しがけやけん引によ
りエンジンをかけることはできません。

充電が不十分のまま車を発進させると、

エンジンの回転むらが生じ、ABS 警告灯

および ASTC 警告灯が点灯することがあ

ります。
→「走行中に警告を表示したときは」

P.4-156
お客様のお車には、エンジンの始動回数

増加に対応するために、耐久寿命を向上

したオートストップ & ゴー [AS&G] 車専

用のバッテリーが搭載されています。

三菱自動車純正以外のバッテリーを使用

すると、バッテリーの早期劣化や、AS&G
が正常に作動しなくなる原因となり、最

悪の場合には、エンジンが再始動しなく
なるおそれがありますので、お車との適

合性を確認済みの、三菱自動車純正品を
使用してください。

詳しくは三菱自動車販売会社にご相談く

ださい。
→「バッテリーの種類」P.8-6

警告 オーバーヒートしたとき 

または



オーバーヒートしたとき

もしものときの処置 7-29

7

2.エンジンルームから蒸気が出ていな
いかどうかを確認します。

［蒸気が出ていないとき］
エンジンをかけたままでエンジン
フード（ボンネット）を開け、風通し
をよくします。

［蒸気が出ているとき］
エンジンを止め、蒸気が出なくなった
ら、風通しをよくするためにエンジン
フード（ボンネット）を開け、エンジ
ンをかけます。

3.冷却ファンが作動しているか確認し
ます。

［冷却ファンが作動しているとき］
エンジン高温の警告表示が消えた後
で、エンジンを止めます。

［冷却ファンが作動していないとき］
すぐにエンジンを止めて自然冷却し、
三菱自動車販売会社にご連絡くださ
い。

4.エンジンが十分冷えてから、冷却水の
有無を点検します。
冷却水が不足しているときは、冷却水
を補給します。
冷却水がないときは、応急処置として
水を補給します。

アドバイス
エンジンが自動的に停止することがない

ように、AS&G OFF スイッチを押して、

AS&G を停止してください。

→「AS&G を非作動にするには」P.4-147

警告
エンジンルームから蒸気が出ているとき

は、エンジンフード（ボンネット）を開

けないでください。蒸気や熱湯が噴き出
し、やけどをするおそれがあります。蒸

気が出ていないときでも、熱湯が噴き出
していたり、高温になっている部分があ

りますので、エンジンフード（ボンネッ

ト）を開けるときは注意してください。

警告
冷却ファンに、手や衣服などを巻き込ま

れないように注意してください。

冷却ファン

警告
通常はラジエーターキャップを外さない

でください。

冷却水には圧力がかかっているため、冷

却水の温度が高いときにキャップを外す
と、蒸気や熱湯が噴き出し、やけどをす

るおそれがあります。

警告ラベル

ラジエーター
キャップ

コンデンスタンク
上限

下限



ブレーキから金属摩擦音が聞こえたとき

7-30 もしものときの処置
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J10700300025

ディスクブレーキには、ブレーキパッド
の摩耗量が使用限度近くになると走行中
に金属摩擦音（キーキー）を発生して警
告する装置が設けてあります。

J10701300093

各種のランプが点灯しないときや、電気
系統の装備が作動しないときは、ヒュー
ズが切れているときがありますので
ヒューズを点検し、切れているときは交
換してください。

グローブボックスの奥にあり、ヒューズ
の点検 • 交換はグローブボックスを外し

て行います。

1.グローブボックスを開き、グローブ
ボックス右側のロッドを右側に引い
て外します。

2.グローブボックスの側面を押しなが
ら左右のツメを外し、グローブボック
スを下げます。

3.グローブボックスの留め具を（A）・
（B） の順に手前に引いて外します。

アドバイス
冷却水の補給は、別冊の「メンテナンス

ノート」をお読みください。

ブレーキから金属摩擦音が
聞こえたとき 

アドバイス
金属摩擦音が聞こえたときは、三菱自動

車販売会社でブレーキパッドを点検して
ください。

ヒューズが切れたとき 

ヒューズボックスの位置 

室内 

ヒューズ

ロッド

ツメ ツメ



ヒューズが切れたとき

もしものときの処置 7-31

74.グローブボックスを下側に引いて取
り外します。
グローブボックスを戻すときは、逆の
手順で取り付けます。

ツメを押してロックを外し、ヒューズ
ボックスカバーを持ち上げて取り外しま
す。

1.エンジンスイッチの電源モードを
OFF の状態にします。

2.該当する装備を受け持つヒューズお
よび容量を確認します。
→「各ヒューズの受け持つ装備および

容量」P.7-32

3.ヒューズ外しを使用してヒューズを
引き抜きます。ヒューズ外しは、室内
ヒューズボックス内にあります。

4.ヒューズを点検し、切れているときは
正規容量のヒューズと交換します。

エンジンルーム内 

留め具 (B)
留め具 (A)

ヒューズの交換 

アドバイス
各ヒューズの受け持つ装備および容量

は、室内はグローブボックスの裏側に、エ

ンジンルーム内はヒューズボックスカ

バーの内側に記載してあります。

ツメ

ヒューズボックスカバー

ヒューズ

ヒューズ外し

ヒューズ外し



ヒューズが切れたとき

7-32 もしものときの処置
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J10702000130

警告
取り付けてあるヒューズと同じ容量の

ヒューズを使用してください。針金、銀

紙などを代用すると、電線の過熱により
火災のおそれがあります。

アドバイス
ヒューズを交換しても再び切れるとき

は、三菱自動車販売会社で点検を受けて
ください。

ヒューズが正常で該当する装備が作動し

ないときは、他の原因が考えられます。す

みやかに三菱自動車販売会社で点検を受
けてください。

正常 ヒューズ切れ

各ヒューズの受け持つ装備お
よび容量 

室内 

NO. 表示 装備 容量

1 リヤデフォッ
ガー

30A

2 ヒーテッドドア
ミラー

15A

3 — — —
4 オプション 10A

5 舵角センサー 5A

6 メーター 10A

7 SRS エアバッグ 10A
8 — — −

9 オプション 15A
10 — — —
11 ABS 5A

12 ドアロック 10A
13 — — —
14 ドアロック 15A

15 コントロールユ
ニットリレー

5A

16 ゲートウェイ 10A

17 SOS コール 5A

18 — — —
19 — — —
20 制動灯（右） 10A

21 4WD 15A

22 — スペアヒューズ 10A
23 室内灯 10A
24 — — —
25 ラジオ 20A

26 オプション 10A

27 USB（フロント） 10A
28 — — —
29 メーター 5A

NO. 表示 装備 容量



ヒューズが切れたとき
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装備仕様の違いにより、ヒューズはな

い場合もあります。
上記の表は、各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

30 コントロールユ
ニットリレー

5A

31 — — —
32 ABS/ASC 5A

33 電動パワーステ
アリング

5A

34 エアコン 15A
35 — — —
36 — — —
37 USB（リヤ） 10A
38 — — —
39 — — —
40 — — —
41 — — —
42 — — —
43 — — —
44 — — —

45 助手席パワーウ
インドウ

20A

46 運転席パワーウ
インドウ

20A

47 — — —

48 運転席パワー
シート

30A

NO. 表示 装備 容量

49 — — —
50 — — —

51
キーレスオペ
レーションシス
テム／イモビラ
イザー

10A

52 — — —
53 — — —

54  / リヤフォグラン
プ

20A

55 — — —

56 非常点滅灯 15A

57 後席パワーウイ
ンドウ

30A

58 — スペアヒューズ 20A
59 — — —

60
フロントアクセ
サリーソケット
(DC12V)

20A

61  / ステアリング
ヒーター

15A

62
リヤアクセサ
リーソケット
(DC12V)

20A

63 ブロワーモー
ター

40A

NO. 表示 装備 容量

64 — — —
65 — — —
66 — — —

67 フロントシート
ヒーター

30A

#1 — スペアヒューズ 30A
#2 — — —
#3 — スペアヒューズ 20A
#4 — スペアヒューズ 15A
#5 — スペアヒューズ 10A
#6 — スペアヒューズ 5A

NO. 表示 装備 容量



ヒューズが切れたとき

7-34 もしものときの処置
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エンジンルーム内 

NO. 表示 装備 容量

SBF1 フューエルラ
インヒーター

40A

SBF2 スターター 30A

SBF3 尿素 SCR 60A

SBF4 ヒーター 50A

SBF5 — — —
SBF6 ABS 40A

SBF7 グロー（予
熱）スタート

50A

SBF8
コントロール
ユニットリ
レー

30A

SBF9 — — —
SBF10 — — —

SBF11 グロー（予
熱）スタート

50A

F1 — — —
F2 — — —
F3 — — —
F4 — — —
F5 — — —

F6 トレーラー 30A

F7
オートマチッ
クトランス
ミッション

20A

F8 クーリング
ファン

20A

F9 ホーン 15A
F10 — — —

NO. 表示 装備 容量

F11 ヒーター 10A
F12 — — —
F13 — — —
F14 — — —
F15 — — —
F16 — — —

F17
エンジンコン
トロールユ
ニット

30A

F18 — — —

F19 ウォーターポ
ンプ

10A

F20
エンジンコン
トロールユ
ニット

15A

F21 バッテリーセ
ンサー

10A

F22 — — —

F23 LED ヘッドラ

イト（左）
20A

F24 LED ヘッドラ

イト（右）
20A

F25 — — —
F26 — — —

F27 尿素 SCR 15A

NO. 表示 装備 容量



バルブ（電球）が切れたとき
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7
装備仕様の違いにより、ヒューズはな

い場合もあります。
上記の表は、各ヒューズの受け持つ主

な装備を表しています。

J10701400023

ヒューズが切れていないのにランプが点
灯しないときは、バルブ（電球）が切れ
ているときがあります。
バルブ（電球）を点検し、切れていると
きは各バルブの交換要領に従って交換し
てください。

J10702100027

J10702200086

W（ワット）数下の (　) 内はバルブ（電

球）の型式を示しています。

F28 NOx センサー
3 10A

F29 尿素 SCR 15A

F30 NOx センサー 15A

F31 PM センサー 10A

F32 尿素 SCR 15A

F33 — — —

バルブ（電球）が切れたとき 

NO. 表示 装備 容量 バルブ（電球）の位置 • W（ワッ
ト）数 

注意
バルブを交換するときは、必ず同じバル

ブ型式、同じ W（ワット）数、同じバル

ブ色の物を使用してください。
異なるバルブを装着すると、点灯しない

などの故障や車両火災の原因につながる

おそれがあります。

車外照明 

■フロント 

1 方向指示灯／非常点滅灯
（フロント）

21W
(WY21W)

2 車幅灯／ LED デイタイ

ムランニングランプ

—

3 方向指示灯／非常点滅灯
（サイド）

—

4 LED ヘッドライト

（ロービーム）

—

5 LED ヘッドライト

（ハイビーム）

—

6 フロントフォグランプ —

アドバイス
次のランプはバルブ（電球）ではなく LED
を使用しています。
修理・交換は三菱自動車販売会社にご相

談ください。

•車幅灯／ LED デイタイムランニングラ

ンプ

•方向指示灯／非常点滅灯（サイド）

• LED ヘッドライト

•フロントフォグランプ



バルブ（電球）が切れたとき
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W（ワット）数下の (　) 内はバルブ（電

球）の型式を示しています。

J10702300090

J10702400088

ここでは主なバルブ（電球）の交換方法
を記載しています。記載されていないバ
ルブの交換については、三菱自動車販売
会社にご相談ください。

1.該当するランプを消灯させて、エンジ
ンスイッチの電源モードを OFF にし

ます。
→「ライトスイッチ」P.4-65
→「非常点滅灯スイッチ」P.4-70

2.該当するランプの W（ワット）数を確

認します。
→「バルブ（電球）の位置 • W（ワッ

ト）数」P.7-35
3.各ランプの交換要領に従ってバルブ
を交換します。

■リヤ 

1 制動灯 —
2 尾灯 —
3 方向指示灯／非常点滅灯
（リヤ）

21W
(PY21W)

4 後退灯 21W
(P21W)

5 ハイマウントストップラ
ンプ

—

6 番号灯 5W
(W5W)

アドバイス
次のランプはバルブ（電球）ではなく LED
を使用しています。
修理・交換は三菱自動車販売会社にご相

談ください。

•制動灯

•尾灯

•ハイマウントストップランプ

車内照明 

1 ルーム＆マップランプ 8W
2 グローブボックスランプ 1.4W
3 ルームランプ（リヤ） 8W
4 LED インテリア

イルミネーション
（フロントドア）

—

アドバイス
 LED インテリアイルミネーション（フロ

ントドア）はバルブ（電球）ではなく LED
を使用しています。

修理・交換は三菱自動車販売会社にご相
談ください。

バルブ（電球）の交換 
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J10702600051

1.エンジンフードを開けます。
→「エンジンフード（ボンネット）」
P.6-4

2.方向指示灯のソケットを反時計回り
に回して外し、ソケットからバルブを
引き抜きます。

3.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

J10702800079

1.リヤゲートを開けます。
→「リヤゲート」P.3-15

2.ネジ（2 箇所）を取り外し、ランプユ

ニットを後方に引いて、ランプ裏側に
ある固定ピン（2 箇所）を外します。

注意
消灯直後はバルブの表面が高温になって

いるため、やけどをするおそれがありま
す。

バルブの表面が十分冷えてから交換して
ください。

バルブの表面に素手で触れないでくださ

い。

やむを得ずバルブの表面を持つ場合は、
バルブの表面に油などが付着することを

避けるため、乾いた清潔な布などで持っ
てください。

万一、バルブの表面に素手で触れたとき

は、柔らかい布に中性洗剤を薄めた水溶
液を含ませて、油を拭き取ってください。

また、電球を落としたり、物をぶつけた
り、傷をつけると破損して飛び散るおそ

れがありますので十分注意してくださ

い。

市販の LEDバルブを取り付けないでくだ

さい。

走行装置やランプが正常に動作しなくな

るなど、車両に悪影響をおよぼすおそれ
があります。

アドバイス
ランプ本体やレンズを外すときは、車体

を傷つけないよう十分注意してくださ
い。

バルブを交換した後は、ランプが正しく

点灯するか確認してください。

雨の日や洗車後などに、レンズ内側が曇

ることがあります。
これは湿気が多い日などに窓ガラスが曇

るのと同様の現象で、機能上の問題はあ
りません。

ランプを点灯すると熱で曇りは取れま

す。ただし、ランプ内に水がたまってい
るときは、三菱自動車販売会社で点検を

受けてください。

方向指示灯（フロント） 
リヤコンビネーションランプ 

ソケット

バルブ



バルブ（電球）が切れたとき
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7 3.交換したいバルブのソケットを反時
計回りに回して外し、バルブを押しな
がら反時計回りに回してソケットか
ら引き抜きます。

4.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

J10703000052

1.先端に布をかぶせたマイナスドライ
バーなどを利用して、ツメをこじてラ
ンプ本体を外します。

2.レンズを反時計回りに回して外し、ソ
ケットからバルブを引き抜きます。

3.取り付けるときは、取り外したときと
逆の手順で行います。

固定ピン

ネジ

ランプユニット

制動灯／尾灯

交換できません

方向指示灯
方向指示灯

後退灯

後退灯

アドバイス
制動灯／尾灯の修理・交換の際は三菱自

動車販売会社にご相談ください。

番号灯 

ツメ

ドライバー

レンズ



けん引するとき

もしものときの処置 7-39

7

J10701500079

けん引はできるだけ JAF など専門業者に

依頼してください。

次の場合は、三菱自動車販売会社にご連
絡ください。

エンジンが回っているのに車が動か

ない。または異音がする。
下まわりを点検し、オイルなどが漏れ

ている。

また、車輪が溝などに落ちたときは無理
にけん引せず、三菱自動車販売会社また
は JAF など専門業者に依頼してくださ

い。

アドバイス
ランプ本体を取り付けるときは、ツメ（A）
を先に入れ、ツメ（B）を後で合わせて取

り付けます。

けん引するとき 

ツメ (B)

ツメ (A)

アドバイス
 JAF の営業所は別冊の「メンテナンス

ノート」をお読みください。

レッカー車に搬送してもらうとき 

注意
車体吊り上げ式のレッカー車でけん引しないでください（A タイプ）。

バンパーや車体が破損するおそれがあります。

必ず 4 輪を持ち上げてレッカー車で搬送してください（D、E タイプ）。

前輪または後輪だけを持ち上げたけん引を行うと、駆動系部品が損傷したり、車がレッカー（台車）から飛び出すおそれがあります（B、C
タイプ）。



けん引するとき
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J10701800128

やむを得ず他車にロープでけん引しても
らうときは、次の要領で行ってください。

1.けん引ロープをけん引フックに掛け
ます。

 4WD セレクターを「2H」にしても、前輪または後輪だけを持ち上げたけん引はできません。

注意

A タイプ C タイプ D タイプ

B タイプ E タイプ

他車にけん引してもらうとき 車両前方 注意
けん引ロープは必ずけん引フックに掛け

てください。けん引フック以外にけん引

ロープを掛けると、車体が破損すること
があります。

アドバイス
ワイヤーロープや金属製のチェーンなど

を使用すると、車体を傷つけるおそれが
あります。ソフトロープを使用するか、車

体に当たる部分のチェーンに布を巻くな

どしてけん引してください。

けん引ロープは、三菱自動車販売会社で

お買い求めください。
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2.けん引ロープには、30cm 平方（30cm
ⅹ 30cm）以上の白い布を必ず付けて

ください。

3.エンジンはできるだけかけておいて
ください。
エンジンがかからないときは、ハンド
ルがロックされないようにするため
に、エンジンスイッチの電源モードを
ON にします。

4.セレクターレバーを に入れます。

5.後続車に注意を促すため、けん引され
る車は非常点滅灯を点滅させます。
→「非常点滅灯スイッチ」P.4-70けん引ロープは水平にしてけん引してく

ださい。水平でない位置に掛けると、車
体を傷つけるおそれがあります。

けん引ロープはできるだけ同じ側のフッ

クに掛けて、斜めけん引とならないよう
にしてください。

アドバイス

5m 以内

25m 以内

警告
エンジンが止まっているとブレーキの効

きが非常に悪くなります。また、ハンド
ル操作が非常に重くなります。

エンジンスイッチの電源モードを ON に

しておかないと、ハンドルがロックされ
ハンドル操作ができなくなり、事故につ

ながるおそれがあります。

注意
レーダークルーズコントロールシステム

[ACC] 付き車、衝突被害軽減ブレーキシ

ステム [FCM] 付き車および踏み間違い衝

突防止アシスト [EAPM] 付き車は、けん

引時の思わぬ事故や予期しない作動を防
ぐため、システムをOFFにしてください。

→「レーダークルーズコントロールシス

テム [ACC]」P.4-132
→「FCM を ON/OFF するときは」P.4-80
→「EAPM を ON/OFF するときは」P.4-91

アドバイス
エンジンが自動的に停止することがない

ように、けん引される前に AS&G OFF ス

イッチを押して、AS&G を OFF にしてく

ださい。

→「AS&G を非作動にするには」P. 4-147

警告
急ブレーキ、急発進、急旋回など、けん

引フックやけん引ロープに大きな衝撃が
加わるような運転は避けてください。け

ん引フックやけん引ロープが破損するお

それがあります。万一の場合、その破片
が周囲の人などに当たり重大な傷害をお

よぼすおそれがあります。

長い下り坂ではブレーキが過熱して、効

きが悪くなるおそれがあります。レッ

カー車に搬送してもらってください。

注意
けん引される車は、けん引車のブレーキ

ランプに注意して、常にけん引ロープを
たるませないようにしてください。

安全のためにけん引するときの速度は

30km/h 以下、けん引する距離は 80km 以

内にしてください。この速度、距離を超

えるとトランスミッションの故障の原因
になります。
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J10701900086

J10704800044

万一、車両が水没したときには、次の通
り対処してください。

落ち着いてシートベルトを外してく

ださい。
ドアを開けられるかどうか試してく

ださい。ドアが開いたら車外に出てく
ださい。

ドアが開かないときは、パワーウイン

ドウスイッチでドアガラスを開けて、
窓から車外へ出てください。

パワーウインドウスイッチでドアガ

ラスを開けることができないときは、
緊急脱出用ハンマーでドアガラスを
割って、窓から車外へ出てください。

緊急脱出用ハンマーでドアガラスを

割れないときは、車内外の水圧差がな
くなるまで浸水するのを待ち、ドアを
開けて車外に出てください。

他車のけん引 

アドバイス
この車で他車をけん引することはできま

せん。

水没したとき 

警告
着座位置、乗員の体格などによっては、窓

から車外へ脱出できないことがありま
す。

フロントガラスは合わせガラスのため、

緊急脱出用ハンマーで割ることはできま
せん。リヤドア・リヤウインドウのガラ

スは強化ガラスのため、ハンマーで割る

ことができます。

フロントドアガラスは合わせガラスの場

合と、強化ガラスの場合がありますので、

事前に確認しておいてください。

合わせガラスの見分け方：

ガラス断面を上から見たとき、3 層構造

になっているのが合わせガラスです。

合わせガラス 強化ガラス

ハンマーで

割ることが
できません

ハンマーで

割ることが
できます

アドバイス
緊急脱出用ハンマーは標準装備されてお

りません。三菱自動車販売会社でお買い
求めください。使い方は緊急脱出用ハン

マーに添付の取扱説明書に従ってくださ
い。
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日常点検、定期点検の内容およびエンジンオイルなど油脂類の交換時期については、別冊の「メンテナンスノート」に詳しく記

載してありますのでお読みください。
車両寸法（全長、全幅、全高）、車両重量、エンジン型式、排気量については車載の「自動車検査証」をお読みください。

J10800400085

J10801500054

メンテナンスデータ 

燃料の量と種類 

容量 使用燃料

約 75L 軽油

注意
ガソリン、粗悪軽油、混合率が 7％を超えるバイオディーゼル燃料、アルコール系燃料、水分除去剤、三菱自動車純正以外の軽油添加剤を使

用したり、水やその他の油脂類（薬品類）が混入すると次のような状態になるおそれがあります。

•エンジンの始動性悪化

•ノッキングの発生

•エンジンの出力低下

•排気制御システムの機能不良

•燃料系部品の損傷による燃料漏れ

•白煙の発生

•噴射系部品の損傷

尿素水の量と種類 

容量 使用銘柄

約 17L AdBlue®
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AdBlue®はドイツ自動車工業会（VDA）の登録商標です。

J10800500158

注意
お車を長期間運転しなかった場合は、尿素水 (AdBlue®) が劣化しているおそれがあります。運転再開前に三菱自動車販売会社にご相談くださ

い。

尿素水 (AdBlue®) は三菱自動車販売会社での補給をおすすめします。

AdBlue®以外の尿素水を補給したり、水やその他の油脂類（薬品類）が混入すると、尿素 SCR システムが損傷する原因となります。

エンジンオイルの量と種類 

項目 容量 規格／粘度番号 三菱自動車純正銘柄

エンジンオイル

約 7.3L
（オイルフィルター内約
0.3L、オイルクーラー内

約 0.2L を含む）

ダイヤクイーン
ディーゼル DL-1

JASO 規格 SAE 粘度番号

DL-1
0W-30
5W-30

エンジンオイルは外気温に応じた粘度のものを

使用してください。

注意
表中の JASO 規格および SAE 粘度番号のエンジンオイルを使用してください。規格外のオイルを使用すると、ディーゼルパティキュレート

フィルター [DPF] の劣化が早くなります。
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J10800600087

アドバイス
三菱自動車純正銘柄のエンジンオイルの使用をおすすめします。

 0W-30 は表中の使用銘柄の中では、最も省燃費性に優れたオイルです。

エンジンオイルの量を点検する場合は、エンジンオイルレベルゲージの表裏の面でエンジンオイルレベルが低い側を確認するようにしてく

ださい。

DPF に集めたすすを燃焼・除去するとき、エンジンオイルに燃料が混ざり、エンジンオイル量が増えることがありますが異常ではありませ

ん。ただし、エンジンオイルレベルゲージのオイル交換指示マークに達した場合は、オイルを交換してください。

悪路や山道、登降坂路の走行、短距離走行の繰り返しなど厳しい条件（シビアコンディション）での走行は通常走行と比べてエンジンオイ

ルの劣化が早くなります。このような使われ方をしたときは通常より早めに交換してください。

オイル類の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

オートマチックトランスミッションオイル 約 10.4L 三菱自動車純正 ATF-PA

注意
オートマチックトランスミッションオイルは、指定の純正 ATF を必ずご使用ください。それ以外のオイルを使用すると、トランスミッション

が破損するおそれがあります。

エンジンオイルレベルゲージ

オイル交換指示マーク
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*: コンデンスタンク内約 0.89L を含む

J10800800076

項目 容量 使用銘柄

ディファレンシャルオイル

フロント 約 1.2L 三菱自動車純正
スーパーハイポイドギヤオイル　エコロジー　SAE80
（GL-5）リヤ 約 2.4L

トランスファーオイル 約 1.34L 三菱自動車純正
ニューマルチギヤオイル　エコ　SAE75W-80（GL-4）

ブレーキ液 所要
三菱自動車純正
ブレーキフルードスーパー 4（DOT4）

冷却水の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

冷却水 約 9.0L* 三菱自動車純正
スーパーロングライフクーラントプレミアム

ウォッシャー液の量と種類 

項目 容量 使用銘柄

ウォッシャー液 約 4.1L 三菱自動車純正ウォッシャー液
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J10800900093

J10801100106

バッテリーの種類 

型式

LN4EFB*

*：お客様のお車には、エンジンの始動回数増加に対応するために、耐久寿命を向上したオートストップ & ゴー [AS&G] 車専用の

バッテリーが搭載されています。
三菱自動車純正以外のバッテリーを使用すると、バッテリーの早期劣化や、AS&G が正常に作動しなくなる原因となり、最悪

の場合には、エンジンが再始動しなくなるおそれがありますので、お車との適合性を確認済みの、三菱自動車純正品を使用し
てください。詳しくは三菱自動車販売会社にご相談ください。

警告
バッテリーの＋端子と－端子を間違えないように取り付けてください。

バッテリーを取り付けるときは、＋端子から先に接続してください。－端子から先に接続した場合、万一、＋端子が他部品に接触すると火

花が発生し、バッテリーが爆発するおそれがあります。

整備基準値 

項目 サービスデータ

ブレーキペダル

遊び 3 ～ 8mm

床板とのすき間
エンジン回転中、踏力約 500N（50kg）で踏んだとき

100mm 以上

レバー式パーキングブレーキ 引きしろ（操作力 200N｛約 20kgf｝） 8 ～ 9 ノッチ
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ベルトのたわみ量

1.オルタネータープーリー
2.クランクシャフトプーリー
3.ウォーターポンププーリー
4.エアコンコンプレッサープーリー

ベルト (A) インジケーター（C）が範囲内にあること

ベルト (B) インジケーター（D）が範囲内にあること

項目 サービスデータ
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J10800200100

タイヤ、ホイールを交換するときは、次のことをお守りください。

4 輪とも同時に交換してください。

指定サイズのタイヤ、ホイールを装着してください。

タイヤ、ホイールを交換する際は、三菱自動車販売会社にご相談ください。

タイヤ、ホイール 

注意
指定サイズ以外のタイヤを使用したり、種類の異なったタイヤを混ぜて使用することは、安全走行に悪影響をおよぼしますので、避けてく

ださい。

 4WD 車は 4 輪に駆動力がかかるため、必ず同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄および摩耗差のないタイヤを使用してください。サイズ、種

類、銘柄や摩耗度合の異なるタイヤを使用すると、駆動系部品に無理がかかり、オイル漏れや焼き付きなどの重大な故障となり、思わぬ事

故につながるおそれがあります。

ホイールは、リムサイズやオフセット（インセット）量が同じでも、車体に干渉するため使えない場合があります。
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J10801200051

（　）内は、オフセット（インセット）量（ホイールの取り付け面とリムの中心との距離）
〔　〕内は、PCD（ホイール取り付け穴のピッチ円直径）

冬用タイヤなどについても表中のサイズの物をご使用ください。
お客様のお車との組み合わせは、三菱自動車販売会社にお問い合わせください。

J10801300065

J10801800057

三菱車には、車両を制御するためコンピューターが複数装備されており、車両の制御や操作に関するデータなどを記録しています。

エンジン／電気モーター回転数や車速など、車両の状態

アクセルペダル／ブレーキペダルなどの操作状況

車両運転時の環境情報

各車載コンピューターの制御に関する情報

タイヤ、ホイールのサイズ 

タイヤ ホイール

265/60R18 110H 18 ⅹ 7 1/2J（46mm）〔139.7mm〕6 穴

タイヤの空気圧 

タイヤサイズ

空気圧（kPa {kgf/cm²}）

前輪
後輪

積荷なし 積荷あり

265/60R18 110H 230 {2.3} 230 {2.3} 290 {2.9}

車両データの記録について 

記録されるデータ 
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各車載コンピューターの故障診断情報

記録されるデータの項目は、車両型式、グレードやオプションなどにより異なります。また、使用条件などにより、データが記録
されない場合もあります。
なお、コンピューターは会話などの音声や車内の映像は記録しません。

三菱自動車および三菱自動車が委託した第三者は、コンピューターに記録されたデータを車両の故障診断・品質の向上・研究開発
を目的として取得・利用することがあります。
なお、次の場合を除き、取得したデータを前述以外の第三者へ開示または提供することはありません。

車両の当該データ記録時の使用者の同意がある場合

警察／裁判所／政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合

統計的な処理を行う目的で、使用者や車両が特定されないように加工したデータを研究機関などに提供する場合

J10800300127

次の機能をお好みの設定に変更することができます。変更はお客様自身で可能ですが、設定のしかたが分かりにくいときは、三菱
自動車販売会社にご相談ください。

データの取り扱いについて 

カスタマイズ（機能の設定変更） 

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定

キーレスオペレーションシ
ステム

ドアハンドルスイッチによる施錠・解錠の設定
→P.4-47

施錠・解錠する ○

施錠・解錠しない

キーレスオペレーションキーのスイッチまたはキー
レスオペレーション機能で解錠されるドア
→P.3-4、P.4-47

すべてのドア ○

運転席または助手席のみ
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集中ドアロック

セレクターレバーを使って解錠
→P.3-14、4-47

解錠する ○

解錠しない

エンジンスイッチを使って解錠
→P.3-14、4-47

解錠する

解錠しない ○

車速が約 15km/h 以上で自動的にドアを施錠

→P.3-13
施錠する ○

施錠しない

車外照明
ウェルカムライトとして点灯させるライト
→P.4-47、4-68

車幅灯、尾灯および番号灯
点灯

○

点灯しない

ワイパー

自動作動
→P.4-47、4-71

ON（雨滴感知） ○

OFF（間欠作動）

間欠作動時の車速連動
→P.4-47、4-71

ON ○

OFF

ウォッシャー
インテリジェントウォッシャー機能
→P.4-47、4-73

あり ○

なし

ドアミラー
自動格納 • 復帰の条件

→P.3-25、4-47

キーレスオペレーションキー
のスイッチまたはキーレス
オペレーション機能に連動

（LOCK で格納、UNLOCK で

復帰）

○

電源モード ON 連動

自動格納 OFF

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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ルームランプ

ドアを開けたとき／電源モードを OFF にしたとき

／キーレスエントリーまたはキーレスオペレーショ
ン機能での解錠時、ルームランプが点灯
→P.4-47、5-17

ON ○

OFF

エアコン
ECO モードのときのエアコンの ECO 制御

→P.4-46、5-12
ON ○

OFF

レーダークルーズコント
ロール [ACC]

ECO モードのときの ACC の ECO 制御

→P.4-46
ON ○

OFF

装備 調整機能 設定項目 出荷時の設定
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M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。
S車載の『自動車検査証』をご参照ください。

A
ABS（アンチロックブレーキシステム）...

4-155
ABS 警告灯 ............................... 4-155

ACC（レーダークルーズコントロールシ
ステム）........................................ 4-132

AdBlue® ................................... 4-10, 8-2
AHB（オートマチックハイビーム）.. 4-98
AS&G（オートストップ＆ゴー）..... 4-144
ASTC（アクティブスタビリティ＆トラク
ションコントロール）.................. 4-147

AYC（アクティブヨーコントロール）.......
4-154

B
BSW/LCA（後側方車両検知警報システム
（レーンチェンジアシスト機能付））......

4-101

D
DAA（ふらつき警報）...................... 4-109
DPF（ディーゼルパティキュレートフィ
ルター）............................................ 4-9

E
EAPM（踏み間違い衝突防止アシスト）....

4-83
e-Assist ............................................ 4-76
EDR（イベントデータレコーダー）.. 2-38
EPS （電動パワーステアリング）... 4-157

F
FCM（衝突被害軽減ブレーキシステム）...

4-76

H
HDC（ヒルディセントコントロール）.......

4-152
HSA（ヒルスタートアシスト）........ 4-151

L
LDP（車線逸脱防止支援機能）.......... 4-94
LDW（車線逸脱警報システム）......... 4-92
LEDデイタイムランニングランプ.. 4-67, 

7-35

M
MOD（移動物検知機能）.................. 4-129

R
RCTA（後退時交差車両検知警報システ
ム）............................................... 4-106

S
SOSコール（エアバッグ展開時自動通報
機能付）............................................ 7-2

SRSエアバッグ
SRS エアバッグ警告灯 ............... 2-22
SRS カーテンエアバッグ... 2-16, 2-20
SRS サイドエアバッグ ...... 2-16, 2-19
運転席 SRS エアバッグ ..... 2-16, 2-17
運転席 SRS ニーエアバッグ ...... 2-16, 

2-19
助手席 SRS エアバッグ ..... 2-16, 2-18

T
TSA（トレーラースタビリティアシスト）

4-150
TSR（標識認識システム）............... 4-110

U
USB

充電用 USB ポート...................... 5-16
USBポート ...................................... 5-13
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W
W（ワット）数.......................... 7-35, 7-36

ア
アームレスト（ひじ掛け）................. 3-21
アクセサリーソケット (DC12V)...... 5-15
アクティブスタビリティ＆トラクション
コントロール [ASTC]................... 4-147

アクティブヨーコントロール [AYC].........
4-154

アシストグリップ ........................... 5-22
AdBlue®................................... 4-10, 8-2
アルミホイール ............................... 6-12
アンチロックブレーキシステム [ABS] .....

4-155
ABS 警告灯 ............................... 4-155

アンテナ.......................................... 5-14

イ
e-Assist ........................................... 4-76
移動物検知機能 [MOD] .................. 4-129
イベントデータレコーダー[EDR] ... 2-38
イモビライザー（盗難防止装置）...... 2-38
インテリアランプオートカット機能（自
動消灯）.......................................... 5-19

ウ
ウインカー（方向指示レバー）.......... 4-69
ウインドウガラスのお手入れ .......... 6-12
ウェルカムライト ............................ 4-68
ウォッシャー

ウォッシャー液 ............................. 8-5
ウォッシャー液の点検・補給........ 6-6
ウォッシャースイッチ................. 4-73

運転席＆助手席シートヒーター ...... 3-20

エ
エアコン

ウインドウガラスの曇りや霜を取りた
いときは ...................................... 5-6

エアコンの上手な使い方 ............... 5-2
クリーンエアフィルター ............... 5-2
左右独立温度コントロール式フルオー
トエアコン................................... 5-5

スタートアップヒーター ............... 5-9
吹き出し口..................................... 5-2
リヤサーキュレーター................. 5-10

エアバッグ
運転席 SRS エアバッグ...... 2-16, 2-17
運転席 SRS ニーエアバッグ ...... 2-16, 

2-19
SRS エアバッグ .......................... 2-16
SRS エアバッグ警告灯 ............... 2-22
SRS カーテンエアバッグ ... 2-16, 2-20

SRS サイドエアバッグ ...... 2-16, 2-19
助手席 SRS エアバッグ ..... 2-16, 2-18

ABS ............................................... 4-155
AS&G ............................................ 4-144
AYC............................................... 4-154
SOSコール（エアバッグ展開時自動通報
機能付）............................................ 7-2

エマージェンシーキー .................... 3-11
LEDデイタイムランニングランプ . 4-67, 

7-35
エンジンオイル

エンジンオイルの補給 .................. 6-6
エンジンオイル量の点検・補給......M

エンジン型式.......................................S
エンジン警告灯 ............................... 4-63
エンジンスイッチ ............................. 4-3
エンジンの始動・停止 ........................ 4-5
エンジンフード（ボンネット）........... 6-4
エンジン冷却水温計........................ 4-38

オ
オートストップ＆ゴー[AS&G] ...... 4-144
オートマチックトランスミッション........

4-13
オートマチック車の運転のしかた .......

4-17
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オートマチックトランスミッションオ
イル ............................................. 8-4

セレクターレバー ....................... 4-14
オートマチックハイビーム [AHB] ... 4-98
オートライトコントロール ............. 4-65
オーバーヒート ............................... 7-28
オイル................................................ 8-3
オイル交換時期リマインダー............ 4-8
お手入れ

アルミホイール ........................... 6-12
ウインドウガラス ....................... 6-12
外装品 ......................................... 6-10
シートベルト............................... 6-10
樹脂部品 ...................................... 6-12
洗車 ............................................. 6-10
内装品 ........................................... 6-9
本革 ............................................. 6-10
ワイパー ...................................... 6-12
ワックス ...................................... 6-11

オフロードを走行した後は ............. 4-37

カ
外装品のお手入れ............................ 6-10
カスタマイズ（機能の設定変更）...... 8-10
カミングホームライト .................... 4-68
カメラスイッチ ............................. 4-122
寒冷時の取り扱い............................ 2-35

キ
キー.................................................... 3-2

エマージェンシーキー................. 3-11
キーナンバープレート ....................... 3-2
キーレスエントリーキー

電池交換のしかた .......................... 3-5
キーレスエントリーシステム ............ 3-2
キーレスオペレーションシステム ..... 3-5
機能の設定変更（カスタマイズ）...... 8-10
給油

フューエルリッドの開けかた ...... 4-74
給油するときは................................ 4-75
緊急制動信号システム ................... 4-151

ク
空気圧 ......................................... 6-7, 8-9
曇り取り

ウインドウガラスの曇り取り ........ 5-6
リヤデフォッガースイッチ.......... 4-73

クラクション（ホーンスイッチ）...... 4-74
クリープ現象 ................................... 4-18
クリーンエアフィルター ............ 5-2, 6-8
グロー（予熱）スタート表示灯 .......... 4-62
グローブボックス ............................ 5-19

ケ
計器盤.............................................. 4-37

エンジン冷却水温計 .................... 4-38
スピードメーター ....................... 4-37
タコメーター............................... 4-37
燃料残量計 .................................. 4-38

警告
ABS 警告 ................................... 4-155
尿素 SCR システム警告 .............. 4-11
尿素水（AdBlue®）残量警告...... 4-10

警告灯..................................... 4-51, 4-62
ABS 警告灯 ............................... 4-155
SRS エアバッグ警告灯 ............... 2-22
エンジン警告灯 ........................... 4-63
充電警告灯 .................................. 4-63
尿素 SCR システム警告灯 .......... 4-11
尿素水（AdBlue®）残量警告灯 .. 4-10
プリテンショナー機構警告灯 ..... 2-15
ブレーキ警告灯 ........................... 4-63
マスターウォーニング ................ 4-62
油圧警告灯 .................................. 4-64

警告表示
DPF 警告表示 ....................... 4-64, 4-9
燃料残量警告表示 ....................... 4-64
半ドア警告表示 ........................... 4-65

軽油 (燃料 )......................................... 8-2
けん引.............................................. 7-39
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コ
交換

キーの電池 .................................... 3-5
クリーンエアフィルター .............. 6-8
タイヤ ......................................... 7-23
バルブ（電球）............................. 7-36
ヒューズ...................................... 7-30

工具 ................................................. 7-16
後側方車両検知警報システム（レーン
チェンジアシスト機能付）[BSW/LCA] ...
4-101

後退時交差車両検知警報システム
[RCTA] ........................................ 4-106

後退灯
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

7-36
故障したときの対処方法................... 7-5
小物入れ

グローブボックス ....................... 5-19
サングラスホルダー.................... 5-20
フロアコンソールボックス ......... 5-20
リッド付アッパーグローブボックス ...

5-20
コンデンスタンク（冷却水）............... 6-2
こんなことでお困りのとき ............... 7-7
コンビニエントフック .................... 5-22

サ
サービスデータ ................................. 8-2
最大積載量.......................................... S
左右独立温度コントロール式フルオート
エアコン .......................................... 5-5

三角表示板（停止表示板）................... 7-6
サングラスホルダー ........................ 5-20
サンバイザー ................................... 5-15

シ
シート

運転席＆助手席シートヒーター .. 3-20
チャイルドシート........................ 2-26
フロントシート ........................... 3-18
ヘッドレスト ............................... 3-21
リヤシート................................... 3-21

シート位置別チャイルドシートの選択 ...
2-28

シートベルト ................................... 2-10
３点式シートベルト .................... 2-12
プリテンショナー機構／フォースリ
ミッター機構付シートベルト.... 2-15

室内灯 .............................................. 5-17
LED インテリアイルミネーション ......

5-18
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

7-36

マップランプ............................... 5-18
ルームランプ............................... 5-17

シャーシコントロール .................. 4-154
車線逸脱警報システム [LDW].......... 4-92
車線逸脱防止支援機能 [LDP]........... 4-94
車速感応オートドアロック（衝撃感知ド
アロック解除システム付）............. 3-13

ジャッキ.......................................... 7-16
ジャッキアップ ............................... 7-17

ジャッキバー............................... 7-16
ホイールナットレンチ ................ 7-16

車幅灯 .................................... 4-65, 7-35
車幅灯表示灯................................... 4-62
車両重量..............................................S
車両寸法..............................................S
車両データの記録 ............................. 8-9
集中ドアロック ............................... 3-13
充電警告灯 ...................................... 4-63
修理の連絡先.......................................M
樹脂部品のお手入れ........................ 6-12
衝突被害軽減ブレーキシステム [FCM].....

4-76
使用燃料.......................................... 2-37

ス
スーパーセレクト4WD II ................ 4-19
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スイッチ
シートヒータースイッチ............. 3-20
ステアリングヒータースイッチ .. 4-74
パワーウインドウスイッチ ......... 3-16
ホーン（クラクション）スイッチ ......

4-74
ロックスイッチ（パワーウインドウ）.

3-17
水没したとき................................... 7-42
スタートアップヒーター................... 5-9
ステアリングヒータースイッチ ...... 4-74
スピードメーター............................ 4-37
スペアタイヤ................................... 7-22

セ
制動灯.............................................. 7-36
セレクターレバー............................ 4-14
洗車 ................................................. 6-10

タ
ターボ車の取り扱い .......................... 4-7
タイヤ

タイヤローテーション .................. 6-7
空気圧 ........................................... 8-9
スペアタイヤ（応急用）.............. 7-22
タイヤ、ホイールのサイズ ........... 8-9
タイヤチェーン ........................... 2-37

タイヤ交換 ....................................... 7-23
冬用タイヤ............................ 2-35, 8-9

タコメーター ................................... 4-37

チ
チェーン（タイヤチェーン）.............. 2-37
チケットホルダー ............................ 5-15
チャイルドシート ............................ 2-26

助手席へのチャイルドシート取り付け
時の注意 .................................... 2-27

チャイルドプルーフ（後席ドア安全施錠
装置）.............................................. 3-15

チルト＆テレスコピックステアリング....
3-23

テ
テールランプ（尾灯）........................ 7-36
ディーゼルパティキュレートフィルター

[DPF]................................................ 4-9
定期点検 ............................................. M
停止表示板 ......................................... 7-6
DPF警告表示 ..................................... 4-9
ディファレンシャルオイル................ 8-4
電球（バルブ）................................... 7-35
電池交換のしかた .............................. 3-5
電動パワーステアリング [EPS]...... 4-157

ト
ドア ................................................. 3-12

集中ドアロック ........................... 3-13
施錠・解錠 .................................. 3-12
チャイルドプルーフ .................... 3-15

ドアミラー ...................................... 3-24
格納スイッチ............................... 3-24
調整スイッチ............................... 3-24

盗難防止装置（イモビライザー）...... 2-38
ドライブモード ............................... 4-25

ドライブモードセレクター ......... 4-27
トランスファーオイル ...................... 8-4
ドリンクホルダー............................ 5-21
トレーラースタビリティアシスト [TSA] .

4-150

ナ
内装品のお手入れ.............................. 6-9

ニ
2WD/4WD作動表示灯 ..................... 4-22
日常点検 ............................................. M
尿素SCRシステム .......................... 4-10
尿素水の量と種類.............................. 8-2
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ネ
燃料 ................................................... 8-2

給油するときは ........................... 4-75
補給口（フューエルリッド）....... 4-74

燃料残量計 ...................................... 4-38
燃料噴射量学習機能........................ 4-10

ハ
パーキングセンサー...................... 4-113
パーキングブレーキ........................ 4-12

パーキングブレーキ.................... 4-12
ブレーキ警告灯 ........................... 4-63

排気量 .................................................S
ハイドロプレーニング現象 ............... 2-4
ハイマウントストップランプ ......... 7-36
ハザードランプ（非常点滅灯）

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-35

バルブ（電球）の交換 ................ 7-37
ハザードランプスイッチ（非常点滅灯ス
イッチ）.......................................... 4-70

発炎筒 ............................................... 7-6
バックミラー（ルームミラー）......... 3-23
バックランプ（後退灯）

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-36

バッテリー......................................... 8-6
バッテリー上がり ............................ 7-26
バッテリー液量の点検・補給............... M
バニティミラー ............................... 5-15
バルブ（電球）

位置・ W（ワット）数................. 7-35
交換 ............................................. 7-36

パワーウインドウ ............................ 3-16
セーフティ機構 ........................... 3-17
タイマー機構 ............................... 3-17
ロックスイッチ ........................... 3-17

パンク（タイヤ交換）........................ 7-23
番号灯

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-36

バルブ（電球）の交換................. 7-38
ハンドル

電動パワーステアリング [EPS]. 4-157
ハンドルの前後・上下調整（チルト＆テレ
スコピックステアリング）............. 3-23

ヒ
ヒーター

左右独立温度コントロール式フルオー
トエアコン................................... 5-5

ヒーテッドドアミラー..................... 3-25
ひじ掛け（アームレスト）................. 3-21

非常点滅灯 ...................................... 4-62
バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

7-35
バルブ（電球）の交換 ................ 7-37

非常点滅灯スイッチ........................ 4-70
非常点滅表示灯 ............................... 4-62
尾灯 ................................................. 7-36
ヒューズ.......................................... 7-30
標識認識システム [TSR]................ 4-110
表示灯 .................................... 4-51, 4-62

ASTC 表示灯 ............................. 4-148
グロー（予熱）スタート表示灯.. 4-62
車幅灯表示灯............................... 4-62
2WD/4WD 作動表示灯 ................ 4-22
非常点滅表示灯 ........................... 4-62
フロントフォグランプ表示灯 ..... 4-62
ヘッドライト上向き表示灯 ......... 4-62
方向指示表示灯 ........................... 4-62
リヤデフロック作動表示灯 ......... 4-29

表示灯・警告灯・インフォメーション画面
表示一覧........................................ 4-51

日よけ（サンバイザー）.................... 5-15
ヒルスタートアシスト [HSA] ........ 4-151
ヒルディセントコントロール [HDC] ........

4-152

フ
ブースターケーブル
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バッテリーが上がったとき ......... 7-26
フォグランプ

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-35

フロントフォグランプスイッチ .. 4-69
フロントフォグランプ表示灯 ..... 4-62

踏み間違い衝突防止アシスト [EAPM] .....
4-83

フューエルリッドの開けかた.......... 4-74
冬用タイヤ ............................... 2-35, 8-9
ふらつき警報 [DAA] ....................... 4-109
プリテンショナー機構警告 ............. 2-15
プリテンショナー機構／フォースリミッ
ター機構付シートベルト............... 2-15

ブレーキ
アンチロックブレーキシステム [ABS]

4-155
制動灯 ......................................... 7-36
ブレーキ液 .................................... 8-4
ブレーキ液量の点検・補給 ............ M
ブレーキ警告灯 ........................... 4-63
ブレーキパッドの摩耗 ................ 7-30

ブレーキアシスト.......................... 4-154
ブレーキランプ（制動灯）................. 7-36
フロアコンソールボックス ............. 5-20
フロントシート ............................... 3-18
フロントフォグランプ

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数

7-35
フロントフォグランプスイッチ .. 4-69
フロントフォグランプ表示灯 ...... 4-62

ヘ
ヘッドライト ................................... 4-65

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-35

ヘッドライト上向き表示灯.............. 4-62
ヘッドライトレベリングダイヤル ... 4-68
ヘッドレスト ................................... 3-21

ホ
ホーンスイッチ................................ 4-74
ホイール

タイヤ、ホイールのサイズ............ 8-9
方向指示灯

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-35

バルブ（電球）の交換................. 7-37
方向指示表示灯................................ 4-62
方向指示レバー................................ 4-69
ポジションランプ（車幅灯）..... 4-65, 7-35
ボトルホルダー................................ 5-22
ボンネット（エンジンフード）............ 6-4

マ
マップランプ................................... 5-18
マルチアラウンドモニター ........... 4-118
マルチインフォメーションディスプレイ

4-39

ミ
ミラー

格納スイッチ............................... 3-24
調整スイッチ............................... 3-24
ドアミラー .................................. 3-24
バニティミラー ........................... 5-15
ヒーテッドドアミラー ................ 3-25
ルームミラー............................... 3-23

メ
メーター
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M別冊の『メンテナンスノート』をお読みください。
S車載の『自動車検査証』をご参照ください。

ヨ
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4WD車を運転するときは ............... 4-31

ラ
ライセンスランプ（番号灯）

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-36

バルブ（電球）の交換 ................ 7-38
ライトスイッチ ............................... 4-65
ランプ

バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
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バルブ（電球）の交換 ................ 7-36
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リヤコンビネーションランプ
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リヤサーキュレーター .................... 5-10
リヤシート ...................................... 3-21
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ルームミラー ................................... 3-23
ルームランプ（室内灯）

LED インテリアイルミネーション ......
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バルブ（電球）の位置 • W（ワット）数
7-36

マップランプ ............................... 5-18
ルームランプ ............................... 5-17
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レーダークルーズコントロールシステム
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コンデンスタンク（冷却水）.......... 6-2
冬期前の点検と準備 .................... 2-35
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ワックスを使ったお手入れ ............. 6-11
ワット数（バルブ）.................. 7-35, 7-36
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純正品のおすすめ

お客様のお車に最適な純正品をご使

用ください。
純正品は、厳しい検査に合格し、そ

の品質が保証されています。
また、三菱自動車販売会社を通じて
お求めになれます。

新車時の性能と快適な乗り心地を長

く維持していただくために、点検や
交換の際は、三菱自動車販売会社に
ご相談ください。

三菱自動車指定の純正品や油脂類以

外の物を使用すると、故障などの原
因になることがあります。

純正品にはGENUINE PARTSと記載

してあります。

事故が起きたときは！

あわてずに次の処置をしてください。
続発事故の防止

他の交通の妨げにならないような安
全な場所（路肩、空地など）に車を
止め、エンジンを止めます。

負傷者の救護

負傷者がいる場合は、医師、救急車
などが到着するまでの間、可能な応
急手当を行います。
この場合、特に頭部に傷があるとき
は、そのままの姿勢で動かさないよ
うにしますが、後続事故のおそれが
あるときは安全な場所に移動させま
す。

警察への届け出

事故が発生した場所、状況および負
傷者数や負傷の程度などを警察官に
報告し指示を受けます。

相手方の確認とメモ

相手方の氏名、住所、電話番号を確
認し、事故の状況をメモします。

ご購入された販売会社と保険会社へ

の連絡
医師の診断を受ける

外傷がなくても頭部などに強い衝撃
を受けたときは、医師の診断を受け
てください。後になってから後遺症
が出るおそれがあります。

万一に備えて

安心のため、自賠責保険（強制保険）
のほかに任意自動車保険にも加入しま
しょう。
詳しくは三菱自動車販売会社へご相談
ください。
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